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はじめに 


キヤノンネットワークカメラ VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE / VB - M 40/ VB - M 40 B (以下、カメラ）をお買い求めいた 
だきまして、誠にありがとうございます。 

VB - M 40 と VB - M 40 B の違いは外観色のみです。 VB - M 700 F 、 VB - M 600 D 、 VB - M 40、 VB - M 40 B は屋内専用、 VB - M 600 VE 

は軒下設置ち可能です。 

この『操作ガイド』は、カメラの設定や操作方法について説明しています。ご使用前によくお読みになり、カメラを正しく 
利用してください。また、セットアップ CD - ROM の LICENSE フォルダ内のファイルも必ずお読みください。 

製品に関する最新情報（ファームウェアや同梱ソフトウェア、使用説明書、動作環境など）は、ホームページをご確認くだ 
さい。 

製品紹介ホームページ： canon . jp/webview 


■ ご注意 

1本書の内容の一部または全部を無断で転載することは 
禁止されています。 

2本書の内容について、将来予告なしに変更することがあ 
ります。 

3本書の内容については万全を期して作成しましたが、お 
気づきの点がございましたら、裏表紙に記載のお客様相 
談センターまでご連絡ください。 

4運用した結果の影響につきましては、上記2項、3項に 
関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


ネツトワークのセキユリテイについて 
のご注意 


ネットワークのセキュリティ対策に関しては、お客様ご自 
身の責任で行つてください。 

不正アクセスなどネットワークのセキュリティ上の問題 
により発生した直接、間接の損害については、弊社は一切 
の責任を負いかねます。 

<対策例> 

• カメラのパスワードを定期的に変更する。 

• カメラの通信ポートを変更する。 

• 通信機器でカメラへのアクセス制限を行う。 


著作権について 


ラジオやテレビなどへの電波障害に 
ついてのご注意 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家 
庭環境で使用することを目的としていますが、この装置が 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を弓 I き起こすことがあります。 

使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCC I 一巳 


映像 • 音声の利用によるプライバシ_ • 
肖像権の注意 


カメラの使用（映像 • 音声）につきましては、お客様の責 
任でプライバシーの保護や肖像権の侵害防止などに十分 
なご配慮のうえ、行ってください。弊社では一切の責任を 
負いません。 

<参考> 

• 特定の建築物や屋内などが映し出される場合には、管理 
者のかたに対して、あらかじめ了承をいただいてから力 
メラを設置してください。 

法律上の注意事項 

カメラによる監視は法律によって禁止されている場合が 
あり、その内容は国によって異なります。本製品をご利用 
になる前に、ご利用いただく地域の法律を確認してくださ 
い 0 


お客様が撮影した映像や画像、録音した音声などは、著作 
権法上、権利者に無断で使用•公開することはできません 
のでご注意ください。 




商標について 


• Canon および Canon □ゴはキヤノン株式会社の登録商 
標です。 

• Microsoft 、 Windows、Internet Explorer、Windows Server 
および ActiveX は、米国 Microsoft Corporation の、米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating 
System です。 

• 本製品には、 Microsoft 社より使用を許諾された exFAT 
ファイルシステムの技術が組み込まれています。 

• SD、SDHC ロゴは SD -3 C 、 LLC の商標です。 

• その他、本書に記載された商品名、社名などは各社の商 
標または登録商標です。 


aranted or implied for any other use for MPEG -4 
standard . 

(この文書は英語での掲載が義務付けられています。） 

第三者のソフトウェアについて 

この製品（本体および同梱の RM - Lite ) には、第三者のソフ 
トウェアモジュールが含まれています。詳細は同梱セット 

アップ CD - ROM の LICENSE フオルダの Open - 
SourceSoftware フオルダ内 「 ThirdPartySoftware - J . pdf 」 

(第三者ソフトウェアライセンスについて）をご覧くださ 
い。また、各モジュールのライセンス条件につきましては、 
同じフォルダに含まれていますのでご覧ください。 


同梱ソフトウェア RM-Lite の利用に 
関するお願い（拜責事項）_ 


RM - Lite の不具合などにより、録画ができなかったり、録 
画データが破壊、消失する場合があります。これにより生 
じるお客様の損害について、弊社は一切の責任を負いかね 
ます。あらかじめご了承ください。 


同梱ソフトウェアの使用許諾契約に 
ついて 


GPL および LGPL で許諾されるソフトウェアについて 

GPL および LGPL に基づき、ソースコードの入手を希望さ 
れるお客様は、製品をお買い上げいただいた販売会社また 
は販売代理店にお問い合わせください。 


輸出規制について 


本製品は、安全保障輸出規制貨物に該当します。そのため、 
輸出または海外に持ち出す場合は、関係当局の許可が必要 
となることがあります。 


同梱ソフトウェアの使用許諾契約については、同梱セット 
アップ CD-ROM の LICENSE フオルダの中の 
BundledSoftware フオルダ内にある次のファイルをご覧 
ください。 


ソフトウェアの種類 

ファイル名 

VB 初期設定ツール 

VBTools - J.txt 

カメラアングル設定ツール 
( VB - M 40 では使用しません。） 

ネットワークビデオレコーディング 

ソフトウェア RM-Lite 

RM - Lite - J.txt 


H.264 のご利用について 

This product is licensed under AT&T patents for the 
MPEG -4 standard and may be used for encoding 
MPEG -4 compliant video and/or decoding MPEG -4 
compliant video that was encoded only (1 )for a 
personal and non-commercial purpose or (2) by a 
video provider licensed under the AT&T patents to 
provide MPEG -4 compliant video . No license is 




操作ガイドの見かた 


使用説明書について 


カメラには『設置ガイド』とセットアップ CD - ROM に収 
録されている『操作ガイド』（本書）があります。 

「設置ガイド」（同梱） 

カメラ設置上の注意、設置手順、主な仕様を説明してい 
ます。同書を参照していただきたい部分は『設置ガイド』 
とし、その項目を記しています。 

「操作ガイド」（本書） ( VBM 4670 G _ J . pdf ) 

カメラの初期設定、カメラアングル設定ツール、管理ツー 
ルの設定、ビューワーの操作、トラブルシューティング 
などを説明しています。本書はセットアップ CD - ROM に 
収録されています。 

さらにセットアップ CD - ROM には、録画ソフトウェアの 
RM-Lite ( M 章ご使用の前に」の「ネットワークビデオ 
レコーディングソフトウェア RM - Lite 」） が収録されてい 
ます。次の使用説明書があります。 

ネットワークビデオレコーディングソフトウェア 
RM-Lite 

『システム管理者マニュアル』 ( RM 10 AM _ J . pdf ) 

RM - Lite の詳しい使いかたについて解説しています。 

ネットワークビデオレコーディングソフトウェア 
RM-Lite 

『ビューワー操作ガイド』 ( RM 10 VOG _ J . pdf ) 

RM - Lite ビューワーの操作ガイドです。ビューワーの詳 
しい操作方法は『システム管理者マニュアル』をご参照 
ください。 


この操作ガイドの使いかた 


この使用説明書は PC の画面上に表示して読むことを想定 
しています。 

ソフトウェアの画面例について 

この使用説明書に記載されているソフトウェアの画面は、 
説明のためのサンプルです。実際の画面とは異なることが 
ありますので、ご了承ください。 

また、説明には Windows 7で、 VB - M 40 を接続した画面 
例を基本的に使用しています。 


対応カメラの機種固有の情報について 


機種によって使用が制限される機能には、機種名を記載し 
たり、以下の記号を使って使用できる機種を示しています。 


記号 

カメラ機種 

iMiin 

VB - M 700 F 


VB - M 600 D 、 VB - M 600 VE 

iMiti 

VB - M 40 


安全上の注意を示す記号 


この『操作ガイド』で使用しているマークについて説明し 
ます。この『操作ガイド』では製品を安全にお使いいただ 
くため、大切な記載事項には次のようなマークを使用して 
います。表示の内容を十分理解して作業を行つてください。 


マーク 

意味 

A 警告 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、死亡または重症を負う可能性が想 
定される内容を示しています。安全にお 
使いいただくために、必ずこの警告事項 
をお守りください。 

/?\注意 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、傷害が発生する可能性が想定され 
る内容を示しています。安全にお使いい 
ただくために、必ずこの注意事項をお守 
りください。 

注意 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、物的損害が発生する可能性が想定 
される内容を示しています。必ずこの注 
意事項をお守りください。 

A A 

火災注意感電注意 

これらの記号を無視して取り扱いを誤っ 
た場合に、火災の発生や感電の可能性が 
想定される内容を示しています。安全に 
お使いいただくために、必ずこの注意事 
項をお守りください。 

0 ® 

禁止分解禁止 

水ぬれ禁止 

これらの記号は、行ってはいけない行為 
(禁止事項）を示しています。図の中に具 
体的な禁止内容が描かれてる場合もあり 

on 9 〇 

❶ 

指示 

この記号は、必ず実行していただく指示 
の内容を示しています。 


iv 























マーク 

意味 

國重要 

この記号は、その他の注意していただき 
たい行為や内容を示しています。重要事 
項や制限事項が書かれています。必ずお 
読みください。 

圜メモ 

操作の参考になることや補足説明が書か 
れています。 


V 








安全にお使いいただ < ために 


カメラをお使いいただくうえで、必ず守っていただきたい注意事項について説明します。 

守られない場合、けがや死亡事故、物的損害が発生することがありますので、よくお読みになったうえ、必ずお守りください。 


使用上の注意 


△警告 

〇 

• 発煙、異音、発熱、異臭などの異常を 

発見したときは、直ちに使用を中止 

jb 7 T \ 

し、最寄りの販売店にご連絡くださ 


い0 

人火注思 

継続して使用すると火災、感電の原因に 

A 

なります。 

感鼋注意 



• 分解、改造はしないでください。 


• カメラの内部に水などの液体を入れ 


たり、カメラに水をかけたり濡らした 
りしないでください。 

禁止 

• カメラの内部に異物を入れないでく 

⑧ 

ださい。 

分解禁止 

• カメラの近くで可燃性のスプレーを 


使用しないでください。 

水ぬれ禁止 

• カメラを長期間使用しないときは、力 

火災注意 

メラに LAN ケーブルや外部電源、 AC 
アダプター（オプション）の電源用コ 
ネクターを繫いだままにしないでく 


A 

ださい。 

感電注意 

• 接続ケーブル類を傷つけないでくだ 


さい 。 


火災、感電の原因になります。 


• 医療機器などの人命に関わるシステ 


ムには使用しないでください。 

0 

禁止 

PC やネットワークの環境によっては映 
像の遅延や欠落が発生するため高精度の 

0 央像伝送は保証できません。 

上記の場合にカメラを使用した結果生じ 
た事故や損害について、キヤノンは一切 
の責任を負いかねます。 



注意 


0 

禁止 

• 太陽、八□ゲン灯など高輝度の光源や 
被写体を撮影しないでください。 

• カメラに強い衝撃や振動を与えない 
でください。 

• _ TS 1 カメラへ ッ ド部を持たないで 

ください。 

• IMIil カメラ回転部を手で回さない 
でください。 

• 故障の原因になることがあります。 

カメラアングル設定ツール使用上の注意 H 

注意 

0 

禁止 

• カメラアングル設定ツールは、カメラ 
設置時の使用を想定しています。日常 
の頻繁な使用はしないでください。 

故障の原因になることがあります。 

カメラ搭載の機能および同梱ソフトウェアの使用上の注意 

注意 

0 

禁止 

• カメラに搭載されている下記の機能 
および下記の同梱ソフトウェアは、常 
に高い信頼性が要求される用途では 
使用しないでください。 

ー インテリジェント機能 
- K 1 ブレ補正機能 
ー ネットワークビデオレコーディン 
グソフトウェア RM-Lite 

これらの機能は高精度の撮影を保証する 
ものではなく、一定範囲を超えると対応 
できません。これらの機能を使用した結 
果生じた事故や損害について、キヤノン 
は一切の責任を負いかねます。 


vi 























お手入れに関する注意 



△警告 

Q 

禁止 

• アルコール やシンナー、ベンジンなど 
弓1火性溶剤は使用しないでください。 

A 

火災注意 

A 

感電注意 

火災や感電の原因になります。 

日常のお手入れ 


お手入れは、電源を切って行ってください。 


■ 外装のお手入れ 

1柔らかい布を水またはうすい中性洗剤で湿らせ、軽く汚 
れを拭き取ります。 

2乾いた布で拭きます。 

■ レンズのお手入れ 


IWEIS1 

屋内ドーム八ウジングに同梱の『設置ガイド』の「カメ 
ラを設置する」の手順を参照して、ドームを取り外しま 
す。 

2柔らかい布を水またはうすい中性洗剤で湿らせ、軽く汚 
れを拭き取ります。 

3乾いた布で拭きます。 

4元どおりにフロントカバー、ドームケースまたはドーム 
を取り付けます。 

落下によるけがや機器の破損を防止するため、取付金具や 
ネジのさびつき、ネジの緩みがないか定期的に点検を行つ 
てください。 

点検は販売店にご依頼ください。 

■ 埋込取付キット （VB-M600D/ 
VB-M600VE 専用 オプション)、 天井取付 
用カバー (VB-M40 専用 オプション） を 
ご使用の場合のお手入れ 

落下によるけがや機器の破損を防止するため、取付金具や 
ネジのさびつき、ネジの緩みがないか定期的に点検を行つ 
てください。 

点検は販売店にご依頼ください。 


市販のレンズクリーナーを使用し、レンズ表面の汚れを落 
とします。 

• IEEE 1 レンズ表面にほこりや汚れがついていると、 
オートフォーカスがうまく動作しないことがあります。 
• レンズ表面に傷を付けると、画像不良の原因になります。 

■ フロントカバー、ドームケースまたは 
ドーム八ウジングのお手入れ 

カ メラの下記の部分に汚れがつくと、画質が悪くなる原因 
になりますので、定期的なお手入れが必要です。 
mm フロントカバー 

iiyiMim ドームケース 

ドーム （オプションの 屋内ドーム八ウジ 
ング使用時） 

これらの部分の表面を清掃しても汚れが気になる場合は、 
下記の手順で取り外してお手入れしてください。 

1フロントカバー、ドームケースまたはドームを取り外し 
cF - 9 〇 

『 VB - M 700 F 設置ガイド』の「カメラ八ウジングをご利 
用の場合」を参照して、フロントカバーを取り外します。 

『 VB - M 600 D / VB - M 600 VE 設置ガイド』の「カメラを 
設置する」の手順を参照して、ドームケースを取り外し 
cF - 9 〇 
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特長 


本カメラは、カメラ機能とサーバー機能をコンパクトに一体化したネットワークカメラです。 

共通の特長 


メガピクセル対応 

130万画素対応 CMOS センサーにより高画質での映像監視を実現。 

H .264 対応 

従来の JPEG に加え、高画質 • 高圧縮率を両立する H .264 での映像圧縮に対応。 
1280 X 960ピクセルの映像を最大30フレーム/秒* 1 の高画質 • 高フレームレート 
で、最大10クライアントに同時配信 （ JPEG の場合は最大30クライアント)。 

低照度での撮影 

被写体の照度が低いときもカラー撮影が可能。 

H IH 最低被写体照度0.25ルクス （1/30 秒、スマートシェード補正オフ） 
最低被写体照度 0.4 ルクス （1/30 秒、スマートシェード補正オフ） 

インテリジェント機能 

多彩な検知方法を実現するインテリジェント機能を搭載。 

動体検知、置き去り検知、持ち去り検知、いたずら検知、音量検知 

プライバシーマスク 

映像の一部をマスクして隠すことで、プライバシーとセキュリティーを両立。 
um カメラのパン•チルト • ズーム操作に合わせてマスク領域がカメラ画像に 
追従。 

SD / SDHC メモリーカード対応 

ネットワーク障害時のアップロード画像やログを記録。 

RM-Lite (同梱）による小規模映像 
監視 

同梱のネットワークビデオレコーディングソフトウェア RM - Lite で、最大4台の力 
メラの映像を録画およびライブ表示。 


1実際のフレームレートはビューワー用 PC の性能や同時接続クライアント数、ネットワークの負荷状況によって低下する 
ことがあります。 


VB - M 40 の特長 


光学20倍ズームレンズ搭載 

最大水平画角 55.4° 、光学20倍（デジタル4倍）のオートフォーカス対応高倍率 
ズームレンズ搭載。 

パン • チルト機能 

遠隔地からカメラアングルを自在に操作。 


VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE の特長 


光学3倍ズームレンズ搭載 

最大水平画角101 .2° 、光学3倍電動ズームレンズ搭載。 

カメラアングル設定ツール 

PC の画面上で映像を確認しながらカメラアングルの調整することでカメラの設置 
作業を効率化。 

mm ズーム/フォーカスの設定が可能 

B パン/チルト/口ーテーション/ズーム/フォーカスの設定が可能 

対衝撃性に優れた構造 

( VB - M 600 VE のみ） 

本体は衝撃緩和機構を備え、外装部材にはポリカーボネート樹脂（厚さ 3.5 mm ) 

とアルミ合金を使用。ドームケースの固定には取り外しにくい特殊ネジを採用。 

* すべての条件の衝撃に対応できるものではありません。 

防塵 • 防水機構 

( VB - M 600 VE のみ） 

本格的な防塵•防水規格 IP 66 に適合。八ウジングなしでも軒下設置可能。純正 
ヒーター（オプション）により-30°の低温環境下で使用可。 
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カメラのソフトウェアについて 


カメラ搭載ソフトウェア 


■ VB - M 700/600/40ビューヮー 

( 「7章管理者ビューワー /VB ビューワ ーJ 參 照） 

一般ユーザーが使用できる VB ビューワーと、管理者用の 
管理者ビューワーがあります。 

VB ビューワーでは、カメラの基本的な制御と映像の表示 
ができます。 

管理者ビューワーは、カメラのすべての制御と各種イベン 
卜の モニターが できます。 

なお、表示できる映像は JPEG のみです。 H .264 の映像を 
表示する場合は、 RM - Lite ビューワ ー（ P .1-5) をインス 
I -ールしてご使用ください。 

■ 管理IV— JI/ ( 「6章管理ツール」参照） 

カメラを設定および管理するための次のツールがありま 
す。 

• プライバシーマスク設定ツール 
• インテリジェント機能設定ツール 
ューワー 

パノラマ作成ツール 

• IBE 51 可視範囲設定ツール 

• IEEE 1 プリセット設定 ツール 


同梱ソフトウェア 


同梱のセットアップ CD - ROM に収録されています。 PC に 
インス!-ールして使用します。 

■ VB 初期設定ツール 

( 「2章カメラの初期設定」 參 照） 

カメラの初期設定を行う ツ ー) レです。 

■ カメラアングル設定ツール mm b 

( 「3章カメラアングル設定ツール」参照） 

ネットワーク経由で PC から映像を見ながら、設置時の力 
メラ操作を行うツールです。 

■ RM-Lite ( P .1-5) 

最大4台までのカメラの映像を同時に表示したり、録画で 
きるソフトウェアです。 

■ プロキシ認証対応版管理者ビューワー/ 
管理ッール 

プロキシ認証が設定されたプロキシサーバー経由で使用 
する場合は、本ソフトウェアを使用してください。セット 

アップ CD - ROM の ProxyAuthSupport フオルダ内に保 

存されています。 


■ SD カードユーテイ II テイ 

( 「8章付録」の 「SD メモリーカードのアクセスにつ 
いて」参照） 

SD メモリーカードに保存されている JPEG 映像の一覧を 
表示•削除するツールです。また 、 SD メモリーカードに 
保存された映像を MOV 形式のファイルに変換して PC に 
保存できます。 


ciiln 
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ネツトワ _ クビデオレコ _ デイング 
ソフトウェア（オプション）_ 


必要に応じて別途お買い求めください。 

■ RM -64/ RM -25/ RM -9 

ネットワークカメラを使用して複数拠点をモニタリング 
し、カメラからの映像を表示•録画•再生するソフトウェ 
アです。 RM -64/ RM -25/ RM -9 は登録可能なカメラの台数 
が異なり、それぞれ64台/25台/9台まで登録できます。 

■ RM - Lite-V 


複数の PC に RM - Lite ビューワーをインス!-ールするた 
めの追加ライセンスです。複数の拠点からカメラ映像を見 
る場合などにご使用ください。 


ユ _ ザ _ サポ _ トッ _ ル 


カメラの運用に便利なツールを PC にインス!-ールしてご 
使用できます。 

■ 設定値バックアップ/リストアツール 

カメラに設定されている情報を PC に保存するツールで 
す。複数のカメラの情報を一括して保存できます。 

また、 PC に保存した情報をカメラに戻すこともできます。 
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カメラのソフトウェアについて 


RM-Lite ( 『システム 管理者マニュアル』 参照） 

RM - Lite は、セットアップ CD - ROM の Applications フオルダにある RMLitelnstall . exe からインス!ルして使用します 0 

RM - Lite のソフトウェア構成 


種類 

概要 

ライセンス 

RM - Lite 録画サーバー 

最大4台のカメラを登録して映像を録画できます。 

1ライセンス 

RM - Lite ビューワー 

録画サーノ（一に保存された録画映像を再生したり、カメラのライブ 
映像 ( JPEG / H .264) を表示できます。 

ビューワーに登録できるカメラは最大4台です。 

1ライセンス 


RM-Lite ビューワー RM-Lite 録画サーバー 



ネットワーク 
録画再生映像の流れ 
ライブ映像の流れ 
録画映像の流れ 


対応カメラ 


VB - M 700 F 、 VB - M 600 D 、 VB - M 600 VE 、 VB - M 40、 VB - C 500 VD / VB - C 500 D 、 VB - C 60、 


VB - C 300、 VB - C 50 i / VB - C 50 iR 、 VB - C 50 FSi / VB - C 50 Fi 


G 3 重要 

• RM-Lite ビューワーを追加する場合は、 RM-Lite-V ( オプション）をお買い求めください。 


• VB-M 700 F/VB-M600D/VB-M600VE/VB-M40 は RM-Lite よりも前のネットワークビデオレコーデイングソフトウェアでは使用で 
きません。 VK-64/VK-16 など、前のソフトウェアをご使用の場合は RM-Lite に切り換える必要があります。 

詳細は、ホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon.jp/webview 


園メモ 

RM-Lite の使用方法、機能などの詳細情報は、『システム管理者マニュアル』を参照してください。 













































































VB - M 700/600/40 ビューワーとの比較 

RM - Lite ビューワーは、カメラ搭載の VB - M 700/600/40ビューワーに比べて、以下の違いがあります。 


ビューヮーの 種類 

ライブ映像表示 

音声 

VB - M 700/600/40ビューヮー 

JPEG 

カメラからの音声を受信（片方向通信） 

RM - Lite ビューワー 

JPEG / H .264 

音声を送受信（双方向通信） 


VB - M 700/600/40 ビューワー 


マイク 

(別売り) 


カメラ 



VB - M 700/600/40 ビューワー 



カメラに接続したマイクの音声をビューワー側のスピーカーで聞くことができます。 


RM - Lite ビューワー 

カメラ 


マイク 

(別売り) 


スピーカー 

(別売り） 



RM - Lite ビューワー 



カメラとビューワーの間で音声の送受信ができます。 


国メモ 

PC やスピーカー、マイクは別売です。 
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製品に関する最新情報（ファームウェアや同梱ソフトウェア、使用説明書、動作環境など）は、ホームページをご確認くだ 
さい。 

製品紹介ホームページ： canon . jp/webview 


VB 初期設定ツール、カメラアングル設定ツール、 
VB - M 700/600/40 ビューワー、管理ツール 


CPU 

Intel Core 2 Duo 2.0 GHz 以上 

OS 

Windows XP Home/Professional SP 3 32 bit 

Windows Server 2003 Standard SP 2 32 bit 

Windows Server 2003 R 2 Standard SP 2 32 bit 

Windows Vista Ultimate / Business / Enterprise/Home Premium SP 2 32/64 bit 
Windows 7 Ultimate / Professional / Enterprise/Home Premium 32/64 bit 

Windows 7 Ultimate / Professional / Enterprise/Home Premium SP 132/64 bit 
Windows Server 2008 Standard SP 2 32/64 bit 

Windows Server 2008 R 2 Standard 64 bit 

Windows Server 2008 R 2 Standard SP 164 bit 

Web ブラウザー 

Internet Explorer 7.0/8.0/9.0 32 bit * 1 

メモリー 

2 GB 以上 

ビューワー用ディスプレイ 

1024 x 768 以上 

ソフトウェア 

.NET Framework 3.5 SP 1 

音声 

カメラの音声機能を使用する場合は、 PC の音声サボート機能が必要 


*1 JavaScript 、 XAML ブラウザーアプリケーション、 FRAME を使用できる設定とすること。 

VB ビューワーのみ Cookie が必要。 

*2 Windows 7 、 Windows Server 2008 R 2 以外は別途インス!ルが必要。ただし、 VB ビューワーのみ使用する場合は、 
インス I -ール不要。 

.NET Framework 3.5 SP 1 は、 Microsoft のダウン□ー ドセンターからダウン□ー ドしてインストールするか、同梱セッ 

トアップ CD - ROM の .NET Framework 3.5 インストーラ ー（ Applications フオルダ> DotNetFramework フオルダ 
> dotnetfx 35 .exe ) から、インストールしてください 0 

dotnetfx 35. exe を起動すると、インストール中に言語パックをインターネットからダウン□—ドしようとします 0 
インターネットに接続できない環境では、しばらく待つと言語パックを除いたパッケージがインス I -ールされます。 

言語パックがインス I -ールされなくても、動作上の問題はありません。 


RM-Lite 


動作環境の詳細は、『システム管理者マニュアル』の「動作環境」をご覧ください。 


動作環境 
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動作環境のご注意 


[ Windows ファイアウオール]機能を 
有効に設定してある場合の注意事項 

VB 初期設定ツールを起動すると、 [Windows セキュリティ 
の重要な警告]ダイアログが表示されることがあります。 
[Windows セキュリティの重要な警告 ] ダイアログが表示 
された場合は、[ブロックを解除する]をクリックしてくだ 
さい。 

一度この設定をすると、以降この警告ダイアログは表示さ 
れなくなります。 

[Windows セキュリティの重要な警告]ダイアログが表示 
されない場合は、 Windows ファイァウォー )レの警告機能が 
無効となっている可能性があります。次の手順で、 
Windows ファイアウオールの例外に [VB 初期設定 ツール ] 
を追加してください。 

1[コン ト□ールバネル]の [システムと セキュリ テイ] で 
[ Windows ファイア ウォール] をクリックする 



2 [ Windows ファイアウォールを介したプログラムま 
たは機能を許可する]、[設定の変更]、[別のプ□グラ 
ムの許可]の順にクリックする 



3 [ VB 初期設定ツール]をクリックして選択し、[追加] 
をクリックする 



Windows Server 2003 /Windows 
Server 2008および丨 nternet 
Explorer 9 以降でご使用になる場合 
の注意事項 


■ カメラのトップページを信頼済みサイト 
として登録する 

Windows Server 2003/Windows Server 2008 および 
Internet Explorer 9 以降では、 Internet Explorer における 
インターネットサイトとイントラネットサイトのセキュリ 
ティレベルが初期設定で[高]に設定されています。 
そのため、 VB-M 700/600/40 ビューワーや設定ページにア 
クセスすると、コンテンツブロックのダイアログが表示さ 
れ正常に動作しません。 

正常に動作させるには、次の手順で信頼済みサイトに登録 
してください。 

1 Internet Explorer でカメラのトップページから 
VB - M 700/600/40 ビューワーや設定ページにアクセス 
する 

次のダイアログが表示されます。 
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動作環境のご注意 


2 [追加]をクリックする 

[信頼済みサイト]ダイアログが表示されます。 

3 [このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認 ( https :) 
を必要とする]にチェックがついている場合は外す 



4 [この Web サイトをゾーンに追加する]にカメラの IP 
アドレスを入力し、[追加]をクリックする 

信頼済みサイトへの登録の詳細は、手順1のダイアロ 
グで [Internet Explorer セキュリティ強化の構成の詳 
細を表示します]をクリックし、表示される概要をご 
覧ください。 

なお、コンテンツブロックのダイアログが表示されない場 
合でも、通常のセキュリティ設定では JavaScript が無効化 
されている場合があり、設定ページや VB - M 700/600/40 
ビューワーの動作が制限されます。信頼済みサイトに登録 
すると、 JavaScript の設定も自動的に有効になるため、登 
録をしてください。 

コンテンツブロックのダイアログが表示されない場合は、 
次の手順で[信頼済みサイト]ダイアログを表示できます。 

1 Internet Explorer の[ツール] > [インターネットオ 
プション]メニューから[インターネットオプション] 
ダイアログを表示する 

2 [セキュリティ]タブをクリックする 

Q [信頼済みサイト]をクリックして選択し、[サイト]を 
クリックする 

[信頼済みサイト]ダイアログが表示されます。 



以上で、信頼済みサイトの登録が完了です。 


Windows Server 2008でご使用に 

なる場合の注意事項 


■ " about : internet " と、カメラのホスト 
名を登録する 

Windows Server 2008では、 旧 ESC (Internet Explorer 

のセキュリティ強化の構成）が有効になっている場合は、 
管理者ビューワーおよび管理ツールを起動できません。 
事前に、 Internet Explorer の「□—カルイントラネット」 
または「信頼済みサイト」に、 " aboutinternet 11 と、接続 
先カメラのホスト名を登録してください。 



國重要 

" aboutinternet 11 を登録すると 、 Windows 7などで Internet 
Explorer を使用する場合と同等のセキュリティレベルとなりま 
す。管理者ビューワ ー、 管理ツールの使用後は、必要に応じて 
" about : intemet " とカメラ名の登録を解除し、元のセキュリティ 
レベルに戻すことをお勧めします。 


ciiln 
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システムとメンテナンス 
•デパィスマネージャを閉く 
@ィベントロ伽表示 

セキュリティ 

更新ブ□クラムの確認 
_ Windows ファイアウォールによるブ 
”の許可 

ネ，トワ HI とインタ-ネ9卜 

ネットワ-クの状態とタスクの表示 
フアイル (D 共有 (D1 徒 


ファイル (£) 編集 (£) 表珊 


編集 (£) i 
トルパネル 



プログラム 

SV ブロクラムのアンインストル 


パ售 ユーザー アか5ント 

MB ❿ュ - ザ - ァヵゥントの剷 I 

デスクト，ブ⑽スタマイズ 

氣ー デス外ツブの背杲の変更 
配色の変更 

^ 画面の I ?像度の調盩 

時計、言語、およ u 地域 

JfkM キ - ポ-ドまたは入力方法 (3D 
表示言語の変更 

コンビ: L ータ (D 描単揉作 

i&Si 設定の提案の表示 
KSk ! 視覚ディスブレィの最適化 

|=y--—j そ (D 他©ォプション 







■ 音声を使用するためにサウンド機能の設 
定を有効にする 

Windows Server 2008の初期設定では、サウンド機能が 
無効に設定されています。 

ビューワーで音声受信をするには、次の手順でサウンド機 
能を有効にしてください。 

1[コント□ー ルバネル]の[ハードウェアとサウンド] 
をクリックする 


^ メモ 

[コントロールパネル]がクラシック表示の場合、[サウンド]をダ 
ブルクリックしてください。 

2 [サウンド]をクリックする 



3 [オーディオサービスが実行されていません]という 
メッセージで[はい]をクリックする 


4 [サウンド]ダイアログが表示される 

[再生]タブでオーディオデバイスがインス I -ールされ 
ていることを確認する（オーディオデバイスがインス 
I -ールされていない場合はご使用の PC の使用説明書 
をご確認ください） 


Windows Vista/Windows 7でご使 

用になる場合の注意事項 


Windows Vista および Windows 7でご使用になる場合に 
は、次の制限事項があります。 

■ 設定ページ、管理ツール 

カメラ名など日本語入力箇所で Windows VistaA/Vindows 7 
の新文字セツトを設定すると、他の PC で正しく文字を表 
示できない場合があります。 Windows Vista/Windows 7 

の新文字セツトは使用しないでください。 

園メモ 

Windows Vista/Windows 7が対応する 「JIS X 0213:2004」文 

字セツトで、第三水準と第四水準の一部の文字について、他の〇 S 
で表示できない場合があります。 

■ RM-Lite 

RM-Lite の動作環境の注意事項については、『システム管 
理者マニュアル』を参照してください。 


xj 




Windows オーディオサービスを有幼にしますか？ 


| [:…… ( SO ® 一 


X/トロ'-ル y«、 ルホ'-ム 
システムメンテナンス 
セキュリティ 

ネットワ'-クとインタ'-ネット 
ハ'-ドウ:!アとサウンド 
ブログラム 
ユーザーアカウント 
デスクトッブのカスタマイズ 
B 寺計、言語、および地域 


^ブリンタの追加通常使うブリンタの変更ブリンタの則除 

メディアまたはデノ S イスの既定設定の変更 CD または他のメディアの自觔再生 
オーディオデパイスの音理 


• サウンド \ 

システム音量の調整 >ステムが出す音の変更 

^マウス 

J ボタン設定の変更ポィンタの外楠の変更 
電源オプション 

省電力の設定の変更電源ポタンの射)作の変更 
级コンビュ-妓スリ-ブ状態に抑寺間の変更 

囑 ©オンス w —ン項目①サイズの変更 I 画面の解像度 
モニタのちらつき(リフレ9シユレート）の調整方法 

—キーポード 

^カーソルの点 M 速度の変更キーポードの状態の確星 

m デバイスマネー 
h ^ 3kSii _ A — m T 17V 


トブ解除時のパスワードの要求 


オーデイオサー！!スが実行されていません 


J 0 ^ 
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2m 

カメラの初期設定 


□ カメラ利用開始までの基本的な流れ 
□ 初期設定ツールのインストール 
□カメラの初期設定 
















カメラ利用開始までの基本的な流れ 


カメラの初期設定をする 

カメラを設置する前に本章をお読みになり、 VB 初期設定ツールを使って IP アドレスを設 
定してください。 

「 VB 初期設定ツールをインス I -ールする」 （ P . 2-4) 

「カメラの初期設定をする」 （ P .2-5) 



▼ 


映像を確認する 

初期設定が完了したら、 Web ブラウザーでカメラにアクセスし、 VB ビューワーで映像を 
確認します。 

「カメラの映像を確認する」 （ P . 2-6) 



▼ 

カメラを設置する 

利用する環境に合わせてカメラを設置します。 

『設置ガイド』 

▼ 


カメラアングルを設定する MM ( H ) 

カメラアングル設定ツールを使って、 PC からの操作でカメラアングルを設定します。 

「カメラアングル設定ツールをインス I ルする」 （ P . 2-4) 

「3章カメラアングル設定ツール」 

▼ 



設定ページか5カメラの設定をする 

カメラの基本的な設定、ネットワークでの運用方法、ユーザー登録、アクセス制御などに 
ついて設定できます。 

「5章設定ページ」 



▼ 

管理 ツールを 使う 

管理ツールを使用すると、可視範囲やプリセットを設定したり、インテリジェント機能を 
利用するための設定ができます。また、ログを閲覧してカメラの動作状況を確認できます。 

「6章管理ツール」 

▼ 
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カメラ利用開始までの基本的な流れ 


VB - M 700/600/40 ビューワーを使う 

カメラに搭載されている VB - M 700/600/40ビューワーには、管理者向けの管理者ビュー 
ワーと、一般ユーザー向けの VB ビューワーがあります。 VB ビューワーを使って一般向け 
の配信内容を確認し、管理者ビューワーを使ってすべての動作を確認してください。 

「7章管理者ビューワー/ VB ビューワー」 



▼ 


運用する 

エラーメッセージが表示されたり、意図したとおりの動作をカメラがしないときは、エ 
ラーメッセージや□グメッセージの内容を「8章付録」でご確認ください。 

「8章付録」 



E 重要 

運用を開始する前に、設定ページと管理ツールでの設定が意図したとおりに動作するか、確認してください。 




















必要なソフトウェアをインス I ^ールする 


カメラの初期設定に必要な VB 初期設定ツールをインス!-ールします。 

iwn mm 設置時のアングル操作に必要となるカメラアングル設定ツールもインス!-ールします。 


VB 初期設定ツールをインストールす 
る 


1カメラに同梱されているセットアップ CD-ROM の 
[Applications ] フオルダの VBInitlnstall.exe をダ 
ブルクリックする 

2 [次へ]をクリックし、画面の指示に従ってインス!-一 
ルする 



インス I -ールが完了すると、デスクトップにアイコンが表 
示されます。 

m 

トル 


カメラアングル設定ツールをインス 

トールする■麵 M 

1カメラに同梱されているセットアップ CD-ROM の 
[Applications ] フオルダの AnglelnstaN.exe をダ 
ブルクリックする 

2 [次へ]をクリックし、画面の指示に従ってインス!-一 
ルする 



インス I -ールが完了すると、デスクトップにアイコンが表 
示されます。 



定ツ 
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VB 初期設定ツールを使って、カメラのネットワークを設 
定します。 

1カメラと PC をネットワークに接続し、電源を入れる 
( 『設置ガイド』の「カメラを接続する」） 

2 VB 初期設定ツールを起動する 

デスクトップ上の [ VB 初期設定ツール]のアイコンを 
ダブルクリックして起動します。 


m 


麵潛甲トル 



ネットワーク接続されたカメラを VB 初期設定ツール 
が自動的に検出し、カメラの MAC アドレス、 IP アド 
レス、機種名を表示します。 

工場出荷設定では 
IP アドレス：192.168 .100.1 
に設定されています。 MAC アドレスはカメラ本体の 
シールに記載されています （ 『設置ガイド』の「各部 
の名称」）。 

國重要 

• カメラの電源を入れて20分が経過すると、カメラは IP アドレ 
スの割り当て要求を出さな くなり、 VB 初期設定ツー j レで検知 
できません。その場合はカメラの電源を入れ直してください。 

• ご使用の動作環境によって、注意事項がある場合があります。 
初期設定をする前に「動作環境のご注意」 （ P .1-8) をご覧く 
ださい。 

• VB 初期設定ツールはルーターを越えた先にあるカメラへの使 
用はできません。 


MAC アドレスをクリックして選択し、[初期設定]を 
クリックする 


1^1 

桉出されたカメラ： 

MAC アドレス IP アドレス 棟種名 

し 

川!汁1|削 想怡組 敗】 192.168 .100.1 VB-M40 

T 

クリックで選択 


4ユーザー名 「 root 」 と工場出荷設定のパスワード 
「 camera 」 を入力し、設定する IP アドレスとサブネッ 
トマスクを入力する 

デフオルトゲートウェイを設定しない場合は[デフオ 
ルトゲートウェイを設定する]のチェックを外します。 
設定したら [0 K ] をクリックします。 



設定の進行状況がウィンドウで表示されます。 

灑结1较蟲 


圍メモ 

• 管理者のパスワードは、セキュリティを確保するため、必ず変 
更してください ( P . 4-2) 〇 

• 設定する IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレ 
スはシステム管理者にお問い合わせください。 

C [0 K ] をクリックする 


气 VM 期設定 ツール 


カメラを再起動しています- 

再起動が完了してからカメラへアクセスしてく; 

カメラの再起動には数十秒かかります。 


國重要 

IP アドレスを DHCP サー八'—から取得する場合は、 VB 初期設 
定ツールから設定用 PC と通信ができる静的アドレスを一時的 
に設定し、設定べージの[ネットワーク]で [ IPv 4] の [ IPv 4 アド 
レス設定方式]を[自動設定 （ DHCP )] に変更してください 
( P . 5-5) 〇 



カメラの初期設定をする 
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カメラの映像を確認する 


初期設定が完了したら、カメラの映像を VB ビューワーで 
確認します。このとき、カメラに設定した IP アドレスとサ 
ブネットマスクに対応したネットワーク設定を、 PC 側に 
設定してください。 

1動作確認をするカメラの MAC アドレスをクリックし 
て選択し、[詳細設定]をクリックする 



2 Web ブラウザーが起動し、カメラのトップページが表 
示されます。 [ VB ビューワー]をクリックする 



ビューワーが起動してカメラの映像が表示されます。 



カメラのトップページが表示されないときや 、 VB 
ビューワーが起動できないときは、「8章付録」の「卜 
ラブルシューティング」 （ P . 8-6) を参照してください。 

国重要 

• カメラに設定した IP アドレスとサブネットに対応したネット 
ワーク設定が PC に行われるまで、カメラの映像は確認できま 
せん。 

• [詳細設定]から設定ページを開く場合は、カメラの HTTP ポー 
卜を80から変更しないでください。 HTTP ポート番号の設定 
については、 「 HTTP サーバー」 （ P . 5-19) を参照してくださ 
い0 
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カメラアングル設定ツール 


M700BM600 


□カメラアングルの設定方法 

□複数のカメラを管理するカメラ指定ファイルの作成 


















カメラアングルを設定する 


カメラ設置時のカメラアングル調整、およびカメラ設置後、何らかの事情で撮影方向を変更する場合などに、カメラアング 
ル設定ツールをご使用ください。 

Mn ズーム、フォーカス、露出補正を設定できます。 

mm パン、チルト、ローテーション、ズーム、フォーカス、露出補正を設定できます。 

_重要 

• カメラアングル設定ツールは、カメラ設置調整用として同梱しており、日常的な利用は想定していません。多用するとカメラが故障す 
る原因になります。 

• カメラアングル設定ツールを使って設定を変更した後は、設定ページと管理ツールでの設定が意図したとおりに動作するか、確認して 
ください。 

• カメラアングル設定ツールは、プロキシサーバー経由では使用できません。 

• カメラアングル設定ツール接続中は、アップ□ー ド機能を使用できません。 


カメラアングル設定ツールを起動する 


1デスクトップの[カメラアングル設定ツール]アイコ 
ンをダブルクリックする 


カメラアングリレ設定ツーリレが起動します。 



2接続先カメラの各項目を入力して [0 K ] をクリックす 
る 



カメラに接続する 

1[ファイル]メニューの[接続]をクリックする 



[接続先カメラの指定]ダイアログが表示されます。 


[ホスト名] 

カメラのホスト名または IP アドレスを入力します 

( P . 2-5)0 

[管理者ユーザー名] 

カメラの管理者ユーザー名を入力します （ P . 2-5)。 

[管理者パスワード] 

カメラの管理者パスワードを入力します （ P . 2-5)。 

[SSL 通信を使用する] 

SSL 通信でカメラに接続する場合にチェックします。 
通常は SSL 通信を使用しない設定（工場出荷設定）に 
なつています （ P . 5-29) 〇 

[ポート番号] 

カメラの HTTP ポート番号を、80、443、1024〜65535 

の範囲で設定します。通常は [80] (工場出荷設定）に 
なつています （ P . 5-19)。 
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カメラアングルを設定する 


3次のメッセージで[はい]をクリックする 



[ P 1 メモ 

カメラアングル設定ツールでカメラに接続すると、そのカメラに 
接続しているビュ_ワ_や録画ソフトは切断されます。 

接続したカメラのライブ映像が表示され、カメラアン 
グ j レの設定が可能になります。 



11重要 

• 1つのカメラに接続可能な時間は30分までに制限されていま 
す。30分経過すると自動的に切断されますので、カメラアン 
グルの設定が完了していない場合は、再度接続してください。 

• 複数の PC からカメラアングル設定ツールを使って1つのカメ 
ラに同時に接続することはできません。 


カメラリストを使って接続する 

複数のカメラを使用しているときは、あらかじめカメラの 
接続情報をカメラ指定ファイルに記述して、カメラアング 
ル設定ツールのカメラリストに読み込むことができます。 
複数のカメラの情報を入力することなく簡単に接続でき 
ます。カメラ指定ファイルの作成方法は、「カメラ指定ファ 
イルを作成する」 （ P . 3-8) を参照してください。 


■ カメラ指定ファイルの読み込み 

1[ファイル] メニューの[カメラ 選択] をクリックする 



[カメラ選択]ダイアログが表示されます。 

2 [カメラ指定ファイルの読み込み]をクリックする 



3カメラ指定ファイルを選択し、[開く]をクリックする 



カメラ指定ファイルが読み込まれ、記述されている力 
メラ名が[カメラリスト]に表示されます。 
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カメラリス 


富メモ 

• [カメラ選択]ダイアログは、カメラアングル設定ツールを終了 
するか、ダイアログ右上の X をクリックしない限り、常に表 
示されています。 

• カメラリストは、カメラアングル設定ツールを終了した時点で 
破棄されます。次回カメラアングル設定ツール起動時に、カメ 
ラ指定ファイルの読み込みを行ってください。 


■ リスト上の次のカメラに接続する 

[次へ] をクリックすると、接続中のカメラとの接続が切断 
され、リスト上の次のカメラに接続します。 



次に接続される 
カメラ 


国メモ 

[詳細情報]には、カメラリストで選択中のカメラ情報が表示され 
ます。 


■ カメラに接続する 

接続するカメラをカメラリストから選択し、[接続]をク 
リックしてください。 



カメラとの接続を切断、終了する 

1[ファイル]メニューの[切断]をクリックして、接続中 
のカメラとの接続を切断する 



2 [ファイル]メニューの[終了]をクリックして、カメラ 
アングル設定ツールを終了する 
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カメラアングルを設定する 




⑧⑨ 


① 映像表示部 

カメラの映像を表示します。 

② [画面サイズ切換]ポタン 

表示画面サイズを「320 x 240」または「640 x 480」に 
切り換えます。表示画面サイズは、[表示]メニューの 
[表示画面サイズ]で選択することもできます。 

③ 操作アシスト Mtia 

パン操作とチルト操作が可能な範囲を点線で示してい 
ます。点線がない位置へカメラアングルを変更するこ 
とはできません。 


④ [パン]ポタン H 

カメラのノ〈ンを操作します。 

⑤ [チルト]ポタン mm 

カメラのチルトを操作します。 

⑥ [□ーテーシヨン]ポタン mm 

カメラの□ーテーシヨンを操作します。 

⑦ [口ー テ ーシヨン] スライ ダー ■順 oi 

スライダー上をクリック、または、つまみをドラッグし 
てカメラの□ーテーシヨンを操作します。 




⑩⑪⑫⑬ ④⑤⑥⑧⑭ ⑮ 
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⑧ [ズーム]ポタン 

ズーム倍率の操作をするボタンです。 

⑨ [ズーム]スライダー 

ズーム倍率の操作をするスライダーです。 

⑩ [操作アシスト]選択ボックス H 

映像表示部に操作アシストを[表示する]、[表示しない] 
から選択します。 



パン（左右）操作 


_画 チルト（上下）操作 

ES ローテーション（傾き）操作 


⑪[操作ポタン]選択ボックス (HI 

映像表示部に[パン]ボタンと[チルト]ボタンを[表示 
する]、[表示しない]から選択します。 

⑫[日央像反転]選択ボックス 

カメラの映像の向きを選択します。 

[反転する]を選択すると、映像を180度回転して表示し 
ます。 

⑬[操作アシストの補正] 

カメラの向きを手で動かしたときなど、操作アシストの 
表示が実際のカメラアングルと一致しないときがあり 
ます。その場合は、[操作アシストの補正]をクリックす 
ることで、実際のカメラアングルを確認する動作が行わ 
れ、操作アシストの表示位置が自動的に補正されます。 
なお、操作アシストの補正には、1分程度かかります。 

⑭ [フオーカス] 

フォーカスを操作します。 

⑮[露出補正] 

露出を操作します。 

國重要 

カメラアングル設定ツールで設定を変更した場合、インテリ 
ジェント機能の検知領域とプライバシーマスクを設定し直す必 
要があります。 


[□ー テーション]スライダーでローテーションを設定す 
るときは、スライダーをドラッグし、映像内の対象物が水 
平になる角度でマウスボタンを放します。 



カメラアングルを設定する 


パン、チルト、ローテーション、ズームを操作し 
て任意のカメラアングルに設定できます。 

MM ズーム操作のみ行えます。 

■ 操作ボタンとスライダーで設定する (HI 

[パン]、[チルト]、 [□ー テーション]の各ボタンをクリツ 
クしてカメラアングルを設定します。ボタンを押している 
間、その方向にカメラアングルが変わり、ボタンを離すと 
停止します。 


■ 映像をク U ックして設定する H 

映像上の任意の位置をクリックすると、その位置が画面の 
中心になるように、カメラアングルが移動します。 

ただし、クリックした位置が、パンまたはチルトの範囲を 
超える場合は、パンまたはチルトのいずれか移動可能なほ 
うだけが移動します。 

国メモ 

カメラが操作と異なる動きをしたり、操作アシストで示されてい 
る範囲まで設定できないときは、操作アシストが実際のカメラア 
ングルと一致していない可能性があります。[操作アシストの補 
正]をクリックして補正してから、再度カメラアングルを設定し 
てください。 
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カメラアングルを設定する 


■ カメラのズーム倍率を変更する 


フオーカスが合いにくい被写体 


カメラのズーム倍率は、[ズーム]ボタン、または[ズーム] 
スライダーで設定します。 


[ズーム]ポタン 

押し続けると動作し、放すと停止します。 


ズームインします。 


m ズーム アウトします。 


[ズーム]スライダー 

スライダーをドラッグします。スライダーの位置にあわせ 
てカメラのズーム倍率が変わります。 


白い壁など明暗 
の差がないもの 



斜め線や横縞 
のみのちの 



斜めになって 
いるもの 



炎や煙など実 
体のないもの 



強い光が反射 
しているちの 



ガラス越しの 
もの 



動きが速いもの 



暗いところや 
夜景 



遠くと近くに 
同時にある 


フオーカスと露出補正を設定する 


■ フォーカスを設定する 

フォーカスは、マニュアル操作で任意の位置に合わせる 
か、無限遠に固定します。マニュアル操作時は、ワンシヨッ 
卜 AF 機能を使用して対象物にフォーカスを合わせること 
ができます。 



[マニュアル]: 

LSJ (遠）(近）のボタンを押し続けることで、 
フォーカスを調整できます。 

[ワンショット AF ] をクリックすると、一時的にオート 
フォーカスが作動し、フォーカスが合った後にマニュアル 
操作に戻ります。 

[無限遠固定1: 

無限遠近傍にフォーカスを固定したままにできます。 

圆メモ 

• 次のような被写体は、ワン シヨ ット AF では フオー カスが合い 
にくいことがあります。 


• カメラの再起動後は、フォーカスが合っているか確認すること 
をお勧めします。 

• フオーカスの合う範囲（目安）は次の表の通りとなります。 


フォーカスモード 

デイナイト設定 

デイモード 

ナイトモード 


0.3 m 〜 00 

1.0 m 〜 00 

無限遠固定 

無限遠近傍※ 


※赤外照明使用時には、フォーカスが合わなくなる場合がありま 
す0 


■ 露出補正を設定する 

映像の明るさを 7 段階 （-3 〜 +3) で設定できます。 



映像を暗くしたい場合はマイナスの値を、明るくしたい場 
合はプラスの値を選択してください。 

国メモ 

• カメラの露出モード （ P . 7-15) が [マニュアル] に設定されてい 
た場合は、[オート]に変更されます。 

• カメラアングル設定ツールで設定した露出補正値は、カメラを 
再起動するとリセットされます。設定メニューの[カメラ]— 
[起動時設定]の[露出補正] ( P . 5-9) には反映されません。 

























































カメラ指定フアイルを作成する 


カメラへの接続情報を記述したカメラ指定ファイルを作成しておくと、[カメラ選択]ダイアログ （ P . 3-3) のカメラリスト 
に読み込めます。複数のカメラを使用していても、簡単な操作でカメラの接続が切り換えられます。 

カメラ指定ファイルは、あらかじめテキストエディターなどで作成し、 CSV 形式ファイルとして保存しておきます。 

■ カメラ指定ファイルの記述内容 

カメラ指定ファイルの1行目に、ヘッダー行として各列のタイトルを記述します。 

2行目以降に、1行につき1台のカメラの情報を記述します。 

各列には、次の情報を記述します。 


列 

記述内容 

登録名 

カメラの名前。接続時にカメラリストに表示されます。 

ホスト名 

カメラのホスト名または IP アドレス 

ポート番号 

カメラの HTTP ポート番号（工場出荷設定は 80) 

管理者ユーザー名 

カメラの管理者ユーザー名（工場出荷設定は root ) 

管理者パスワード 

カメラの管理者パスワード（工場出荷設定は camera ) 

SSL 通信の有無 

SSL 通信を使用する：1 使用しない： 0 (工場出荷設定は 0) 


1行目 

へッダー 行 

2行目以降 
1行につき1台 
のカメラ情報 
(30 台まで） 


登録名 


ホスト名 


ポート番号 


管理者 
ユーザー 名 


管理者 

パスワード 


SSL 通信 
の有無 


RegisterName 

HostName 

PortNumber 

UserName 

Password 

ConnectType 

B 1 F VB - M 700 F 

192.168 .100.1 

80 

root 

cameral 

0 

1 Fa VB - M 600 VE 

192.168.100 .2 

80 

root 

camera 2 

0 

IFb VB - M 600 D 

192.168.100 .3 

80 

root 

camera 3 

0 


圓重要 

登録できるカメラの台数は30台までです。30台以上のカメラ情報を記述すると、カメラアングル設定ツールでの読み込み時にエラーになります。 
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カメラ指定ファイルを作成する 


■ テキストエディターでの入力例 

各項目をカンマで区切って入力します。保存の際に拡張子を 「. CSV 」 にしてください。 

RegisterName ， HostName ， PortNumber , UserName ， Password，ConnectType 

B 1 F VB - M 700 F , 192.168 .100.1,80, root , camera 1 ,0 

IFa VB - M 600 VE , 192.168 .100.2,80 5 root , camera 2 J 0 

1 Fb VB - M 600 D ,192.168.100.3,80, root , camera 3,0 

2 Fa VB - M 600 D ，1 92.168.1 00.4,80， root ， camera 4,0 

2 Fb VB - M 600 D ，1 92.168.1 00_5,80， root ， camera 5,0 

3 Fa VB - M 700 F ,192.168.100.6,80, root , camera 6,0 

R VB - M 600 VE ，1 92.168.1 00.7,443， root ， camera 7,0 


重要 

• カメラ指定ファイルには、管理者パスワードをそのまま記述します。カメラ指定ファイルの取り扱いには十分ご注意ください。 

•カメラ指定ファイルの記述内容がセミコロンなどカンマ以外で区切られている場合、または記述内容に空の行が含まれている場合は、 
カメラ指定ファイルの読み込み処理は行われません。 
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4 章 

カメラのトップページについて 


□設定ページ、管理ツール、ビューワーへのアクセス方法 
□ 証明書の登録 

















① 言語切り換えポタン 

表示言語を切り換える場合にクリックします。 

クリックした言語のトップページが表示されます。 

② 設定ページ（設定 メニュー）へのリ ンク 

カメラの詳細設定をするときにクリックします。詳細は 
「5章設定ページ」を参照してください。 

③ 管理ツールへのリンク 

管理ツールを使用するときにクリックします。詳細は 
「6章管理ツール」を参照してください。 

④ 管理者ビューワー起動リンク 

管理者ビューワーにアクセスするときにクリックしま 
す。詳細は「7章管理者ビューワー/ VB ビューワー」を 
参照してください。 


工場出荷設定のユーザー名とパスワードは次の通りです。 
ユーザー名 ： root パスワード ： camera 

(ユーザー名 「 root 」 は、カメラの管理者アカウントです。 ) 

圍重要 

• システムのセキュリティを確保するため、管理者パスワード 
は必ず変更してください。変更後は、パスワードを忘れない 
ようにしてください。 

•同じ PC を管理者と登録ユーザーが共有して VB ビューワーを 
使用する場合には、[資格情報を記憶する]のチェックを入れ 
ないことを強くお勧めします。 

• ユーザー名またはパスワードの入力を間違えた場合、カメラ 
への接続ができません。正しいユーザー名およびパスワード 
を入力して接続してください。 

• 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、リセットスイッ 
チを押して工場出荷設定に戻してください （ P . 8-18) 。ただ 
し、カメラの日付と時刻以外すベての設定が工場出荷設定に 
戻りますのでご注意ください。 

• 管理 ツールと 管理者ビューワーは、 IPv 6 アドレス指定では使 
用できません。 IPv 6 接続はホスト名指定にのみ対応します。 


國重要 

この『操作ガイド』では、 IP アドレス" 192.168.100 .1 M (工場出 
荷設定）を用いて操作の説明をします。実際には、お客様がカメ 
ラに設定した IP アドレスを入力してください。 

カメラのトップページが表示されます。 



設定ページの 管理ツール/ 

認証画面 管理者ビューワーの 

認証画面 


カメラのトツプページにアクセスする 


カメラのトップページにアクセスする 

カメラのトップページからは、カメラの詳細設定を行う設 
定メニューへの移動、管理ツールの起動、映像を表示する 
ためのビューワーの表示ができます。 

1 Web ブラウザーを起動する 
2初期設定ツールで設定した ip アドレスを入力する 


⑤ VB ビューワー起動リンク 

VB ビューワーにアクセスするときにクリックします。 
詳細は「7章管理者ビューワー/ VB ビューワー」を参 
照してください。 


ユーザー 認証 


[設定ページ]、[管理ツール]、[管理者ビューワー]を使用 
するには、ユーザー認証が必要です。 




2—ザー iS 訝が必要です 


①②③④⑤ 
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カメラのトップページにアクセスする 


証明書の登録 


[管理ツール]および[管理者ビューワー]を利用する PC に 
は、 Canon Inc. 発行の証明書を 2 つ登録しておく必要があ 
ります。証明書はセットアップ CD-ROM に収録されてい 
ますので、次の手順で証明書を Internet Explorer に登録し 
てください。 

1カメラに同梱されているセットアップ CD-ROM の 
[Applications ] > [Certificate] フオルダにある 
admintoolsl をダブルクリックする 

[証明書]ダイアログが表示されます。 

2 [証明書のインス!ル]をクリックする 

3 [証明書のインポートウィザード]で[次へ]をクリッ 
クする 

4 [証明書ストア]画面で、次の手順で証明書を登録する 

(1) [証明書をすべて次のストアに配置する]を選択しま 
す。 

(2) [参照]をクリックし、[中間証明機関]を選択したら、 
[〇 K] をクリックします。 

(3) [次へ]をクリックします。 

5 [完了]をクリックして証明書インポートウィザードを 
終了する 

証明書の登録が完了すると「正しくインポートされま 
した」と表示されます。 

0 [Applications] > [Certificate] フオルダにある ad- 
mintools2 をダブルクリックする 

[証明書1ダイアログが表示されます。 


国メモ 

2011/07/17以降の日時が設定された PC では、次の画面が表示さ 
れますが、そのまま登録を継続しても問題はありません。 



y [証明書のインス!-ール]をクリックする 

g [証明書のインポートウイザード]で[次へ]をクリッ 
クする 

g [証明書ストア]画面で、次の手順で証明書を登録す 
る 

(1) [証明書をすべて次のストアに配置する]を選択しま 
す。 

(2) [参照]をクリックし、[信頼された発行元]を選択した 
ら、[〇 K] をクリックします。 

(3) [次へ]をクリックします。 

10 [完了]をクリックして証明書インポートウイザード 
を終了する 

証明書の登録が完了すると「正しくインポートされま 
した」と表示されます。 
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設定ページ 


□管理者パスワードとネツトワークの詳細設定 
□カメラの日付と時刻の設定 
□ カメラ名と起動時設定に関する設定 
□ 映像の品質とサイズの設定 
□アツプ□ー ドとメール通報の設定 
□ 映像/オーディオ/ HTTP サーバーの設定 
□イベントに関する設定 
□ ユーザーの登録と権限、アクセス制御の設定 

□ IPsec の設定 

□ HTTP 通信の暗号化 （ SSL / TLS ) の設定 

□ SD メモリーカードの操作と情報の表示 
□ 再起動が必要となる項目の設定 

□ メンテナンス（□グや設定内容の表示/再起動/工場出荷設定) 

















設定メニューについて 


設定メニューを起点として各設定ページへ移動し、カメラのさまざまな設定ができます。 

各設定ページで設定できる内容は、次の通りです。詳しくは、各参照ページをご覧ください。 

設定メニュー 



• ネットワーク 

胃王里#ノて X ワード、 LAN 、 IPv 4、 IPv 6、 DNS 、 SNMP 
の設定 （ P . 5-5) 

• 日付と時刻 

カメラの日付と時刻の設定、タイムゾーンの設定 （ P . 5-8) 
• カメラ 

カメラ名、起動時設定、デイナイト、外部入カデバイス 
名、外部出カデバイス名の設定 （ P . 5-9) 

iMim 

設置条件 （ P . 5-9) 

IWgTil 

カメラ制御、設置条件、カメラ位置制御 （ P . 5-9) 

• 映像 

起動時設定、 JPEG および H .264 における映像品質、映 
像サイズ、フレームレート、オンスクリーン表示の設定 

( P . 5-13) 

• アップ□ード 

HTTP 、 FTP でのアップ□ー ドの設定、メール通報の設 

定 （ P . 5-15) 


• IPsec 

IPsec の設定 （ P . 5-25) 

• SSL/TLS 

証明書の作成および管理、暗号通信の設定 （ P . 5-28) 

• メモリーカード 

SD メモリーカードの操作と情報の表示 （ P . 5-30) 

• 再起動項目 

再起動が必要となる項目の設定（再起動項目） （ P .5- 

32) 

• メンテナンス 

表示と実行（ログの表示、現在の設定の表示、再起動、 
初期設定に戻す） （ P . 5-33) 

圍重要 

Windows 7/ Vista / XP でご使用いただく場合の注意事項 

• [ Windows セキュリティの重要な警告]ダイアログが表示さ 
れた場合は、[アクセスを許可する]をクリックしてください。 
一度設定すると、以降この警告ダイアログは表示されなくな 
ります。 


• サーバー 

映像サーバー、オーディオサーバー、 HTTP サーバーの 
設定 （ P . 5-18) 


• メンテナンスページの[イベントログを見る]または[現在の 
設定を見る]を表示しようとした際に情報バーが表示され、 
ポップアップがブロックされている場合には、情報ノ（一の手順 
に従ってポップアップを許可する設定にしてください。 


• イベント 

映像バッファ、音量検知、外部デバイス入力、タイマー、 
再生音ファイル登録 （ P . 5-20) 

• アクセス制御 

登録ユーザーアカウント、ユーザー権限、ホストアクセ 
ス制限の設定 （ P . 5-23) 



ポップアップはブロックされました • このポップアップまたは追 apt プシヨンを表示するにはここをクリックしてください.. 


ポップアップはブロック芒 

05 


VB ~ IVI 40 Ver. 1.0.0 

} [ 設定メュ-へ 


メンテナンス 
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設定メニューにアクセスする 


カメラのさまざまな設定は、 Web ブラウザーからカメラにアクセスして行います。まずはカメラのトップページにアクセ 
スしてください （ P . 4-2) 〇 

ユーザー名とパスワードの入力については、 P . 4-2 を参照してください。 


設定メニューについて 


設定メニューからは、各設定ページや管理者ビューワーへ 


アクセスでき■ます。 


為、 ノ 


① 

I 


② 


VB-M40 


③一 


システム管理者用のパスワート•およびネットワーク!こ明す№2 


國■ね::::::::::： 

r-^ 

I SJSIife 



各設定ページ共通項目 


■ 設定変更の適用について 

各設定ページ内で設定の変更を行うと、各設定ページ右上 
および右下に表示されている[適用]が、グレーアウトから 
青色に変わります。 

クリア 


変更した設定を有効にするには、[適用]をクリックしてく 
ださい。 

変更した設定を戻す場合は、[クリア]をクリックしてくだ 
さい0 


① [管理者ビューワーへ] 

クリックすると管理者ビューワーに移動します。 

② [トップページへ] 

クリックするとカメラのトップページに移動します。 

③ 設定メニュー 

クリックすると各設定ページに移動します。 

國重要 

セキュリティを確保するため、設定ページによる設定が完了し 
たら、 Web ブラウザーを終了してください。 


■ 再起動が必要な設定変更 

設定を変更するために、カメラを再起動させる必要がある 
設定項目には、オレンジのマークが付いています。 


a IPv 4 アドレス設定方式 


マニュ/ル 


▼0 


オレンジのマークがある項目を変更した場合、各設定ペー 
ジ右上および右下に表示されている[適用]が、[適用して 
再起動]に変わります。 



連月して再起動 


【 クリァ 


変更した設定を確定するには、[適用して再起動]をクリツ 
クしてください。設定変更が反映され、カメラが再起動し 
よ9 〇 

変更した設定を戻す場合は、[クリア]をクリックしてくだ 
さい0 


國重要 

[適用]または[適用して再起動]をクリックせずに別の設定ベー 
ジへ移動すると、 変更内容が失われてしまいます。変更した設 
定を有効にするには、必ず[適用]または[適用して再起動]をク 
リックしてください。 
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■設定メニューに戻る 


各設定ページから設定メニューに戻る場合は、各設定ペー 
ジ右上の[設定 メニューへ] をクリックしてください。 


VB-M40 


國重要 

• 1つのカメラに対しては、同時に複数の設定ページを開いて変 
更操作を行わないでください。 

• Web ブラウザーの[戻る] • [進む]ボタンによる設定ページ間 
の移動は行わないでください。変更した設定が元に戻ってし 
まうことや、意図しない変更がされてしまう可能性がありま 
す0 


国メモ 

設定ページの各項目先頭にある d [ Help ] をクリックすると、設 
定項目の詳細説明が表示されます。 
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[ネットワーク] 

管理者バスワードや LAN 、 IP アドレス、 DNS などの設定 


ここでは次の設定ができます。 

• 管理者パスワード 

管理者パスワードを設定します。 

• LAN 

IP アドレスなど LAN の接続に必要な設定を行いま 
す。 

• IPv 4 

IPv 4 アドレスを設定します。 

• IPv 6 

IPv 6 アドレスを設定します。 

• DNS 

ネームサーバーアドレス、ホスト名、 DDNS 登録 
を設定します。 

• SNMP 

SNMP の使用に必要な設定を行います。 


管理者パスワード 


d バスワード8 女字以内 


d バスワード（確認用）8 文字以内 

******** 


① [バスワード] 

管理者パスワードを設定します。8文字以内（半角）の 
ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）が使用でき 
ます。工場出荷設定は 「 camera 」 です。管理者ビュー 
ワーや管理ツールなどが接続している場合は、接続を終 
了してからパスワードを変更してください。 

② [パスワード（確認用）] 

上と同じノ（スワードを確認のため入力します。 

國重要 

• システムのセキュリティを確保するため、管理者パスワード 
は必ず変更してください。変更後は、パスワードを忘れない 
ようにしてください。 

• 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、リセットスイッ 
チを押して工場出荷設定に戻してください （ P . 8-18) 。 ただ 

し、カメラの日付と時刻以外すベての設定が工場出荷設定に 
戻りますのでご注意ください。 


LAN 


a LAN インターフェース 

オート ▼ ■ 

d 最大パケットサイズ 576—1500 

1500 ■ 


① [LAN インターフェース] 

[オート]、[全二重]、[半二重]から選択します。通常は 
[オート]をご使用ください。 

② [最大バケツトサイズ] 

一度に送信するバケツトの最大サイズを入力します。通 
常は1500から変更する必要はありません。 

國重要 

• [LAN インターフェース]、[最大バケツトサイズ]の設定を変 
更する場合は、起動中の Web ブラウザーからカメラに接続で 
きなくなる可能性があります。「[再起動項自]再起動が必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （ P . 5-32) に記載している注意事 
項を事前にご確認ください。 

• IPv 6 をご使用の場合は、[最大パケットサイズ]を1280以上 
に設定してください。 


圍メモ 

• 光回線/ ADSL をご利用の際に、最大パケットサイズの数値を少 
し下げて設定いただくと送信効率が上がる場合があります。 

IPv4 



① [ IPv 4 アドレス設定方式] 

アドレス設定方式を[マニュアル設定]または[自動設 
定 （ DHCP )] から選択します。[マニュアル設定]を選 
択した場合は、使用する環境にあわせた値を、直接入力 
してください。[自動設定 （ DHCP )] を選択した場合は、 
[ IPv 4 アドレス]、[サブネットマスク]、 [ IPv 4 デフォル 
トゲートウェイアドレス]には DHCP サーバーから自 
動的に取得した値が用いられます。 

② [ IPv 4 アドレス] 

①が[マニュアル設定]の場合、固定の IP アドレスを入 
力します。 

③ [サブネットマスク] 

①が[マニュアル設定]の場合、ネットワークごとに指 
定されたサブネットマスク値を入力します。 
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④ [ IPv 4 デフオルトゲートウェイアドレス] 

①が [マニュアル 設定]の場合に入力します。カメラを 
ビューワーと異なるサブネットに接続するときは、必ず 
設定してください。 


國重要 

• [IPv4 アドレス]、[サブネットマスク]、 [IPv4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]は、システム管理者にお問い合わせくださ 
い0 

• 127.0 .0.1 のように 127. から始まる IP アドレスは、カメラ 
の IP アドレスとして設定できません。 

• [IPv4 アドレス]、[サブネットマスク]、 [IPv4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]の設定に、いずれか誤りがある場合、ネッ 
トワーク経由でアクセスできなくなることがあります。この 
場合は「カメラの初期設定をする」 （P. 2-5) を参照し、 VB 初 
期設定ツールを用いて再度アドレスを設定してください。 

• [IPv4 アドレス]、[サブネットマスク]、 [IPv4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]の設定を変更する場合は、起動中の Web 
ブラウザーからカメラに接続できなくなる可能性がありま 
す。「[再起動項目]再起動が必要となる項目の設定」の「重 
要」 （P. 5-32) に記載している注意事項を事前にご確認くだ 
さい。 

• IPv4 アドレス設定を[自動設定 （DHCP)] でご使用の場合、 
DHCP サーバーと カメラの間に ルーターが あるような環境で 
は、 IPv4 アドレスが正しく割り振られない場合があります。 
その場合は、 [マニュアル 設定]から固定の IPv4 アドレスを割 
り振ってください。 


国メモ 

• [自動設定 （DHCP)] で割り付けられた IPv4 アドレスは、 VB 初 
期設定ツールで確認できます。 


IPv6 



① [ IPv 6 の使用] 

IPv 6 の使用を、[使用しない]または[使用する]から選 
択します。 


② [自動設定] 

アドレスを自動で設定する場合は[有効]、自動で設定 
しない場合は[無効]を選択します。 

③ [ IPv 6 アドレス（手動設定）] 

固定の IPv 6 アドレスを入力します。 


④[プレフイツクス長] 

②が[無効]の場合、プレフィックス長を、16〜128の 
間で入力します。 


⑤ [ IPv 6 デフオルトゲートウェイアドレス] 

②が[無効]の場合、デフオルトゲートウェイアドレス 
を入力します。カメラをビューワーと異なるサブネット 
に接続するときは、必ず設定してください。 

⑥ [ IPv 6 アドレス（自動設定）] 

①が[使用する]で、②が[有効]の場合、自動的に取得 
したアドレスが表示されます。 


國重要 

• [IPv6 アドレス（手動設定）]、[プレフィックス長]、 [IPv6 デ 
フオルトゲートウェイアドレス]は、システム管理者にお問い 
合わせください。 

• [IPv6 の使用]、 [IPv6 アドレス（手動設定）]、[プレフィック 
ス長]、 [IPv6 デフオルトゲートウェイアドレス]の設定を変 
更する場合は、起動中の Web ブラウザーからカメラに接続で 
きなくなる可能性があります。「[再起動項目]再起動が必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （P. 5-32) に記載している注意事 
項を事前にご確認ください。 


圍メモ 

• IPv6 が使用できない環境では、 IPv6 を[使用する]、自動設定 
を[有効]に設定した場合、 [IPv6 ァドレス（自動設定）]表示欄 
にはリンク□一カルアドレスのみが表示されます。 


DNS 


d ネームサーバー アドレス1 


d ネームサーバー アドレス2 


d 木スト名 63 文字以内 


d 本スト名の DDNS 登録 

登錄しない ▼ 


① [ネームサーバーアドレス1〜 2] 

登録したいネームサーバーアドレスを入力します。一つ 
しか登録しないときは、[ネームサーバーアドレス 2] は 
空欄のままにしてください。 

② [ホスト名の DDNS 登録] 

[登録する]を選択し、ネームサーバーアドレスとカメラ 
のホスト名を入力します。ネームサーバーにカメラのホ 
スト名を登録できます。 

6 3 文字以内（半角）の A - Z 、 a - z 、 O - 9 、 -、_、■、の文字 
が使用できます。 


國重要 

Internet Explorer 8では、[ホスト名]に「_」(アンダースコア) 
を使用しないでください。 
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[ネットワーク] 管理者パスワードや LAN、IP アドレス、 DNS などの設定 


^ メモ 

• カメラを[自動設定 （DHCP) ] (P. 5-5) で運用する場合に登録 
すると便利です。あらかじめ DNS サーノ（一に登録を行うための 
設定が必要です。0问3サ_ノ（一の設定についてはシステム管理 
者にお問い合わせください。 

• ネームサーパーアドレス1が利用できない場合は、ネームサー 
バー アドレス 2 にアクセスします。 ただし、ネームサーバーア 
ドレス2が事前に設定されていることが前提です。 

SNMP 



① [SNMP の使用] 

SNMP の使用を、[使用しない]または[使用する]から 
選択します。[使用する]を選択すると、 SNMP マネー 
ジャーからカメラの情報を参照できます。 

② [コミュニティ名] 

SNMP のコミュニティ名を設定します。システムのセ 
キュリティを確保するため、コミュニティ名は変更して 
運用することをお勧めします。 

③ [管理者連絡先] 

カメラの管理者連絡先（メールアドレスなど）を設定し 
ます。設定内容は SNMP マネージャーから参照できま 
す 。 

④ [管理用の機器名称] 

カメラの管理用機器名称を設定します。設定内容は 
SNMP マネージャーから参照できます。 

空白にすると次の規定値が適用されます。 

IMtlH VB - M 700 
Miin VB - M 600 
■咖 【II VB - M 40 

⑤ [設置場所] 

カメラの設置場所の情報を設定します。設定内容は 
SNMP マネージャーから参照できます。 

[Ml メモ 

• SNMP マネージャーからは、カメラの情報は読み取り専用です。 

• SNMP MIB2 (RFC1213 対応）がサボートされている SNMP 
マネージャーを お使いください。 

• SNMP プロトコルバージョン、 vl、v2c 対応 （v3 非対応）です。 
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旧付と時刻]日付と時刻の設定 


ここでは次の設定ができます。 

• 現在の日付と時刻 

カメラに設定されている日付と時刻が表示されま 
す。 

參設定 

カメラの日付と時刻の設定方法、タイムゾーンを 
選択します。 


現在の日付と時刻 


d 日付 yyyy/mm/dd 

2011/02/15 

〇時刻 hhimmiss 

00:04:41 


旧付]、[時刻] 

現在、カメラに設定されている日付と時刻が表示されま 
す0 


[ NTP ブロー ドキャストモードを使用する] 

NTP サーノ（一の時刻に合わせます。 NTP サーノ（一が 
送信した NTP ブロー ドキャストを受信して時刻を合 
わせます。 


a 設定方法 

NTP ブロー ドキャストモードを使用す5 

〇タイムゾーン 

( GMT +09:00) 大阪、札根、東京 


[このコンピューターに合わせる] 

現在カメラにアクセスしているコンピューターの日 
付、時刻に合わせます。タイムゾーンも自動的に選 
択されます。 



③[タイムゾーン] 

グリニッジ標準時との時差をリストから選択します。 


設定 


d 設定方法 

手動)で設定する 

d 日付 yyyy/mm/dd 

2011/02/15 

<¢1 時刻 hh:mm:ss 

00:04:41 

a タイムゾーン 

(GMT+09:00) 大阪、札根、東京 


① [設定方法] 

[手動で設定する]、 [ NTP サーバーに合わせる ]、 [NTP 
ブロードキャストモードを使用する]、[このコン 
ピューターに合わせる]から選択します。 

② 旧付]、[時刻] 

[設定方法]の選択によって、次の設定をします。 
[手動で設定する] 

任意の日付と時刻に設定できます。日付は <年/月/日>、 
時刻は24時間制で < 時間:分:秒 > の順に入力します 
(月、日、時刻は 2 桁の数字）。 

例：2011年8月23日午後1時23分4秒は、「2011/08/ 
23」 • 「13:23:04」と入力します。 


国メモ 

• [このコンピューターに合わせる]を選択した場合、[適用]をク 
リックして設定を適用した後は、[設定方法]の表示が[手動 
で設定する]になります。 

• [NTP サーバーに合わせる]を選択した場合、 NTP サーバーの 
IP アドレスが正しくないなど、 NTP サーバーと接続できないと 
きは、日付と時刻は変更されません。 

•カメラの NTP ブロードキャストモードは IPv6 に対応しており 
ません。 

• [タイムゾーン]を変更すると、指定したタイムゾーンにあわせ 
て日付と時刻の表示を自動的に変更します。 


[NTP サーバーに合わせる] 

NTP サーバーの 時刻に合わせます 。 NTP サーバーの 
IP アドレスまたはホスト名を入力してください。 
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[カメラ]カメラの起動時設定や外部デバイス名の設定 


ここでは次の設定ができます。 

• カメラ名 

カメラ名を入力します。 RM-Lite を併用する際に 
必要となります。 

• 起動時設定 

カメラ起動時の撮影条件を設定します。 

• カメラ制御 imm 

デジタルズームやブレ補正を設定します。 

• デイナイト 

デイナイトの切り換えモードを設定します。 

• 設置条件 IMM IBEM 

LED の点灯など、カメラの設置条件を設定します。 

• カメラ位置制御 msi 

カメラのパン•チルト • ズーム操作について、事 
前に登録したプリセツト位置への限定の有無を設 
定します。また、制御権要求がない場合の動作を 
設定します。 

• 外部デバイス名 

外部入カデバイス名、外部出カデバイス名を設定 
しよ9 〇 


カメラ名 


A カメラ名（半角英数字〉 

V 15文字以内 

Camera 

d カメラ名（日本語〉 15女字以内 



[カメラ名] 

[カメラ名（半角英数字）]は必ず入力してください。[力 
メラ名（日本語）]が無指定の場合は、[カメラ名（半角 
英数字）]が用いられます。 

[カメラ名（半角英数字）]には15文字以内の ASCII 文字 
(スペースまたは印字可能文字）が使用できます。 
[カメラ名（日本語）]には15文字以内の JISX 0208- 
1990に含まれる文字が使用できます。 

(Ml メモ 

• カメラ名（日本語）に使用できる文字数は、全角 • 半角に関係な 
く15文字です。 

• 同梱の RM-Lite をご利用の場合、カメラ登録時にここで設定し 
たカメラ名が表示されます。 


起動時設定 


d AE モード 

オート 

▼ 

a スローシャッター 

使用しない 

▼ 

〇葙出補正 

0 

▼ 

da 光方式 

中央部重点 

▼ 

d フォーカスモード 

オート 

▼ 

〇 スマートシヱード捕正 

使用しない 

▼ 

a 本ワイトハ - ランス 

オート 

▼ 


① [AE モード] と [スローシャッター]、[シャッター ス 
ピード] 

カメラ起動時の露出制御とシャッタースピードを設定 
します。 

[AE モード] 

[オート] 

自動的に露出を制御します。 

[オート（フリッカーレス）] 

蛍光灯などの影響による画面の輝度むらを低減する 
モードです。使用環境の明るさに応じて、シャッター 
スピードが自動的に調整されます。 

[オート（シャッター優先）] 

シャッタースピードを指定できるモードです。 

[ス□ーシャッター] 

スローシャッターは [AE モード]を[オート]に選択 
した場合のみ設定できます。 

暗いシーンの撮影時に自動露出モードで使用する最 
長のスローシャッター時間を設定します。[使用しな 
い]' [1/15] 、 [1/8] から選択します。シャッター時間 
を長くするほど、動きのある被写体では残像が発生 
しますので撮影シーンに合った適切な時間を選択し 
てください。 


〇 AE モート- 

オート（シャツ 5- 倭先） ▼ 

d シャッタースピード 

1/100 ▼ 


[シャッタースピード] 

シャッタースピードは [ AE モード]を[オート（シャッ 
ター優先）]に選択した場合のみ設定できます。 
カメラのシャッタースピードを [1/8] から [1/8000] ま 
で12段階の設定から選択します。動きのある被写体を 
撮影する場合、速いシャッタースピードを選択するこ 
とで、像ブレの少ない映像表示が可能になります。 

②[露出補正] 

カメラ起動時の露出補正を -3 から3の範囲で設定しま 
す。映像を明るめにするときはプラスの値を、暗めにす 
るときはマイナスの値を設定します。 
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③ [測光方式] 

カメラ起動時の測光方式を設定します。 

[中央部重点] 

画面中央部に重点をおきながら、画面全体を測光す 
る方式です。 

画面周辺に多少明暗があっても、中央付近の被写体 
は適正な露出が得られます。 

被写体が画面中央付近の場合にご使用ください。 

[平均] 

画面全体を平均して測光する方式です。 

画面内の明暗差が大きい撮影環境でも安定した露出 
が得られます。 

車の通過、人の出入りがあるシーンなどで露出を安 
定させたい場合にご使用ください。 

[スポット] 

画面中央部を測光する方式です。 

画面周辺の明暗に左右されることなく、画面中央部 
の被写体は適正な露出が得られます。 

被写体にスポット光が当たっている場合や、逆光の 
場合などで画面中央部に露出を合わせたいときにご 
使用ください。 

④ [フオーカスモード] ■刪 .1 

カメラ起動時のフオーカスモードを設定します。 
[オート] 

自動的にピントを合わせます。通常は[オート]を選 
択してください。 

[無限遠固定] 

無限遠近傍にフォーカスを固定したままにできま 
す0 


[蛍光灯白色] 

昼白色蛍光灯、白色蛍光灯のもとで撮影する場合に 
選択してください。 

[蛍光灯暖色] 

暖色蛍光灯のもとで撮影する場合に選択してくださ 
し)。 

[水銀灯] 

水銀灯のもとで撮影する場合に選択してください。 
[ナトリウム灯] 

オレンジ色のナトリウム灯のもとで撮影する場合に 
選択してください。 

[ハ□ゲン灯] 

八□ゲン電球、白熱電球のもとで撮影する場合に選 
択してください。 

國重要 

• 起動時設定の①から⑥の項目は、カメラ起動時の初期値です。 
カメラの電源を再投入した場合やカメラを再起動した場合 
に、変更した設定が反映されます。 

実際の運用時の設定は、管理者ビューワーで設定してくださ 

い （P. 7-12) 。 

• 信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像が点 
滅して表示されることがあります。 

[AE モード]を[オート （シャッター優先）] に変更して、1ハ00 
より低速のシャッタースピードを選択すると、現象が緩和さ 
れる場合があります。 

• IEEE1 室内から窓ガラス越しに屋外を撮影するような条件 
では、ガラス面に塵や水滴が付着していると、ガラス面にピ 
ントが合ってしまう場合があります。ガラス面とカメラをな 
るべく短い距離 （30cm 以内）で設置してご使用ください。 


⑤[スマートシェード補正] 

カメラ起動時のスマートシェードの補正の設定を[使 
用しない]、または補正の強弱を [1] (弱)〜 [7] (強)の7 
段階から選択します。 


⑥ [ホワイトバランス] 

自然な色合いの映像になるように光源に応じたホワイ 
トバランスを選択します。 

[オート] 

自動的にホワイトバランスを調整します。 
[マニュアル] 

光源に合わせて Red と Blue のゲイン値を設定しま 
す。 [ R ゲイン]、 [ B ゲイン]をそれぞれ〇〜1023の数 
値で入力します。 



[蛋光灯昼光色] 

昼光色蛍光灯のもとで撮影する場合に選択してくだ 
さい0 


圍 メモ ■刪》1 

• フォーカスが合いにくい被写体については、 P. 3-7 の「フォー 
カスが合いにくい被写体」を参照してください。 

• フォー カスの合う範囲 （目安） は[デイナイ ト] (P. 5-11) などの 
設定により、次の表の通りとなります。 


フォー カス 
モード 

ドーム設定 

デイナイト設定 

デイモード 

ナイトモード 

ワイド端 

テレ端 

ワイド端 

テレ端 

才一卜 

使用しない 

0.3 m 〜〇〇 

1.0 m 〜〇〇 

1.0 m 〜〇〇 

1.5 m 〜〇〇 

使用する 

2.0 m 〜 00 

1.0 m 〜 00 

2.2 m 〜 00 

無限遠固定 

使用しない/ 
する 

無限遠近傍※ 


※赤外照明使用時には、フォーカスが合わなくなる場合があ 
ります。 


カメラ制御 mm 


d デジタルズーム 

使用しない ▼ 

d プレ補正 

使用しない 
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[カメラ]カメラの起動時設定や外部デバイス名の設定 


① [デジタルズーム] 

デジタルズームを、[使用する]または[使用しない]か 
ら選択します。 

* デジタルズームは、倍率が高くなるに従い画質が低下 
し On ^ 〇 

② [ブレ補正] 

ブレ補正を、[使用しない]、[〇 nl] 、 [On2] から選択し 
ます。ブレ補正機能は映像のブレを補正する効果があり 
ます。 [Onl] を選択してブレが残る場合は [On2] をお 
試しください。 

ブレ補正の [Onl] または [On2] を選択した場合、[使用 
しない]を選択した場合と比べて画角が狭くなり、映像 
も粗くなりますが異常ではありません。 



対応するブレの 
大きさ 

画角比率 

実効画素 

使用しない 

- 

100% 

約123万画素 

Onl 

小 

83% 

約85万画素 

On 2 

大 

5070 

約31万画素 


國重要 

• [On2] でご使用の場合は、「640x480」より小さい映像受信 
サイズの選択をお勧めします。 

• ブレ補正機能は被写体ブレには効果がありません。 

• ブレ補正機能は一定の範囲を越えた振動や、瞬間的な振動に 
は対応できません。 

• ブレ補正を設定した場合の管理ツール設定時の注意事項は、 
P. 6-15、 P. 6-20 の「重要」を参照してください。 

• ブレ補正を設定した場合のビューワーの注意事項は、 P. 7-11 
の「重要」を参照してください。 

デイナイト 



① [モード] 

デイナイトのモードを [マニュアル] または[オート]か 
ら選択します。 

[マニュアル] を選択した場合、管理者ビューワーの暗視 
機能で[デイモード]/ [ナイトモード]を手動で切り換 
えることができます （P. 7-16) 〇 
[オート]を選択した場合、カメラを設置する環境や希望 
の切り換え条件にあわせて[切り換える明るさ]、[応答 
性（秒）]を設定します。 

② [切り換える明るさ] 

[デイモード]/ [ナイトモード]の切り換わる明るさを設 
定します。[暗い]、[やや暗い]、[標準]、[やや明るい]、 


[明るい]から選択します。できるだけカラーで撮影した 
い場合は[暗い]を選択してください。 

ノイズ感を軽減したい場合は[明るい]を選択してくだ 
さい。ただし白黒に切り換わるタイミングが早くなりま 
す。 

③[応答性（秒）] 

[デイモード]/ [ナイトモード]を切り換える判断をする 
ために要する秒数を設定します。 [5] 、 [10] 、 [20] 、 
[30] 、 [60] から選択します。 

それぞれ上記の秒数の間、継続して②で設定した明る 
さを超えるか、または下回ると、[デイモード]/[ナイト 
モード]が切り換わります。 

カメラの前を光源が通過するなど、明るさの変化が頻繁 
な場合は [30] や [60] を選択してください。明るさの変 
化が少ない場合は [5] 、 [10] を選択してください。 

國重要 

• [デイナイト]を[オート]でご使用の場合は、事前に十分な運 
用テストを行い、有効性を確認したうえでご利用ください。 

• [デイナイト]を[オート]でご使用の場合は、 [AE モード]の設 
定を [オート]、[オー ト（フリ ッカー レス）]または [オー ト 
(シャッター 優先）]にしてください。また、管理者ビューワー 
の露出モード （P. 7-15) も同様にしてください。 

• 赤外照明を併用する場合は[デイナイ ト] を [マニュアル] で 
運用してください。[オート]ではご使用になれません。 

• [デイモード]と[ナイトモード]の切り換え時に、照明によつ 
てはフォーカスが合わない場合があります。 

• [デイナイト]の設定を[オート]にした場合、[デイモード]/ 
[ナイトモード]の切り換えの間、赤外線カットフィルターが 
数回往復動作することがあります。その間、パン•チルト • 
ズーム （VB-M40 のみ）および マニュアルフオー カスは動作 
しません。 


設置条件 (SQSI ISE &1 



① [ ドーム ] EEEI 

ドームの使用を選択します。ドーム八ウジングと組み合 
わせて使用する場合、[使用する]を選択してください。 

② [LED の点灯] 

カメラの LED の状態を、[消灯する]または[点灯する] 
から選択します。点灯させたくないときは[消灯する] 
に設定してください。 

IWgftl 

オプションの屋内ドーム八ウジング (DR40-C-VB/ 
DR40-S-VB) をご利用の場合や、反射した LED が撮影 
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領域に入るなど、撮影の妨げになるときは[消灯する] 
に設定してください。 


③ t 映像反転;! IM 51 

カメラの映像の向きを選択します。工場出荷設定は[反 
転しない](天吊り状態）です。吊り下げずに台などの上 
に正位置で設置する場合は、[反転する]を選択します。 

^ メモ imm iMia 

[LED の点灯]を[消灯する]に設定した場合でも、起動時は LED 
が数秒間点灯します。 

カメラ位置制御 K 1 


d ゴ 1 J 乜ットに限定 

限定しない ▼ 

〇 制 W 権を持たない特の助作 

木ームボジシ3ンへ移助しない ▼ 


① [プリセツトに限定] 

カメラ制御をプリセツトに[限定しない]または[限定 
する]から選択します。[限定する]を選択すると、管理 
者以外のカメラ制御を、プリセツト設定したアングルの 
みに制限できます。 

② [制御権を持たない時の動作] 

ホームポジションの設定をしている状態で、制御権要求 
がない場合の動作を、カメラを[ホームポジションへ移 
動しない]または[ホームポジションへ移動する]から 
選択します。 

[ホームポジションへ移動する]を選択した場合、カメラ 
の制御権を誰も取得していないときは、カメラが自動的 
にホームポジションに移動します。この機能を使用する 
場合は、あらかじめカメラのホームポジションを設定し 
ておく必要があります。ホームポジションの設定は、プ 
リセット設定ツール （ P . 6-16) で行ってください。 

外部入カデバイス1〜2/外部出カデバイス1〜2 


A デパイス名（半角英数宇〉 
v 15 文字以内 


A デパイス名（日本語〉 

V 15 文字以内 



外部入カデバイス/外部出カデノ(イスの[デバイス名] 

接続した外部デバイスを識別するため、デバイス名は必 
ず入力してください。[デバイス名（半角英数字）]は15 
文字以内の「__」を除く ASCII 文字（スペースまたは印 
字可能文字）で入力します。[デバイス名（日本語）]の 
指定がなければ、[デバイス名（半角英数字）]が用いら 
れます。[デバイス名（日本語）]が入力されると、日本 
語名が表示されます。[外部デバイス名（日本語）]には 
15文字以内の JIS X 0208 -1990 に含まれる文字が使用 
でき■ます。 

圍メモ 

管理者ビューワーや同梱の RM-Lite をご利用の場合、ここで設定 
した外部デバイス名が表示されます。 
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ここでは次の設定ができます。 

• 起動時設定 

JPEG のヘッダーに音量検知以外のインテリジェ 
ント機能情報付加の設定をします。 

• JPEG 

JPEG での映像品質やサイズ、最大フレームレー 
卜、アップロードサイズを設定します。 

• H .264 

H .264 でのビットレートや映像サイズ、キヤプ 
チヤーフレームレートを設定します。 


• オンスクリーン表示 

映像上への日時や文字列などの表示について設定 
します。 


起動時設定 



d イン亍 U ジ X ント锞铨辖铕 

付加しない 

▼ 



① [ビットレート制御] 

[ビッ トレート制御す る] または [ビッ トレート制御しな 
し、]から選択します。 

② [目標ビットレート （ kbps )] 

①で [ビッ トレート制御す る] を選択した場合、目標 
ビットレートを [32] から [4096](12 段階）から設定し 
よ3 〇 

③ [映像品質] 

①で [ビッ トレート制御しない]を選択した場合、 
H .264 による送信映像の品質を、1〜5 (5 段階）から選 
択します。 

値が大きいほど高画質になります。 

④ [映像サイズ] 

送信する映像サイズを、 [320 x 240] 、 [640 x 480] 、 
[1280 x 960] から選択します。 

⑤ [フレームレート （ fps )] 

送信する映像のフレームレートを、 [10] 、 [15] 、 [30] 
( fps ) から選択します。 


④ [映像サイズ：アップ□ー ド] 

アップ□ー ド機能使用時の送信映像サイズを、 

[160 x 120]、[320 x 240]、[640 x 480]、 [1280 x 960] から 

選択します。アップ□ー ドの設定については、 

P . 5-15 をご参照ください。 


H.264 


d ビットレート制》 

ビットレート制御する 

▼ 

a 目蓿ビットレート （ kbps 〉 

1024 

▼ 

〇 映像サイズ 

320 x 240 

▼ ■ 

d フレームレート （ fps > 

30 

▼ ■ 


① [インテリジェント機能情報] 

JPEG のへ ッダーに音量検知以外のインテリジェント 
機能情報を[付加する]または[付加しない]から選択し 
ます。 


JPEG 


d 映像 S 宵： 160 x 120 

3 

▼ 

d 映像 S 宵： 320 x 240 

3 

▼ 

〇峡像 S 宵： 640 x 480 

3 

▼ 

〇 峽傈昱宵： 1280 x 960 

3 

▼ 

dtt 傈サイズ：映像送信 

320 x 240 

▼ 

A 最大フレームレート：峽傈送信 

30.0 

a 峽傈サイズ：アッゴロー ド 

320 x 240 

▼ 


① [映像品質] 

JPEG による各映像サイズの送信映像品質を、1〜5 
(5 段階）から選択します。 

値が大きいほど高画質になります。 

② [映像サイズ：映像送信] 

送信する映像サイズを、 [160 x 120] 、 [320 x 240] 、 
[640 x 480] 、 [1280 x 960] から選択します。各種ビュー 

ワー起動時の映像サイズになります。 

③ [最大フレームレート： 0 央像送信] 

1秒間に送信する最大フレームレートを制限すること 
により、ビューワーの負荷を軽減します。最大30フレー 
ム/秒で、 0.1 〜30.0の数値を入力します。 


[映像]映像のサイズや品質、フレームレートの設定 
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國重要 

• 映像サイズを大きめに設定したり、映像品質や目標ビット 
レートを高めに設定すると、1フレームあたりのデータ容量が 
大きくなり、ネットワーク負荷が高くなります。 

JPEG： フレームレートが低下する場合があります 

H.264： 映像が一時的に途切れる場合があります 

• 映像サイズを大きめに設定し、目標ビットレートを低めの設 
定にすると、ブロックノイズが目立つ場合があります。 

• 被写体の種類や、被写体の動きによってはデータ容量が大き 
くなる場合があります。フレームレートの低下などが長時間 
にわたって継続する場合は、映像サイズを小さくしたり、映 
像品質を低く設定してください。 

• 同梱の RM-Lite をご使用の場合には、録画時の八ードデイス 
ク使用量にも影響しますのでご注意ください。 


オンスクリーン表示 



① [日付表示] 

映像上への日付表示の有無を選択します。[表示する] 
を選択すると、映像に日付情報が重ねて表示されます。 

② [日付表示位置] 

日付情報を表示する位置を[左上]、[右上]、[左下]、[右 
下]から選択します。 

③ [日付表示フォーマット] 

表示する日付の フォー マットを [ YYYY / MM / DD ] 、 [ DD / 
MM / YYYY ]、[ MM / DD / YYYY ] から選択します。 

④ [時刻表示] 

映像上への時刻表示の有無を選択します。[表示する] 
を選択すると、映像に時刻情報が童ねて表示されます。 

⑤ [時刻表示位置] 

時刻情報を表示する位置を[左上]、[右上]、[左下]、[右 
下]から選択します。 


[指定文字列を表示する]を選択すると、⑧[テキスト文 
字列]で設定した文字列が表示されます。 

[カメラ名を表示する]を選択すると、[カメラ]の[カメ 
ラ名（半角英数字）]で設定した文字列 （ P . 5-9) が表示 
されます。 

⑦ [テキスト表示位置] 

テキスト文字を表示する位置を[左上]、[右上]、[左下]、 
[右下]から選択します。 

⑧ [テキスト文字列] 

⑥[テキスト表示]を[指定文字列を表示する]にした場 
合、映像に童ねて表示する文字列を半角英数字15文字 
以内で設定します。 

⑨ [文字の色] 

映像に重ねて表示する文字の色を[黒]、[青]、[シアン]、 
[緑]、[黄]、[赤]、[マゼンタ]、旧]から選択します。 


⑩ [輪郭の色] 

文字輪郭の色を[黒]、[青]、[シアン]、[緑]、[黄]、[赤]、 
[マゼンタ]、[白]から選択します。 

⑪ [文字と輪郭の濃さ] 

映像に重ねて表示する文字と輪郭の濃さを[文字と輪 
郭を塗りつぶす]、[文字のみ透明にする]、[文字のみ半 
透明にする]、[文字と輪郭を半透明にする]から選択し 
9 〇 

圊重要 

オンスクリーン表示される時刻は、高い信頼性が求められる用 
途には適していません。監視などで常に高い信頼性が要求され 
る用途では、参考情報としてご活用ください。 


園メモ 

• オンスクリーン表示される時刻とカメラの時刻 （P. 5-8) は、数 
秒ずれることがあります。 

• ⑧のテキスト文字列では、日本語の「¥」マークは「\」マーク 
で表示されます。 

• 映像品質の設定によっては、オンスクリーン表示が判読しづら 
くなる場合があります。実際の映像をご確認のうえ、設定して 
ください。 

• オンスクリーン表示はインテリジェント機能による検知 （P. 6- 
22) の対象となります。必要に応じて調整を行ってください。 


⑥ [テキスト表示] 

映像に重ねて表示するテキスト文字を[表示しない]、 
[指定文字列を表示する]、[カメラ名を表示する]から選 
択します。 
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[アップロード] 

HTTP や FTP でのアツプロード、メール通報の設定 


ここでは次の設定ができます。 

• アップ□ード全般 

アップ□ー ドの動作について設定します。 

• HTTP アップロード 

HTTP 接続でのアップ□ー ドについて設定しま 
す。 

• FTP アップ□—ド 

FTP 接続でのアップ□ー ドについて設定します。 

• メール通報 

イベント情報や映像のメール送信について設定し 
ます。 


アツプロ—ド全般 


a アッゴロー ドの助作 [http でアップロード 


[アップ □ー ドの動作] 

アップ□ー ドの方式を[アップ□ー ド無効]、 [HTTP で 
アップ□ー ド]、 [FTP でアップ□ー ド]から選択します。 

國重要 

• アップ□—ド機能を使用する場合、[イベント]メニューの設 
定 （ P . 5-20) または、インテリジェント機能設定ツールの[イ 
ベント]タブの設定 （ P . 6-25) も必要になります。 

• テキストと映像によるメール通報と、 HTTP / FTP アップ□一 
ドによる映像アップ□ー ドを両方利用する場合は、[映像サイ 
ズ：アップロード] ( P . 5-13) を [320 x 240] 以下にしてくださ 
し)。 

• HTTP アップ□—ドは、 SSL / TLS には対応しません。 

• アップロードもしくはメール通報を連続して行う設定とした 
とき、映像の大きさ、サーバーまでのネットワークの状況に 
より、送信しきれない映像、もしくはメールが発生する可能 
性があります。この場合、イベント□グ （ P . 5-33) にメッセー 
ジが表示されます。 

• HTTP や FTP でのアップロード、メール通報先に Windows 系 
〇 S を設定する場合、 IPsec 通信は対応していません。 


[ P 1 メモ 

アップ□—ドやメール通報の負荷を下げるには、次のことを行つ 
てみてください。また、サーバーまでのネットワークを含んだ設 
定もあわせてご確認ください。 

• 映像ファイルのサイズを小さくする： 

- JPEG の[映像品質]を小さな値に設定する （ P . 5-13) 。 


一 JPEG の[映像サイズ：アップ□—ド]を小さなサイズにす 

る （ P . 5-13) 〇 

• アップ□ードが行われる頻度を下げる： 

-[イベント前バッファ（枚数）]、[イベント後バッファ（枚数）] 
の枚数を少なくする （ P . 5-20) 。 

-[音量検知イベント]有効時、 [ ON イベント時の動作]、 

[ OFF イベント時の動作]のどれかを無効にする （ P . 5-20) 。 
ー インテリジェント機能設定ツールの[イベント]タブ > [ON 
イベント時の動作]、 [ OFF イベント時の動作]、[検知あり 
状態時の動作]のどれかを無効にする （ P . 6-28)。 

一 [外部デバイス入カイベント]有効時、[〇 N イベント時の動 
作]、[〇 FF イベント時の動作]のどちらかを無効にする 
( P . 5-21) 〇 

一 [タイマーイベント設定]有効時、[繰り返し間隔]を長くす 

る （ P . 5-21) 〇 

HTTP アツプロード 



① [通報内容] 

通報の内容を [ HTTP で通知のみ行う]または [ HTTP で 
映像を添付する]から選択します。 

② [ URI ] 

アップ□—ドする URI を入力します （255 文字以内）。 

③ [ユーザー名]、[パスワード] 

認証に必要なユーザー名とパスワードを入力します。 
認自正方式は Basic 認証です 0 

④ [プロキシサーバー] 

プロキシサーバーのホスト名または IP アドレスを入力 
します （63 文字以内）。 

⑤ [プロキシポート番号] 

プロキシサーバーのポート番号を入力します（工場出 
荷設定は [80]) 。 
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⑥ [プロキシユーザー名]、[プロキシパスワード] 

プロキシサーバーのユーザー名とパスワードを入力し 
ます。 

認証方式は Basic 認証です。 

⑦ [バラメーター (query string )] 

ノてラメーターの入力をします （127 文字以内）。「％」文 
字によるパラメーター記述が可能です （ P . 8-4) 。 

⑧ [ HTTP アップ□ー ドテスト] 

[実行]をクリックすると、入力済みの設定値に対して 
アップロードテストを行います。このとき、設定値を 
[適用]する必要はありません。 

パスワードは[適用]する前に[実行]をクリックしてく 
ださい。 

國重要 

[プロキシ サーバー]、 [プロキシポー ト 番号]、[プロキシ ユー 
ザ—名]、[プロキシパスワード]は、プロキシ経由で接続する場 
合に入力してください。 


FTP アップロード 



① [通報内容] 

通報の内容は[映像を FTP する]に設定されます。 

② [FTP サーバー] 

FTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力しま 
す （63 文字以内）。 

③ [ユーザー名]、[パスワード] 

認証に必要なユーザー名とパスワードを入力します。 

④ [PASV モード] 

FTP によるアップ□ー ドを行う際に、 PASV モードを 
[使用する]または[使用しない]から選択します。 

⑤ [ファイル アップ□ー ドバス] 

映像ファイルアップ□ー ド先のパス名を入力します 
(255 文字以内）。 


⑥ [ファイル 名記録方式] 

ファイル名記録方式を設定します。 

[年月日時分秒 ms ] 

■■{年}{月}{日} { 時}{分}{秒}{ミリ秒} .jpg 11 というファイ 
ル名で映像をアップ□ー ドします。 

(例： 20080123112122000 . jpg ) 

[年月日ディレクトリ/時分秒 ms ] 

"{年}{月 } {日} 1 •という名前のサブディレクトリを作成 
した上で"{時}{分}{秒}{ミリ秒} . jfDg 1 •というファイル 
名で映像をアップ□ー ドします。 

(例： 20080123/ II 21 22000. jpg ) 

[ループ] 

[最大ループ数]で設定した値を上限とする番号を 
ファイル名として、映像をアップ□ー ドします。 

(例： 0000 . jpg 、0001. jpg ) 

[ューザー HSaE ] 

[作成サブディレクトリ名]と[作成ファイル名]で指 
定されたファイル名で映像をアップ□ー ドします。 



[最大ループ数] 

記録方式を[ループ]にした場合、最大ループ数を〇〜 
9999の範囲で入力します。 



[作成サブディレクトリ名]、[作成ファイル名] 

記録方式を[ユーザー設定]にした場合、作成するサ 
ブディレクトリ名および作成ファイル名を入力しま 
す （127 文字以内）。入力には、「％」文字によるパラ 
メーター記述が可能です （ P . 8-4) 。 

⑦ [ FTP アップ□ー ドテスト] 

[実行]をクリックすると、入力済みの設定値に対して 
アップロードテストを行います。このとき、設定値を 
[適用]する必要はありません。 

パスワードは[適用]する前に[実行]をクリックしてく 
ださい。 
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[アップ □ー ド] HTTP や FTP でのアップ□ー ド、メール通報の設定 


メール通報 



① [通報内容] 

通報の内容を[テキストのみ]または[テキストと映像] 
から選択します。 [アップ □ー ドの動作]を [アップ □一 
ド無効]にした場合、[テキストと映像]は[適用]できま 
せん。 

② [メールサーバー] 

SMTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力し 
ます （63 文字以内）。 

③ [メールポート番号] 

SMTP サーバーのポート番号を入力します（工場出荷 
設定は [25]) 。 

④ [差出人メールアドレス ( From )] 

メール発信するアドレスを設定します （63 文字以内）。 

⑤ [宛先メールアドレス ( To )] 

メール受信するアドレスを設定します （63 文字以内）。 

⑥ [メール認証方式] 

メール認証方式を、[なし ]、 [POP before SMTP ] 、 
[ SMTP - AUTH ] から選択します。 

送信先 SMTP サーノ（一の認証方式に合わせて設定して 
ください。 



[ユーザー名]、[パスワード]、 [ POP サーバー] 
メール認証方式を [POP before SMTP ] にした場 

合、認証に必要なユーザー名とパスワード 、 POP 
サーバーのホスト名または IP アドレスを入力しま 
す0 



[ユーザー名]、[パスワード] 

メール認証方式を [ SMTP - AUTH ] にした場合、認証 
に必要なユーザー名とノ（スワードを入力します。 


⑦ [表題] 

メール送信時の表題を、31文字以内の ASCII 文字で入 
力します。 

⑧ [本文] 

メール送信時の本文（テキスト）を、255文字以内の 
ASCII 文字で入力します。テキストには「％」文字によ 
るパラメーター記述が可能です （ P . 8-4) 。 

⑨ [メール通報テスト] 

[実行]をクリックすると、入力済みの設定値に対して 
メール通報テストを行います。このとき、設定値を[適 
用]する必要はありません。 

パスワードは[適用]する前に[実行]をクリックしてく 
ださい。 
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[サ ー パー] 

映像サーバー、オーデイオサーバー、 HTTP サーバーの設定 


ここでは次の設定ができます。 

• 映像 サーバー 

カメラからの映像配信について設定します。 

• オーディオ サーバー 

音声の送受信について設定します。 

• HTTP サーバー 

認証方式や HTTP ポートや Web ページ配信につい 
て設定します。 


映像サ_バ_ 


〇最大クライアント数〇~30 

30 

d 最大制鯽権待ち铵〇~30 

30 

d 最大接蒺時囿（秒〉 0-65535 

0 

〇カメラ制®時囿（秒〉1~3600 

20 


① [カメラからの音声送信] 

[送信する]を選択すると、カメラに取り付けたマイクの 
音声をビューワーに送信できます。 

② [入力音量] 

カメラに接続したマイクの入力音量を、1〜100の範囲 
で設定します。値が大きいほど、入力音量は大きくなり 
CJn 9 〇 

③ [無音検出] 

[検出する]を選択すると、音声が無音になったとき、音 
声データの送信を一時的に停止します。これにより使用 
するネットワークの負荷を減らすことができます。 

④ [ビュー ワ ーからの 音声受信] 

[受信する]を選択すると、同梱の RM ビューワーから受 
信した音声を、カメラに取り付けたアンプ付きスピー 
カーで出力できます。 


① [最大クライアント数] 

カメラに同時に接続できるクライアント数の最大値を 
設定します。最大30クライアントまで設定できます。 

0のときは、管理者以外の接続は禁止されます。 

② [最大制御権待ち数] 

ビューワーからカメラ制御権の要求を受け付けるクラ 
イアント数を設定します。最大数は30で、〇〜30の整 
数を入力します。0のときは、管理者以外のカメラ制御 
は禁止されます。 

③ [最大接続時間（秒）] 

個々のクライアントがカメラに接続できる時間を秒単 
位で設定します。最大は65535秒で、〇〜65535の整数 
を入力します。0のときは、接続時間は無制限となりま 
す。 

④ [カメラ制御時間（秒）] 

ビューワーからカメラ制御ができる最大時間を設定し 
ます。最大は3600秒で、1〜3600の整数を入力します。 

オーデイオサーバー 



⑤ [出力音量] 

カメラに接続したスピーカーの出力音量を、1〜100の 
範囲で設定します。値が大きいほど、出力音量は大きく 
なります。 

⑥ [エコーキャンセラー] 

[使用する]を選択すると、マイクとスピーカーの間で発 
生する エコーを 防ぎます。 

⑦ [音声入カモード] 

マイクの入力を設定します。[ライン • イン]、[マイク- 
イン (ダイナミックマイク）]、[マイク•イン（コンデン 
サーマイク）]から選択します。 

• 音声送信 
•入力音量 
•無音検出 

• エコーキャンセラー 
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[サーバー] 映像サーバー、オーディオサーバー、 HTTP サーバーの設定 



注意 

❶ 

マイクの仕様に合わせて、ライン•インと 
マイク • インを設定ページから切り換えて 

ご使用ください （ P . 5-18)。 

指7^ 

間違えて使用した場合、カメラやマイクの 
故障の原因になりますので、正しく設定し 
てください。 


醺重要 

使用されるマイクの特性で、音量 • 音質などが変化する場合が 

あります。 

• 音量検知を設定した後に、[入力音量]や[エコーキャンセラー ] 
の設定を変更した場合は、検知設定を見直してください。 

• [ビュー ワーからの音声受信]を[受信する]にして使用するに 
は RM ビューワーが必要です。音声の送信ができない VB - 
M 700/600/40 ビューワーでは、この機能を使用してもカメラ 
から音声を出力できません （ P . 1-6)。 

• カメラに接続するスピーカーはアンプ付きのものをご利用く 
ださい （ 『設置ガイド』の「音声入出力端子」）。 

• [エコーキャンセラー]で[使用する]を選択すると、音質や音 
量に影響を及ぼす可能性があります。設置環境や使用方法に 
あわせ、必要に応じてご利用ください。 

• 音声を送信する際には『設置ガイド』の「音声入出力端子」 
内の「重要」をよくお読みください。 


④ [Web ページのグローバルアドレス] 

ルーターの NAT 機能を利用して固定のグローバルアド 
レスをカメラに割り当てて利用するような場合、ここに 
グローバルアドレスとポート番号を設定してください。 
[ IPv 4 アドレス]を選択した場合は、 [ IPv 4 アドレス]欄 
に指定された IP アドレスを入力します。[ホスト名]を 
選択した場合は、[ネットワーク]の [ DNS ] で指定した 
ホスト名が使用されます。 [ DNS ] で必要な設定を行っ 
てください （ P . 5-6) 〇 

國重要 

• [ HTTP ポート番号]または [ HTTPS ポート番号]の設定を変 
更する場合は、起動中の Web ブラウザーからカメラに接続で 
きなくなる可能性があります。「[再起動項目]再起動が必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （ P . 5-32) に記載している注意事 
項を事前にご確認ください。 

• [ Web ぺージのグローバルアドレス]で [ IPv 4 アドレス]を選 
択した場合は、 [ IPv 4 アドレス （ Web ぺージのグローバルアド 
レス）]と[ポート番号（同）]の両方を必ず設定してください。 
[ホスト名]を選択した場合は、[ネットワーク]設定ページの 
[ DNS ] の[ホスト名]も必ず設定してください。 


HTTP サーバー 


a 認 iz 方式 

Basic 認 II 

▼ ■ 

〇 HTTP ボート番号 80,1024—65535 

80 

■ 

d HTTPS ボート番号 443,10 24—65535 

443 

■ 

〇 Web ページのグローパルアドレス 

IPv4 アドレス 

▼ 

..IPv4 アドレス （Web ページのグローパ 
°ルアドレス〉 


,ボート 番号 （Web ページのグローパ 
〇 ルアドレス） 1~65535 



① [認証方式] 

HTTP サーバーで使用する認証方式を [ Basic 認証]ま 
たは [ Digest 認証]から選択します 0 

② [HTTP ポート番号] 

HTTP ポート番号を、80、1024〜65535の範囲で設定 

しよ9 〇 

通常は [80] (工場出荷設定）を利用します。 

③ [HTTPS ポート番号] 

HTTPS ポート番号を、443、1024〜65535の範囲で 

設定します。 

通常は [443] (工場出荷設定）を利用します。 













[ィベント] 

映像バッファ、音量検知、音声再生、タイマーの設定 


ここでは次の設定ができます。 

• 映像バッファ 

映像ノ（ッファに映像を一時保存する際の設定を行 
います。 

• 音量検知 

音量検知時の動作を設定します。 

• 外部デバイス入力 

外部デバイス入力によるイベント時の動作につい 
て設定します。 

• タイマー 

タイマーイベントの設定をします。 

• 再生音ファイル登録 

再生音として登録する音声ファイルについて設定 
しよ d 〇 


映像バッファ 


d フレームレート1^10 

1 

d イベント w パッファ（枚数） 0—100 

0 

d イベント後パッファ（枚数〉 0—100 

0 


① [フレームレート] 

アップ□ー ドする映像のフレームレートを設定します。 

② [イベント前バッファ（枚数）] 

イベント発生からさかのぼって一時保存する映像の枚 
数を設定します。 

③ [イベント後バッファ（枚数）] 

イベント発生後に一時保存する映像の枚数を設定しま 
す0 


音量検知 


〇 音 S 技知イベント 

使用す る 

▼ 

a 枝知条件 

基準 音量 レ ペル 以上 

▼ 

〇 基準音量レ ペル0~100 

50 

d 技知条件の維较時固（秒） 〇~1〇 

0 

d on イベント特の劫作 

有効 

▼ 

d OFF イベント時の助作 

無効 

▼ 

d プリセット 

プリセットを指定しない 

▼ 

d ァッ ゴロード 

実行しない 

▼ 

d メール 通 S 

実行しない 

▼ 


① [音量検知イベント] 

音量検知イベントを[使用する]または[使用しない]か 
ら選択します。 

② [検知条件] 

音量検知イベントを発生する条件を[基準音量レベル 
以上]または[基準音量レベル以下]から選択します。 

③ [基準音量レベル] 

検知の基準となる音量レベルを、〇〜100の範囲で設 
定します。 

音量レベルは、実際にテストを行ったうえで、数値を設 
定してください。 

④ [検知条件の継続時間（秒）] 

検知条件の継続時間を、〇〜10 (秒）の範囲で設定しま 
す。検知条件を満たした状態が継続時間以上続いた場合 
に、 〇 N イベントが発生します。 

⑤ [ON イベント時の動作] 

〇 N イベント時の動作を選択します。[有効]を選択する 
と、イベント発生 （ ON イベント）時に⑦[プリセツト] 
( VB - M 40 のみ)、⑧[アップ□ー ド]、⑨[メール通報] 
の設定に従った処理を実行します。 


國重要 

• 映像バッファの最大容量は、約 6 MB です。 

映像サイズを大きく設定している場合、フレームレート、イ 
ベント前バッファ、イベント後バッファが、設定通り実行で 
きない場合があります （ P . 5-20) 。 

• 設定通りバッファが実行できない場合、イベント□グ （ P . 5- 
33) にメッセージが表示されます。 

イベントログにメッセージが表示されていないことをご確認 
のうえ、ご使用ください （ P . 5-33) 。 

• タイマーイベント発生時のアップ□—ドは、フレームレ_卜 
設定にかかわらず1枚です。 


⑥ [OFF イベント時の動作] 

OFF イベント時の動作を選択します。[有効]を選択す 
ると、イベント終了 （ OFF イベント）時に⑦[プリセッ 
卜] ( VB - M 40 のみ)、⑧[アップ□ー ド]、⑨[メール通 
報]の設定に従った処理を実行します。 

⑦ [プリセット] IEE3 

プリセットを指定しておくと、音量検知イベントが発生 
したときに、指定したプリセットの位置に自動的にカメ 
ラを向けます。使用するためには、管理ツールのプリ 
セット設定ツールでプリセットを設定しておく必要が 
あります （ P . 6-2) 。カメラ操作の必要がない場合は[プ 
リセットを指定しない]を選択します。 
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⑧ [ァップロード] 

アップ□ー ドの動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、音量検知イベントがあるときに、アップ□ードを 
実行します。また、使用するためには [アップ □ー ド]メ 
ニューの [アップ □ード全般]サブメニュー、および 
[HTTP アップ□—ド]または [FTP アップ□—ド]サブ 
メニューの設定も必要です （ P . 5-15) 。 

⑨ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、音量検知イベントがあるときに、メール通報を実 
行します。また、使用するためには [アップ □ー ド]メ 
ニューの[メール通報]サブメニューの設定も必要です 

( P . 5-17) 〇 

國重要 

• 音声ファイル再生時と RM ビューワーからの音声送信時は、一 
時的に音量検知機能が無効になります。 

• 音量検知機能と外部デバイス出力との連動はできません。 

• 音量検知の注意事項については、「安全にお使いいただくため 
に」の「カメラ搭載の機能および同梱ソフトウェアの使用上 
の注意」 （ P . vi ) を参照してください。 


外部デバイス入力 



© [外部デバイス入カイベント] 

外部デバイス入カイベントを[使用する]または[使用 
しない]から選択します。 

② [入力の入/切の反転] 

外部デバイスの入力の 〇 N /0 FF を[反転する]または 
[反転しない]から選択します。[反転する]を選択する 
と、外部デバイスから 0 N 入力があったときに 〇 FF イべ 
ントが発生します。 

③ [ ON イベント時の動作] 

ON イべント時の動作を選択します。[有効]を選択する 
と、イベント発生 （ ON イベント）時に⑤[プリセツト] 
( VB - M 40 のみ)、⑥[アップ □ー ド]、⑦ [メール 通報] 
の設定に従った処理を実行します。 


④ [OFF イベント時の動作] 

〇 FF イベント時の動作を選択します。[有効]を選択す 
ると、イベント終了 （ OFF イベント）時に⑤[プリセッ 
卜] ( VB - M 40 のみ)、⑥[アップ□ー ド]、⑦[メール通 
報]の設定に従った処理を実行します。 

⑤ [プリセット] iMrn 

プリセットを指定しておくと、外部デバイス入カイベン 
卜が発生したときに、指定したプリセットの位置に自動 
的にカメラを向けます。使用するためには、管理ツール 
のプリセット設定ツールでプリセットを設定しておく 
必要があります ( P . 6-2)。カメラ操作の必要がない場合 
は[プ U セットを設定しない]を選択します。 

⑥ [アップ □ー ド] 

アップ□ー ドの動作を選択します。[実行する]を選択 
すると、外部デバイス入カイベントがあるときに、アッ 
プ□ー ドを実行します。また、使用するためには [アッ 
プ□ー ド]メニューの [アップ □ー ド全般]サブメ 
ニュー、および [ HTTP アップ□—ド]または [ FTP アッ 
プ□ー ド]サブメニューの設定も必要です （ P . 5-15) 。 

⑦ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、外部デバイス入カイベントが[使用する]のとき 
に、メール通報を実行します。また、使用するため 
には [アップ □—ド]メニューの[メール通報]サブメ 
ニューの設定も必要です （ P . 5-17) 。 

⑧ [〇 N イベント時の音声再生] 

ON イベント時の音声再生の動作を選択します。[再生 
する]を選択すると、外部デバイスから ON 入力があっ 
たときに、[再生音]で指定した音声を再生します。 

⑨ [OFF イベント時の音声再生] 

〇 FF イベント時の音声再生の動作を選択します。[再生 
する]を選択すると、外部デノ（イスからの入力が 〇 FF に 
なったときに、[再生音]で指定した音声を再生します。 

⑩ [再生音] 

再生する再生音を選択します。再生音の登録は、 P . 5- 
22をご参照ください。 

⑪ [音量] 

再生音の音量を1〜1〇〇の整数の間で設定します。値が 
大きいほど音量は大きくなります。 


タイマ— 


a タイマーイベント設定1 

使用する 

▼ 

〇 問始時刻 hh:mm 

00:00 

a 择り返し設定 

使用する 

▼ 

a 繰り返し問隔 

愀 

▼ 

〇繰り遇し回数1~65535 

1 

a タイマーイベント設定2 

使用しない 

▼ 

〇タイマーイベント設定3 

使用しない 

▼ 

〇タイマーイベント設定4 

使用しない 

▼ 

d アップロード 

実行しない 

▼ 

a メール通報 

実行しない 

▼ 
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① [タイマーイベント設定] 

タイマーイベントを[使用する]または[使用しない]か 
ら選択します。 

② [開始時刻] 

タイマーイベントの開始時刻を、24時間制で設定しま 
す。 

③ [繰り返し設定] 

[使用する]を選択した場合、④[繰り返し間隔]、⑤[繰 
り返し回数]の設定に従ってタイマーイベントが発生 
します。 


② [再生音名] 

再生音として登録する音声ファイルに名前を設定しま 
す （15 文字以内）。空欄にして適用した場合には、再生 
音が削除されます。登録済みの音声を削除するには、削 
除したい再生音名の横にある[削除]をクリックしま 
す。 

圍メモ 

設定できる音声ファイルは、再生時間が20秒まででファイル形式 

が r.wavj (/-/-law PCM 8 bito サンプリング周波数8000 Hz 、 モ 
ノラル）のみです。 


④ [繰り返し間隔] 

アップ□ー ドとメール通報動作の繰り返し間隔を、 

[1 秒] [5 秒] [10 秒] [30 秒] [1 分] [5 分] [10 分] [15 分] 

[20 分] [30 分] [1 時間] [3 時間] [6 時間] [12 時間]から 

選択します。 

⑤ [繰り返し回数] 

アップ□ー ドとメール通報を繰り返す回数を、1〜 
65535の範囲で設定します。 

⑥ [アップロード] 

アップ□ー ドの動作を選択します。[実行する]を選択 
すると、設定した間隔でアップ□—ドを実行します。ま 
た、使用するためには[アップ□ー ド]メニューの[アッ 
プロード全般]サブメニュー、および [ HTTP アップ□一 
ド]または [ FTP アップ□—ド]サブメニューの設定も 
必要です （ P . 5-15) 〇 

⑦ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、タイマーイベントが[使用する]のときに、メー 
ル通報を実行します。また、使用するためには[アップ 
□ ー ド]メニューの[メール通報]サブメニューの設定 
も必要です ( P . 5-17)。 

圃重要 

[タイマーイベント設定]は、24時間周期で繰り返し動作します。 
複数のタイマー有効時間が重複した場合は、[開始時刻]が遅い[夕 
イマーイベント設定]による動作に切り換わり、それ以前に実行 
していたタイマーイベントは、翌日の開始時刻まで停止します。 


再生音ファイル登録 


d 参照ファイル 

D:\Documents and Seti[ #1=... 1 J 

a 再生音名 is 文字以内 

SAMPLE1 



① [参照ファイル] 

再生音として登録する音声ファイルを指定後、[追加] 
をクリックします。 
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[アクセス制御]ユーザーのアクセス権の設定 


ここでは次の設定ができます。 

• 登録ユーザーアカウント 

カメラへ接続できるユーザーを登録します。 

• ユーザー 権限 

登録ユーザーと一般ユーザーの権限を設定しま 
す。 

• IPv 4 ホストアクセス制限 

IPv 4 のアクセスを許可するホストと制限するホス 
卜を指定します。 

• IPv 6 ホストアクセス制限 

IPv 6 のアクセスを許可するホストと制限するホス 
卜を指定します。 


登録 ユーザー アカウント 



① [ユーザー名]、[パスワード] 

ユーザー名とパスワードを入力し、[追加]をクリック 
すると、ユーザーリストに登録ユーザーを追加します。 
ユーザー名には15文字以内（半角）の A - Z 、 a - z 、 0-9、 
-、_、の文字が使用できます。 

パスワードには6〜15文字以内（半角）の ASCII 文字 
(スペースまたは印字可能文字）が使用できます。 

② [ユーザーリスト] 

登録されたユーザーのリストを表示します。これらの 
ユーザーに対してユーザー権限を設定できます。管理者 
( root ) 以外に、最大50ユーザーまで登録できます。 

また、右側の ▲ ▼ボタンでユーザーの並び順を切り換 
えることができます。 

ユーザーを削除する場合は、ユーザーリストからユー 
ザーを選択して、[削除]をクリックします。 


ユーザー権限 



[特権カメラ制御]、[一般カメラ制御]、 [0 央像配信]、[音声 
配信] 

登録ユ ー ザ ー と 一 般ユ ー ザ ー のユ ー ザ ー 権限を設定し 
ます。それぞれに対して、利用を許可する項目にチエッ 
クを入れてください。 

国メモ 

登録ユーザーは一般ユーザーよりも上位の権限となります。 
詳しくは、「7章」の「ユーザー権限とカメラ制御権」 （ P .7-2) を 
参照してください。 

IPv 4 ホストアクセス制限 



① [ホストアクセス制限の適用] 

IPv 4 ホストアクセス制限の使用を[適用しない]または 
[適用する]から選択します。 

② [デフオルトポリシー] 

IPv 4 ホストアクセス制限を適用する場合のデフオルト 
ポリシーを[アクセスを許可する]または[アクセスを 
禁止する]から選択します。 
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③[ネットワークアドレス/サブネット] 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定を 
リストにして、それぞれに対して IPv 4 アドレスのアク 
セスを[許可]または[禁止]の設定をします。 

サブネットを指定してネットワーク单位、またはホスト 
单位でのアクセス制限を設定できます。 

アクセスを禁止した場合は、すべてのポートに対するア 
クセスが制限されます。 

国重要 

• HTTP 接続でプロキシサ_バー経由のアクセスを禁止するに 
は、プロキシサーバーのアドレスを設定する必要があります。 

• 誤ったホスト制限設定を行うと、設定ページへのアクセス自 
体が禁止され、工場出荷設定に戻す以外に復旧する手段がな 
くなることがあります。 


③[プレフィックス/プレフィックス長] 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定を 
リストにして、それぞれに対して IPv 6 アドレスのアク 
セスを[許可]または[禁止]の設定をします。 

プレフィックス長を指定してネットワーク单位、または 
ホスト单位でのアクセス制限を設定できます。 
アクセスを禁止した場合は、すべてのポートに対するア 
クセスが制限されます。 


国メモ 

同じアドレスが設定された場合、リスト上位の設定が適用されま 
す0 


IPv 6 ホストアクセス制限 



① [ホストアクセス制限の適用] 

IPv 6 ホストアクセス制限の使用を[適用しない]または 
[適用する]から選択します。 

② [デフオルトポリシー] 

IPv 6 ホストアクセス制限を適用する場合のデフオルト 
ポリシーを[アクセスを許可する]または[アクセスを 
禁止する]から選択します。 
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ここでは次の設定ができます。 

• IPsec 設定方法 

IPsec の設定方法について設定します。 

• 自動鍵交換の設定 

自動鍵交換について設定します。 


• IPsec セツト 

自動鍵交換または手動設定で、最大5つの通信相手 
の IPsec を設定できます。 


IPsec 設定方法 



d IPsec 設定方法 

自動键交換 

▼ ■ 


⑤ [ISAKMP SA 認証アルゴリズム] 

自動鍵交換プロトコル IKE で使用する SA 認証アルゴリ 

ズムを [ SHA 1] 、 [ SHA 1-> MD 5] から選択します。 

⑥ [DH グループ] 

自動鍵交換プロトコル IKE による鍵交換で使用する DH 
アルゴリズムで使用する鍵生成情報を[グループ 2] 、 
[グループ2->グループ 1] から選択します。 

⑦ [ISAKMP SA 有効期間（分）] 

ISAKMP SA の有効時間を設定します（工場出荷設定は 

[480]) 〇 

IPsec セツト（自動鍵交換） 

IPsec セツトは1〜5まであり、各 IPsec セツトに1つの通 
信相手の IPsec 設定ができます。 



① [IPsec セツトの使用] 

IPsec 設定セツトの使用を[使用しない]、 [ IPv 4 で使用 
する]、 [ IPv 6 で使用する]から選択します。 

② [IPsec 動作モード] 

IPsec の動作モードを [ トンネルモード]または [ トラン 
スポートモード]から選択します。 

③ [接続先 IPv 4 アドレス]、[接続先 IPv 6 アドレス] 

接続先の IP アドレスを入力します。 

④ [送信元 IPv 4 アドレス]、[送信元 IPv 6 アドレス] 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑤ [IPsec プロトコル] 

使用する IPsec プロトコルを [ ESP ] 、 [ AH ] 、 [ ESP と 

AH ] から選択します。 

[ ESP ] を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目の 
み入力します。 

[ AH ] を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入 
力します。 

[ ESP と AH ] を選択した場合は、すべての設定項目を入 
力します。 


① [IPsec 設定方法] 

IPsec を使用する場合の鍵設定を[自動鍵交換]または 
[手動設定]から選択します。 

自動鍵交換の設定 



① [IPsec SA 暗号化アルゴリズム] 

IPsec SA の暗号化アルゴリズムを [ AES ->3 DES ] 、 
[ AES ->3 DES -> DES ] 、 [ AES ->3 DES->DES -> NULL ] 

から選択します。 

設定したアルゴリズムは、左側から順に確認され、使用 
可能な暗号化アルゴリズムが選択されます。 

② [IPsec SA 認証アルゴリズム] 

IPsec SA の認証アルゴリズムを [ HMAC _ SHA 1_96] 、 
[ HMAC _ SHA 1_96-> HMAC _ MD 5_96] から選択しま 

す。 

設定したアルゴリズムは、左側から順に確認され、使用 
可能な認証アルゴリズムが選択されます。 

③ [IPsec SA 有効期間（分）] 

IPsec SA の有効時間を設定します（工場出荷設定は 

[480]) 〇 

④ [ISAKMP SA 暗号化アルゴリズム] 

自動鍵交換プ□トコル IKE で使用する SA 暗号化アルゴ 
リズムを [ AES ->3 DES ] 、 [ AES ->3 DES -> DES ] から 

選択します。 


[ IPsec ] 丨 Psec の設定 
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⑥ [セキュリティ ゲートウェイの IP アドレス ( IPv 4/ IPv 6)] 
②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合、セキュリティゲートウェイの IP アドレスを設定 
しよ9 〇 

⑦ [接続先のサブネットマスク長 （ IPv 4)] 、[接続先のプレ 
フィックス長 ( IPv 6)] 

②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合のみ必要な設定です。 

IPv 6 を使用する場合、接続先のプレフィックス長は、 
16 〜 128 の間で入力します。 

IPv 4 を使用する場合は、 1 〜 32 の間で入力します。 

⑧ [ IKE 事前共有鍵] 

IKE (自動鍵交換）で使用する事前共有鍵を入力します 
(127 文字以内）。 

聞重要 

自動鍵交換を使用した通信中にカメラの再起動を行うと、再起 
動後、接続エラーが発生する場合があります。その場合は、再 
度接続を行ってください。 

園メモ 

自動鍵交換を使用すると、カメラとの通信が開始するまでに、5〜 
10秒程度かかります。 

IPsec セット（手動設定） 

IPsec セツトは 1 〜 5 まであり、各 IPsec セツトに 1 つの通 
信相手の I Psec 設定ができます。 



① [ IPsec セツトの使用] 

IPsec 設定セツトの使用を[使用しない]、 [ IPv 4 で使用 
する]、 [ IPv 6 で使用する]から選択します。 


② [ IPsec 動作モード] 

IPsec の動作モードを [ トンネルモード]または [ トラン 
スポートモード]から選択します。 

③ [接続先 IPv 4 アドレス]、[接続先 IPv 6 アドレス] 

接続先の IP アドレスを入力します。 

④ [送信元 IPv 4 アドレス]、[送信元 IPv 6 アドレス] 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑤ [ IPsec プロトコル] 

使用する IPsec プロトコルを [ ESP ] 、 [ AH] 、 [ESP と 

AH ] から選択します。 

[ ESP ] を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目の 
み入力します。 

[ AH ] を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入 
力します。 

[ESP と AH ] を選択した場合は、すべての設定項目を入 
力します。 

⑥ [セキュリティゲートウェイの IPv 4 アドレス]、[セキュ 
リティゲートウェイの IPv 6 アドレス] 

②の [IPsec 動作モード]を [ トンネルモード]に設定した 
場合、セキュリティゲートウェイの IP アドレスを設定 
しよ9 〇 

⑦ [接続先のサブネットマスク長 （ IPv 4)] 、[接続先のプレ 
フィックス長 ( IPv 6)] 

②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合のみ必要な設定です。 

IPv 6 を使用する場合、接続先のプレフィックス長は、 
16 〜 128 の間で入力します。 

IPv 4 を使用する場合は、 1 〜 32 の間で入力します。 

• ⑤の [ IPsec プロトコル]を [ ESP ] または [ ESP と AH ] 
に設定した場合、 ⑧ [SA ESP 暗号化アルゴリズム]〜 
⑮ [SA ESP SPI (受信）]の設定が必要になります。 

⑧ [SA ESP 暗号化アルゴリズム] 

ESP の暗号化アルゴリズムを、接続先の機器がサボー 
卜している暗号化アルゴリズムにあわせて、 [ AES ] 、 
[3 DES ] 、 [ DES ] 、 [ NULL ] から選択します。 

通常は [ AES ] または [3 DES ] での運用をお勧めしま 
す 。 

⑨ [SA ESP 認証アルゴリズム] 

ESP の認証アルゴリズムを、接続先の機器がサボート 
している認証アルゴリズムにあわせて 

[ HMAC _ SHA 1_96] 、 [ HMAC _ MD 5_96] 、 [認証なし] 
から選択します。 

[ ESP ] のみを使用する場合、[認証なし]は選択できま 
せん。 
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[IPsec] IPsec の設定 


⑩ [SA ESP 暗号鍵(送信)] 

送信用 SA の暗号鍵を設定します。⑧が [ AES ] ならば 
128 bit 、[3 DES ] ならば 192 bit 、[ DES ] ならば 64 bit に 

相当する16進数で設定してください。 [ NULL ] の場合 
は設定不要です。 

⑪ [SA ESP 認証鍵(送信)] 

送信用 SA の認証鍵を設定します。⑨が 
[ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 

[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。[認証なし]の場合は設定不要です。 

⑫ [SA ESP SPI (送信)] 

送信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。 

⑬ [SA ESP 暗号鍵(受信)] 

受信用 SA の暗号鍵を設定します。 

⑧ が [ AES ] ならば 128 bit 、[3 DES ] ならば 192 bit 、 
[ DES ] ならば 64 bit に相当する16進数で設定してくだ 
さい。 [ NULL ] の場合は設定不要です。 

⑭ [SA ESP 認証鍵(受信)] 

受信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑨ が [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。[認証なし]の場合は設定不要です。 

⑮ [SA ESP SPI (受信)] 

受信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。設定値 
は SA を識別するための ID 番号として使用されるので、 
受信用の SPI として、他の ESP の SPI と同じ値を指定し 
ないようにご注意ください。 

• ⑤の [IPsec プロトコル]を [ AH ] または [ESP と AH ] に 
設定した場合、 ⑯ [SA AH 認証アルゴリズム]〜 
⑳ [SA AH SPI (受信）]の設定が必要になります。 

⑯ [SA AH 認証アルゴリズム] 

AH の認証アルゴリズムを、接続先の機器がサボート 
している認証アルゴリズムにあわせて、 

[ HMAC _ SHA 1_96] または [ HMAC _ MD 5_96] から 

選択します。 

⑰ [SA AH 認証鍵(送信)] 

送信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑯が [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。 

⑲ [SAAHSPI (送信）] 

送信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。 


⑲ [SA AH 認証鍵（受信）] 

受信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑯が [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。 

⑳ [SA AH SPI (受信）] 

受信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。設定値 
は SA を識別するための旧番号として使用されるので、 
受信用の SPI として、他の AH の SPI と同じ値を指定し 
ないようにご注意ください。 

國重要 

• カメラを IPsec で運用するためには、あらかじめ通信相手や 
ネットワークの設定が必要です。これらの設定についてはシ 
ステム管理者にお問い合わせください。 

• [ IPsec ] メニューで設定を変更する場合は、起動中の Web ブ 
ラウザーからカメラに接続できなくなる可能性があります。 
「[再起動項自]再起動が必要となる項 g の設定」の「重要」 

( P . 5-32) に記載している注意事項を事前にご確認ください。 

園メモ 

IPsec 使用時は、映像配信性能が低下します。 
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[ SSUTLS ] HTTP 通信の暗号化の設定 


ここでは次の設定ができます。 

• 証明書 

SSL / TLS 証明書を作成します。 

• 証明書の管理 

SSL / TLS 証明書を管理します。 

• 暗号化通信 

暗号化通信の使用を設定します。 


⑤[有効期限開始日]、[有効期限終了日] 

作成する証明書の有効期限を2001/01/01〜2031/12/31 
の範囲で設定します（自己証明書の作成時は必須）。 

圃重要 

自己証明書はセキユリティ上、動作テストなど完全なセキユリ 
ティが確保されていなくても問題ない場合に使用することを推 
奨します。システム運用時には、 CA 局から発行される証明書 
を取得し、インス!-ールしてください。 


証明書 


〇 自己〇明害の作成 

新 

diZ 明害の状進 

インストールされています 

d 国名 < C > 2文字 

jp 

适府电名 （ ST ) 

V 128 女字以内 

Tokyo 

d 市区柯村名 （ L ) 128 女:?:以内 

Ohta-ku 

〇 紐 雄 名 （〇> 64 女字以内 

Canon Inc . 

A 級 繕 単位名 （ ou > 

v 64 文字以内 

Network Camera Div 

d 一般名 （ CN > 64 女字以内 

Canon Inc . 

td 有幼期限閉始日 yyyy/min/dd 

2011/04/01 

〇 有効期限終了日 yyyy/mm/dd 

2012/03/31 


① [自己証明書の作成] 

次の各項目の入力を終えた後、[実行]をクリックする 
と、自己証明書の作成を行います。メッセージに従って 
システムを再起動してください。作成された証明書は、 
再起動後に有効になります。 

国メモ 

証明書の作成には時間がかかるため、映像配信やアップ□ー ドな 
どの処理は停止することをお勧めします。 

② [証明書の状態] 

証明書がインス!-ールされていない場合は、[インス 
I -ールされていません]と表示され、証明書をインス 
I -ールした場合は、[インス!-ールされています]と表 
示されます。 

③ [国名 （ C )] 

国名コードを入力します。 

④ [都道府県名 ( ST )] 、 [市区町村名 （ L )] 、 [組織名 （〇) ] 、 
[組織単位名 （ OU ) ] 、 [一般名 （ CN ) ] 

都道府県名、市区町村名、組織名、組織単位名、一般名 
を ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）で入力し 
ます。一般名（必須）には、 FQDN 形式のホスト名など 
を設定します。 


証明書の管理 


a is 明者署名要求の生成 


a fi 明窖署名要求内容表示 


a サーバー fi 明窖のインストール 

春照… 1 

〇 中問 CAII 明著のインストール 

1 #s?.. 1 I 

a ii 明著の削除 


d サーバー tit 明者内容表示 


d 自己 CAti 明害 


〇 バックアップ 


d リストア 

参照… 丨 1 


① [証明書署名要求の生成] 

[実行]をクリックすると、サーバー秘密鍵、自己認証局 
秘密鍵を作成し、証明書署名要求の生成を行います。処 
理が終わると、別ウィンドウに証明書署名要求が表示さ 
れます。 

国メモ 

証明書署名要求の生成には時間がかかるため、映像配信やアップ 
□ー ドなどの処理は停止することをお勧めします。 

② [証明書署名要求内容表示] 

[実行]をクリックすると、証明書署名要求の内容が表示 
されます。 

③ [サーバー証明書のインストール] 

サーバー証明書をインス I -ールします。[参照]でイン 
ス I -ールする証明書ファイルを選択して、[実行]をク 
リックします。インス!-ールした証明書は、再起動後に 
有効になります。 

④ [中間 CA 証明書のインストール] 

中間 CA 証明書をインス I -ールします。[参照]でインス 
I -ールする証明書ファイルを選択して、 [ 実行]をク 
リックします。インス!-ールした証明書は、再起動後に 
有効になります。 


5-28 




































[SSL/TLS] HTTP 通信の暗号化の設定 


⑤ [証明書の削除] 

[実行]をクリックすると、証明書を削除します。ただ 
し、 SSL 通信を行う設定になっていると証明書の削除 
はできませんので、 [ SSL 通信]を[使用しない]に設定 
してから実行してください。なお、削除は、再起動後に 
有効になります。 

⑥ [サーバー証明書内容表示] 

[実行]をクリックすると、証明書の内容が表示されま 
す。 

⑦ [自己 CA 証明書] 

SSL 通信のテストなどの目的で使用しますが、通常は 
使用しません。 

⑧ [バックアップ] 

[実行]をクリックすると、証明書と秘密鍵のノ（ックアッ 
プを行います。 SSL 通信でのみ行えます。 

⑨ [リストァ] 

バックアップされている証明書と秘密鍵をインス I -一 
ルします。[参照]でバックアップファイルを選択し 
て、[実行]をクリックします。 SSL 通信でのみ行え、再 
起動後に有効になります。 

暗号化通信 

dssui 信 ■ I 使用する v ] ■ 


① [SSL 通信] 

SSL 通信の設定を[使用しない]または[使用する]から 
選択します。設定は再起動後に有効になります。 

ただし、証明書がインス I -ールされていない場合 、 SSL 
通信の設定を[使用する]に変更できません。 

[Ml メモ 

• SSL 鍵生成には15分以上かかる場合があります。 

• SSL 通信時は、映像配信性能が低下します。 

• カメラにインストールされる証明書の種類によっては、 Web ブ 
ラウザーが証明書を受け入れるかどうかのダイアログを表示 
することがないため、接続できないことがあります。 
この場合には CA 局の証明書を Web ブラウザーに登録してく 
ださい。 
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[メモリーカード ] SD メモリーカードの各種操作や設定 


ここでは次の設定ができます。 

• SD カードの操作 

SD メモリーカードの操作を行います。 

• SD カードの情報 

SD メモリーカードの情報を表示します。 


SD 力ードの操作（アンマウント状態) 



① [マウント/アンマウント] 

アンマウント状態のときは、[マウント実行]が表示さ 
れます。[マウント実行]をクリックすると、 SD メモ 
U —力ードがマウントされます。 

国メモ 

SD メモリーカード、 SDHC メモリーカードを使用できます。 SD 
メモリ _ 力 _ ドを力 _ ドス□ットにセットした場合は、自動的に 
マウントされます。また、起動時にカメラに SD メモリーカード 
がセットされている場合も、自動的にマウントされます。 

SD メモリーカードの出し入れの操作は、『設置ガイド』の rSD 
メモリーカードご利用の場合」を参照してください。 

② [動作設定] 

SD メモリーカードへの書き込み動作を、[ログを保存 
する]または[ログと映像を保存する]から選択します。 
[ログと映像を保存する]を選択した場合、録画ストリー 
ム使用時やアップロード時にネットワークに異常が発 
生したときの映像を、フレームレート1 fps ([映像] 

( P . 5-13) で設定されている映像サイズと映像品質）で 
SD メモリーカードに保存できます。 

③ [フオーマツト] 

[実行]をクリックすると、 SD メモリーカードのフォー 
マツトが行われます。 


SD 力ードの操作（マウント状態) 



① [マウント/アンマウント] 

マウント状態のときは、[アンマウント実行]が表示さ 
れます。[アンマウント実行]をクリックすると、 SD メ 
モリーカードがアンマウントされます。 

圍重要 

カメラの電源をオフにする場合や、 SD メモリーカードを取り出 
す場合は、必ずアンマウント処理を行ってください。アンマウ 
ントしていない場合、管理ファイル異常となることや、 SD メモ 
リーカードへのアクセスができなくなることがあります。 

② [動作設定] 

「 SD 力ードの操作（アンマウント状態）」の②[動作設 
定]と同様です。 

③ [映像の削除] 

[実行]をクリックすると、 SD メモリーカードの映像を 
削除します。削除中は、[実行]の右にインジケーターが 
表 TJX されます 0 

国メモ 

• 映像の削除には、10分以上かかる場合があります。 

• 映像の削除には時間がかかる場合があるため、映像配信やアッ 
プ□ードなどの処理は停止することをお勧めします。 

④ [0 央像管理情報の再作成] 

[実行]をクリックすると、映像管理情報の再作成を行い 
よ9 〇 

再作成中は、[実行]の右にインジケーターが表示され、 
この間 SD メモリーカードにアクセスできません。 

圍メモ 

• 映像管理情報の再作成には20分以上かかる場合があります。 

• 映像管理情報の再作成には時間がかかる場合があるため、映像 
配信やアップロードなどの処理は停止することをお勧めしま 
す 0 
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[メモリーカード] SD メモリーカードの各種操作や設定 


| メモ 

SD メモリーカードに保存されたファイルへのアクセス方法は、 
「 SD メモリーカードのアクセスについて」 （ P . 8-2) を参照して 
ください。 

SD メモリーカードに映像を蓄積できる枚数の上限は、録画スト 
リーム配信失敗とアップロード失敗のどちらの場合もそれぞれ 
10万枚です。 

SD メモリーカードの空き領域がないときや蓄積枚数が上限に 
達した場合、新しいファイルは保存されません。 


② [SD カードの操作状態] 

SD メモリーカードの操作の状態を表示します。次の3 

つの状態があります。 

• [操作可能]:各種操作を実行できる状態。 

• [映像管理情報を再作成中]:映像管理情報の再作成が 
行われています。他の操作はできません。 

• [映像削除中]:映像を削除しています。他の操作はで 
きません。 

③ [映像管理情報の状態] 

映像管理情報の状態を表示します。次の2つの状態があ 

ります。 

• [正常]:映像管理情報は正常です。 

• [映像管理情報の再作成が必要]:管理ファイルが壊れ 
ているか、保存されている映像と管理ファイルとの 
整合性がとれていない状態です。映像管理情報の再 
作成が必要です。 

④ [映像保存] 

SD メモリーカードへの映像の保存の可/不可を表示し 

On 9 〇 

• [保存可]: SD メモリーカードへ保存が可能です。 

• [保存不可 ]: SD メモリーカードへの保存ができませ 
ん。この場合、 SD メモリーカードがマウントされて 
いない、映像ファイル数が上限に達している、映像 
管理ファイルが壊れている、書き込み禁止状態に 
なっているなどの理由が考えられます。 


SD 力ードの情報 


a sd カードの認識 

▽ ウントされて1、ます 

a sd カードの棵作状態 

棟作可能 

a 映像管理格報の状態 

正常 

a 映像保存 

保存不可 

a SD カード容量 （ KB > 

1984640 

a 使用容量 （ kb > 

1019360 


① [SD カードの認識] 

SD メモリーカードの状態を表示します。 [SD カードが 
入つていません]、[マウントされていません]、[マウン 
卜されています]の3つの状態があります。 


⑤ [SD カード容量 (KB)] 

SD メモリーカードの容量を表示します。 

⑥ [使用容量 （KB)] 

SD メモリーカードの使用容量を表示します。 

_重要 

SD メモリーカードに記録された情報内容は、「個人情報」に該 
当する場合があります。カメラが廃棄、譲渡、修理などで第三 
者に渡る場合には、その取り扱いに十分に注意してください。 











[再起動項目]再起動が必要となる項目の設定 


ここでは設定の変更を行った際、再起動が必要となる 
次の項目を集めています。 

• LAN 、 IPv 4、 IPv 6、設置条件 ( VB - M 40 のみ)、 H .264、 
HTTP サーバー 



圓重要 

ネットワークの接続に関わる設定で、起動中の Web ブラウザー 
からカメラに接続できなくなる可能性のある設定値を変更した 
場合、確認のダイアログが表示され注意を促します。 

変更した設定を適用する場合は、 [0 K ] をクリックしてくださ 
い。 

設定変更によってカメラが再起動したあと、カメラに再接続で 
きない場合があります。このとき、カメラに再接続するための 
URI の候補があれば表示されます。 

カメラに再接続する場合は、表示された URI をお試しください。 
表示された URI でカメラに接続できない場合は、システム管理 
者にお問い合わせください。 

* [再起動項目]メニューで、ネットワークの接続に関わる設定は 
[ LAN インターフェース]、[最大バケットサイズ]、 [ IPv 4 アドレ 
ス設定方式]、 [ IPv 4 アドレス]、[サブネットマスク]、 [ IPv 4 デ 
フォルトゲートウェイアドレス]、 [ IPv 6 の使用]、[自動設定]、 
[ IPv 6 アドレス（手動設定）]、[プレフイックス長]、 [ IPv 6 デフォ 
ルトゲートウェイアドレス]、 [ HTTP ポート番号 ]、 [HTTPS 
ポート番号]です。 


① [ LAN ] 

LAN インターフェース、最大パケットサイズなどの設 

定 （ P . 5-5) 

② [ IPv 4] 

IP アドレスなど、 IPv 4 の設定 （ P . 5-5) 

③ [ IPv 6] 

IPv 6 の使用についての設定 （ P _ 5-6) 

④ t 設置条件 ] H 

カメラの設置条件についての設定 （ P . 5-11) 

⑤ [ H .264] 

H .264 での映像サイズやフレームレートについての設 

定 （ P . 5-13) 

⑥ [HTTP サーバー] 

認証方式、 HTTP 、 HTTPS ポート番号の設定 （ P . 5-19) 
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[メンテナンス] 

イベントログや現在の設定状況表示、メンテナンスの実行 


ここでは次の項目を使用できます。 

• 表示と実行 

カメラの設定の表示や初期化を行います。 


表示と実行 


〇 ログを見る 

1 

表示 


a 現在の設定を見る 

1 

表示 


〇再起助 

1 

実行 

■ 

a 初期設定に戻す 


実行 

■ 


① [ログを見る] 

カメラの動作および各種ビューワーなどとの接続の履 
歴を表示します。 

② [現在の設定を見る] 

現在の設定を一覧表示します。 

③ [再起動] 

カメラを再起動します。 

④ [初期設定に戻す] 

カメラの管理者パスワード、ネットワーク設定、日付、 
時刻、タイムゾーン、 SSL 証明書、暗号化通信を除く 
すべての設定項目について、ユーザーの設定値を破棄し 
て工場出荷設定に戻します。実行すると、自動的に再起 
動を行います。 

注意 

• [初期設定に戻す]の実行中は、カメラの 
電源を絶対に切らないでください。電源 
を切ると、正常に起動しなくなる場合が 
^ あります。 

每止 

• IEEEI 初期化動作中は絶対にカメラ 
へッドに触らないでください。正しく初 
期化されなかったり、故障の原因になる 
場合があります。 


ID メモ 

• [初期設定に戻す]で、工場出荷設定の状態に戻す際には、現在 
の各設定値を控えた後に行うことをお勧めします （ P . 8-20) 。 

• リセットスイッチによっても工場出荷設定に戻すことができ 
ますが、カメラの日付と時刻以外すベての設定が工場出荷設定 
に戻るのでご注意ください （ P . 8-19) 。 
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6 章 

管理ツール 


□ プライバシーマスクの設定 
□ パノラマ画像の登録_ 

□ 可視範囲の設定 ism 
□カメラのプリセツト設定 HI 
□インテリジェント機能の設定 
□ □グの閲覧 

















管理ツールの概要 


管理ツールは、ネットワーク経由でカメラの設定や動作状況の確認、□グ取得を行うための複数のツールで構成されていま 
す0 


管理 ツール ( P . 6-4) 


可視範囲設定ツール （ P .6-12) M 


管理 ツールの トップページです。ここから各 ツールを 起動 
でぎます。 


魏者む十へ [i 徒べ一： K ] 卜，ブベ-ジへ 


管理 ツール 


h - i -] ブライパ‘ シー マスク設定 ジール 

パノラ#成、ジール 

晒 可視範囲設定ッ-ル 

ブ 1 伽卜雕:ッ-ル 

心デ J ジェント機能設定 v - ル 



プライバシーマスク設定ツール 

( P . 6-5) 


見せたくない領域にプライバシーマスクを設定して、見え 
ないようにするツールです。マスクは8箇所まで設定でき、 
きめ細かくプライバシーを保護できます。 



パノラマ作成ツール （p 6 9) EE 3 


可視範囲設定を、視覚的に行うことのできるツールです。 
パノラマによるプレビューを参照しながら、マウス操作で 
の範囲設定が行えます。 



プリセツト設定ツール (p 6-16) 

プリセツトやホームポジションを、視覚的に設定できる 
ツールです。パノラマによるプレビューを参照しながら、 
マウス操作での設定が行えます。また、複数のプリセツト 
を巡回して監視を行う[プリセツト巡回]を設定できます。 



カメラが撮影可能な全領域を表示するパノラマ画像の作 
成ツールです。パノラマ画像を撮影して登録するとビュー 
ワーのパノラマ表示パネルに表示されます。また、可視範 
囲やプリセツトの設定を行う際にも表示されるため、設定 
した領域が、全領域のどの部分を占めているのかが一目で 
わかります。 
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管理ツールの概要 


インテリジェント機能設定ツール 

( P . 6-22) 


被写体が動くことで映像の一部に変化があった場合、その 
時点でアップ□ー ド、ビューワーへの通知、ログの記録な 
どを行うインテリジェント機能を設定するためのツール 
です。条件を設定することで、「置き去り」、「持ち去り」、 
「いたずら」などのイベントを検知させることもできます。 
カメラの映像を見ながら、検知領域の位置や大きさ、検知 
条件の設定などが行えます。 



ログビューワー ( P . 6-31) 


カメラに記録されている動作状況のログを閲覧できる 
ビューワーです。 



胃メモ 

Windows のコントロールパネルでの[地域と言語]の設定に関わ 
らず、数値の小数点は常に「」で表示されます。また、日付は 
ryyyy / mm / ddj または 「 mm / dd 」、 時刻は 「 hh : mm : ss 」 の形式 
で表示されます （ y 、 m 、 d 、 h 、 m 、 s はそれぞれ、年、月、日、 
時、分、秒を表します)。 
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管理ツールにアクセスする 


管理 ツールを 起動する 

管理ツールは、カメラのトップページからアクセスして起 
動します。 

1カメラのトップページを起動する （P. 4-2) 

2 [管理ツール]をクリックする 


圍メモ 

• 各管理ツールを初めて起動するときは、ソフトウェアが PC に 
ダウン□ー ドされるまで、5〜10秒程度お待ちください。2回 
目からは素早く起動します。なお、 SSL 暗号通信でアクセスし 
ている場合は、さらにダウン□ー ドに時間がかかります (20 〜 
30秒程度)。 

• 各管理ツールは、同時に起動できません。 


ユーザー認証のための画面が表示されます。 

3ユーザー名とパスワードを入力し、 [OK] をクリック 
する （P. 4-2) 

管理ツールのトップページが表示されます。 



① [管理者ビューワーへ] 

クリックすると管理者ビューワーが起動します。 

② [設定ページへ] 

クリックすると設定メニューが起動します。 


③ [トップページへ] 

クリックするとカメラのトップページに移動します。 

④ [管理ツール] 

各ツールのボタンをクリックして、管理ツールを起動し 

ON 9 〇 

なお、管理ツールのいずれかを最初に起動する際に認証 
画面が表示されますので、ユーザー名とパスワードを入 
力してください。 

國重要 

[管理ツール]を利用する PC には 、 Canon Inc . 発行の証明書を 
登録しておく必要があります。 （ P . 4-3) 
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ボタンが IB の状態のとき、プライバシーマスクのサイ 
ズ変更•移動ができます。このとき、カメラの向きは変 
わりません。 

ボタンがの状態のとき、カメラのパン • チルト操作 
ができます。 

④ [逆光補正]ポタン 

逆光補正の入/切をします。映像が逆光で暗いときに使 
用すると効果があります。 

⑤ [カメラ制御権取得/解放]ポタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P _ 7-7) を参照してくだ 
さい。管理者ビューワーなど他でカメラ制御権が取得さ 
れていなければ、プライバシーマスク設定ツールを起動 
した時点で、制御権が取得されます。 





⑤④ 


① 映像表示部 

現在のカメラ映像が表示されます。プライバシーマスク 
のサイズ変更 • 移動ができます。 

EE3 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - M 40 
ビューワーと同じです。詳しくは、「ビューワーの操作 
方法」 （ P . 7-5) を参照してください。 

② [画面サイズ切換]ポタン 

ボタンをクリックするたびに、映像表示部のスクリーン 
サイズが「320 x 240」または「640 x 480」に切り換わ 
ります。 

③ [マウス操作切換]ポタン msi 

ボタンをクリックするたびに 13 と 亞 の間で切り換わ 
り、映像表示部でのマウス操作が変わります。 


n 



プライバシーマスク設定ツール 


カメラ画像の、特定の領域が見えないようにプライバシーマスクをかけるツールです。 

H 1 カメラのパン•チルト • ズーム動作を行った場合でも、プライバシーマスク領域はカメラ画像に追従します。 


カメラの映像を確認しながら、8箇 
所までプライバシーマスクを設定で 
ぎます。 



プライバシーマスク設定ツールの表示画面について 


かパトマスク Ott ■は的 
左： (0-838) ~|| 



1 ) 
IIII 

1^即 


1 2-3 4 5 

⑯⑯⑯ ⑯⑯ 


⑨⑩ ⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑲ 


si 
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⑥ [フオーカス] 

制御権を取得している場合に操作できます。フォーカス 
の操作は、管理者ビューワーと同じです。詳しくは、 
「フォーカスを設定する」 （P_ 7-14) を参照してくださ 
い0 

⑦ [スマートシェード補正] 

制御権を取得している場合に操作できます。スマート 
シェード補正の操作は、管理者ビューワーと同じです。 
詳しくは、「スマートシェード補正を設定する」 （P. 7- 
14) を参照してください。 

⑧ 登録済みプライバシーマスク領域表示エリア 
(カメラ撮影可能エリア） 

カメラの物理的な撮影可能領域の、どの部分にプライバ 
シーマスクが設定されているかを確認できます。 

■刪 

カメラにパノラマ画像が登録されていても、ここには表 
示されません。 

⑨ [プライバシーマスク登録数] 

登録されているプライノ（シーマスクの数を表示します。 
最大8個のプライバシーマスクを設定できます。 

⑩ [次へ] 

複数のプライバシーマスクを設定している場合、ボタン 
をクリックして、選択中のプライノ（シーマスクを切り換 
えます。 

⑪[色] 

プライノ（シーマスク領域の表示色を選択します。すべて 
のプライバシーマスク領域が、選択した色に設定されま 
す。 

⑫ [簡単追加] 

プライバシーマスク領域を追加して、カメラに保存しま 
す。 

⑬ [簡単変更] 

プライバシーマスク領域の変更を反映して、カメラに保 
存します。 

⑭ [カメラから削除] 

カメラに保存されているプライバシーマスク領域を削 
除します。 

⑮ [ブレ補正] IMTtl 

カメラのブレ補正の使用状態を表示します。ブレ補正 
は、設定ページの[カメラ]で設定します （P. 5-11)。 

⑯ [詳細設定] 

詳細設定の項目を表示します。 

⑯ -1 [プライバシーマスクを有効にする]チェックボック 
ス 

選択しているプライバシーマスク領域の設定を有効 
にする場合、チェックボックスをチェックします。 


⑯-2、⑯ -3 [カメラ位置の取り込み ] IMTil 

カメラアングルを取り込みます。カメラのパン•チ 
ルト-ズームの値を取り込み、（⑯ -2) に表示します。 

⑯ -4 [プライバシーマスクの位置と大きさ] 

プライバシーマスクの位置の左、上、幅、高さを設 
定します。 

⑯ -5 [設定のプレビュー] 

[詳細設定]の設定内容を、映像表示部と登録済みブラ 
イバ シー 領域表示 エリア （カメラ撮影可能 エリア）に 
反映します。 

⑰ [設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保存さ 
れている設定内容に戻します。 

⑲ [設定を保存] 

[詳細設定]で設定したプライバシーマスクの設定を力 
メラに保存します。 


プライバシーマスク領域を設定する 

カメラの映像を確認しながら、プライバシーマスク領域を 
設定します。 

1カメラの制御権が取得されていない場合は、[カメラ 
制御権取得/解放]ポタンをクリックして、制御権を取 
得する 

2プライバシーマスク領域の位置と大きさを設定する 

映像表示部に、プライバシーマスク領域を示すプレ 
ビュー枠が表示されます。 



サイズを変更する場合は、プレビュー枠の四辺の■を 
ドラッグします。プライバシーマスク領域の移動は、 
枠内をドラッグします。 

変更を取り消して、カメラに保存されている設定に戻 
す場合は、[設定を戻す]をクリックします。 
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プライバシーマスク設定ツール 


3 [簡単追加]をクリックして、プライバシーマスク領域 
を保存する 

設定したプライバシーマスク領域がカメラに保存され 
ます。 



最大8個のプライバシーマスクを設定できます。続け 
てプライバシーマスク領域を設定する場合は、設定操 
作を繰り返してください。 

4プライバシーマスク領域を確認する 

プライバシーマスク領域を保存すると、映像表示部と 
登録済みプライバシーマスク領域表示エリア（カメラ 
撮影可能エリア）にプライバシーマスク領域が表示さ 
れます。 

VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE 

^映像表示部 

有効に設定されているプライバシーマスクは領域 
内が塗りつぶされて表示されます。無効に設定され 
ているプライバシーマスクは枠のみ表示されます。 



プライバシーマスク領域- 

[プライバシーマスクを有効にする]がチェックさ 
れているプライバシーマスクは、領域内が塗りつ 
ぶされて表示されます。チェックされていないプ 
ライパシーマスクは枠内に斜線が表示されます。 


VB - M 40 


① ②③④ 



① プライバシーマスク領域 

有効に設定されているプライバシーマスクは領域 
内が塗りつぶされて表示されます。無効に設定され 
ているプライバシーマスクは枠のみ表示されます。 

② 可視範囲領域 

可視範囲設定ツールで設定した領域です。 

③ プライバシーマスク領域 

[プライバシーマスクを有効にする]がチェックさ 
れているプライバシーマスクは、領域内が塗りつぶ 
されて表示されます。チェックされていないプライ 
パシーマスクは枠内に斜線が表示されます。 

④ 最大広角領域 

最大広角時のカメラアングルの領域です。プライバ 
シーマスク領域のドラッグ操作中のみ表示されま 
す。 

国重要 

• プライバシーマスクが設定されている領域は、インテリジェ 
ン ト 機能で検知されません。 

• プライバシーマスクは、カメラから配信されるすべての画像 
(ライブ映像、アップロード画像、録画映像）に適用されます。 

• デジタルズーム領域では、プライバシーマスクの設定はでき 
ません。 

• 最大望遠に近いズーム位置でプライバシーマスクを設定した 
場合、指定位置から若干ずれることがあります。 


• プライバシーマスク領域は隠したい領域より大きめに設定し 
てください。また、設定後にカメラのパン•チルト • ズーム 
を実際に動かして、カメラの向きが変わっても隠したい領域 
が表示されないことを必ず確認してください。 

• パノラマ作成ツールでパノラマ画像を保存したあとでプライ 
ノ（シーマスクの設定を変更した場合は、パノラマ作成ツール 
でノてノラマ画像を作成し直してください。 

• ブレ補正の設定を変更してから、プライバシーマスクを再設 
定する場合は、すべてのプライバシーマスクの位置と大きさ 
を再設定してください。 
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プライバシーマスク領域を変更/削除 
する 


変更のしかた 

1変更したいプライバシーマスク領域を選択する 

登録済みプライバシーマスク領域表示エリア（カメラ 
撮影可能エリア）で、変更したいプライバシーマスク領 
域をクリック、または、[次へ]でプライバシーマスク 
領域を選択します。 


園メモ 

無効に設定されているプライバシーマスクを選択して、[簡単変更] 
をクリックすると、設定が有効に変更されます。 

削除のしかた 

削除したいプライバシーマスク領域を選択し、[カメラか 
ら削除]をクリックします 

カメラに保存されたプライバシーマスク領域が削除され 

よ d 〇 




2プライバシーマスク領域の位置とサイズを変更する 

プライバシーマスク領域はマウス操作、または数値入 
力で変更できます。 

数値入力する場合 

[詳細設定]をクリックします。 

[プライバシーマスク領域の位置と大きさ]を数値で入 
力し、[設定のプレビュー]をクリックしてプレビュー 
枠の位置と大きさを確認します。 

TOgTil 

[カメラ位置の取り込み]をクリックすると、現在のパ 
ン•チルト • ズームの値を取り込むことができます。 

変更を取り消して、カメラに保存されている設定に戻 
す場合は、[設定を戻す]をクリックします。 

3 [簡単変更]をクリックして、プライバシーマスク領域 
を保存する 

変更したプライノ（シーマスク領域がカメラに保存され 
ます。 
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M40 


パノラマ作成ツール 


カメラが撮影可能な全領域を表示するパノラマ画像の撮影 • 作成ツールです。ビューワーでパン•チルト • ズーム操作を行 
う際やプリセツトの設定などを行う際に、設定した領域が、全領域のどの部分を占めているのかが一目でわかります。 



パノラマ作成ツールでパノラマ画像を撮影 • 作成し、カメラに登録します。 



管理者ビューワー 


プリセツト設定ツール 




表示している領域が、全領域 
のどの部分を占めているのか 
一目でわかります。 


G 3 重要 

プライバシーマスク設定ツールでプライバシーマスクの設定を変更した場合、パノラマ画像 
に新しいプライバシーマスク設定を反映させるため、パノラマ画像の再作成をお勧めします。 



















パノラマ作成ツールの表示画面について 



① [カメラから読み込み] 

カメラに保存されているパノラマ画像を表示します。 

② [カメラに保存] 

現在表示されているパノラマ画像をカメラに保存しま 
す 。 

③ [ファイルから読み込み] 

JPEG ファイルをパノラマ画像として表示します。 

④ [ファイルに保存] 

現在表示されているパノラマ画像を JPEG ファイルと 
して保存します。 

⑤ 作成日時 

パノラマ画像の撮影日時、または JPEG ファイルからパ 
ノラマ画像を読み込んだ日時を表示します。 

⑥ [削除] 

現在表示されているパノラマ画像を削除します。 

⑦ パノラマ画像表示領域 

ノ V ° ノラマ画像を表示します。 

⑧ [撮影の中止] 

パノラマ画像の撮影を中止します。 

⑨ [パノラマ作成の開始] 

ノ v ° ノラマ画像の撮影を開始します。 

⑩ [パノラマ作成の終了] 

撮影したノ v ° ノラマ画像を確定します。 

⑪ ステータス 表示 

[撮影中...]など、パノラマ画像撮影時の状態を表示しま 
す 。 

⑫ [露出の □ッ ク] 

自動露出のロック位置を[パノラマの中心]、[現在の力 
メラ位置]から選択します。 


⑬[ホワイトバランスの ロック] 

ホワイトバランスの設定を [ロックし ない]、[パノラマ 
の中心]、[現在のカメラ位置]から選択します。 

⑭[フォーカスの□ック] 

フォーカスの設定を [ロック しない]、 [ノ v ° ノラマの中心]、 
[現在のカメラ位置]から選択します。 


パノラマ画像を撮影する 


1[パノラマ作成の開始]をクリックする 

撮影が開始されます。 

必要に応じて、 [露出のロック]、[ホ ワイトバランスの 
ロック]、[フオー カスの ロック] の設定を変更してく 
ださい。 



途中で撮影を中止したい場合は[撮影の中止]をク 
リックします。 



パノラマ画像にマウスのポインターをあわせると、白 
い格子枠が表示されます。枠内にボインターをあわせ、 
右クリックして[再撮影]を選択すると、その部分のみ 
撮影し直すことができます。 
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パノラマ作成ツール 



パノラマ画像全体を撮影し直す場合は、再度[パノラ 
マ作成の開始]をクリックします。 


2 [カメラに保存]をクリックします 

カメラに保存されたパノラマ画像が削除されます。 

パノラマ画像を画像ファイルから開く/ 
画像ファイルとして保存する 


国メモ 

• パノラマ画像の撮影中は、一時的にブレ補正機能が解除されま 
す。 

• パノラマ画像の作成中は、管理者以外の接続が切断されます。 

• 設定ページの[映像]> [ JPEG ] の[最大フレームレート：映像 
送信]の値を小さく設定すると、パノラマ撮影が遅くなります。 

2撮影が完了し、その画像でよければ[パノラマ作成の 
終了]をクリックする 


パノラマ画像を保存/削除する 

パノラマ作成が終了したら、カメラに送信してパノラマ画 
像を保存することで、画像が反映されます。 


画像ファイルをパノラマ画像として開いたり、また、撮影 
したパノラマ画像を画像ファイルとして保存できます。扱 
える画像ファイルはパノラマ作成ツールで作成した 
JPEG 画像のみです。 

画像ファイルからの開きかた 

[ファイルから 読み込み]をクリックし、表示されたダイア 
□グで、使用したい画像ファイルを選択します 



保存のしかた 

[カメラに保存]をクリックし、表示されたダイアログで 
[〇 K] をクリックします 


ノ V ° ノラマ画像がカメラに保存されます。 



保存のしかた 


[ファイルに 保存]をクリックし、表示されたダイアログ 
で、保存するフオルダを選択し、ファイル名を入力します 



削除のしかた 

1カメラに保存したパノラマ画像を削除したい場合は、 
[削除]をクリックし、表示されたダイアログで [0K] 
をクリックすると、パノラマ画像表示領域の画像が削 
除されます 
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可視範囲設定ツール 


可視範囲設定ツールは、カメラで撮影できる範囲を制限するツールです。可視範囲設定を行った場合は、ビューワーで表示 
可能な撮影範囲を制限できます。 



ライブ映像公開などでズームや一部の視野に制限をかけたいようなケースでは、 
可視範囲設定ツールで簡単に可視範囲を設定できます。 


[可視範囲設定による制限の適用] 

可視範囲設定ツールによる制限は次の場合に適用されます。 

• 登録ユーザー権限で管理者ビューワーにアクセスした場合 

• VB ビューワーにアクセスした場合 

• RM - Lite でアクセスした場合 
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可視範囲設定ツール 


⑤~ S 


⑥ 一 a 



① 映像表示部 

現在のカメラ映像が表示されます。 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - M 40 
ビューワーと同じです。詳しくは、「ビューワーの操作 
方法」 （ P . 7-5) を参照してください。 

② [画面サイズ切換]ポタン 

ボタンをクリックするたびに、映像表示部のスクリーン 
サイズが「320 x 240」または「640 x 480」に切り換 
わります。 

③ [マウス操作切換]ポタン 

ボタンをクリックすると、 D に切り換わります。この 
状態で映像表示部にマウスのボインターを移動して左 
クリックすると、パン•チルト操作ができます。ボタン 
をもう一度クリックすると IH に戻ります。 

④ [カメラ制御権取得/解放]ポタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P . 7-7) を参照してくだ 
さい。 

⑤ [フォーカス] 

制御権を取得している場合に操作できます。フォーカス 
の操作は、管理者ビューワーと同じです。詳しくは、 
「フォーカスを設定する」 （ P . 7-14) を参照してくださ 
い0 

⑥ [スマートシェード補正] 

制御権を取得している場合に操作できます。スマート 
シェード補正の操作は、管理者ビューワーと同じです。 
詳しくは、「スマートシェード補正を設定する」 （ P . 7- 
14) を参照してください。 


⑦ [パノラマ画面] 

カメラに登録されているパノラマ画像が表示されます。 
また、可視範囲設定値を再現した可視範囲制限プレ 
ビュー枠が表示され、ドラッグ操作で枠の変形を行い、 
可視範囲設定値に反映できます。 

• 可視範囲制限プレビュー枠 

⑦ -1 パン•チルトプレビュー枠（赤色枠） 

. 上•下•左 • 右端の視野の範囲 

⑦ -2 広角プレビュー枠（緑色枠） 

. 広角制限設定（撮影枠の制限） 

⑦ -3 望遠プレビュー枠（黄色枠） 

. 望遠制限設定（最大倍率の制限） 

⑧ [デジタルズーム] 

現在のカメラのデジタルズームの使用状態をリアルタ 
イムで表爪します 0 

⑨ [ブレ補正] 

現在のカメラのブレ補正の使用状態をリアルタイムで 
表爪します 0 


⑩ [可視範囲制限を適用する] 

可視範囲制限を使用する場合は、 
チェックします。 


チェックボックスを 


⑪ 可視範囲設定値入カボックスおよび[取り込み] 

可視範囲設定値入カボックスに数値を入力することで 
設定値を変更できます。[取り込み]をクリックすると、 
現在のカメラアングルの値が可視範囲の設定値として 
取り込まれます。 


可視範囲設定ツールの表示画面について 
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• 可視範囲設定値 

[上端]:可視範囲の上端限界値。[取り込み]をクリッ 
クすると、現在のカメラアングルの上端値 
を取り込みます。 

[下端]:可視範囲の下端限界値。[取り込み]をク 
リックすると、現在のカメラアングルの下端 
値を取り込みます。 

[左端]:可視範囲の左端限界値。[取り込み]をク 
リックすると、現在のカメラアングルの左端 
値を取り込みます。 

[右端]:可視範囲の右端限界値。[取り込み]をクリッ 
クすると、現在のカメラアングルの右端値を 
取り込みます。 

[望遠]:可視範囲の望遠限界値。[取り込み]をク 
リックすると、現在のカメラアングルのズー 
ム値を取り込みます。 

[広角]:可視範囲の広角限界値。[取り込み]をクリッ 
クすると、現在のカメラアングルのズーム値 
を取り込みます。 

⑫[パノラマ画面に表示] 

現在の可視範囲の設定をパノラマ画面に適用します。こ 
の時点ではカメラに設定値は保存されません。必ず[設 
定を保存]を行ってください。 

⑬[設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保存さ 
れている設定内容に戻します。 

⑭[設定を保存] 

設定した可視範囲設定をカメラに保存します。 

可視範囲設定を行った際は、必ず[設定を保存]でカメ 
ラに保存してください。 


可視範囲を設定する 


可視範囲は、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力す 
るか、パノラマ画面の可視範囲制限プレビュー枠から、ま 
たは映像表示部のカメラアングルから設定値を変更でき 
ます。お使いの環境または目的に応じて選択してくださ 
い 0 


2パノラマ画面の上に表示された[パン•チルトプレ 
ビュー枠（赤色枠）]、[望遠プレビュー枠（黄色枠）]、 
[広角プレビュー枠（緑色枠）]をドラッグして変形し、 
可視範囲を設定する 

望遠 • 広角プレビュー枠は拡大 • 縮小の際、縦横比は 
一定になります。 

このとき、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することもできます。可視範囲設定値を調整 
した場合は、[パノラマ画面に表示]をクリックしてく 
ださい。設定値がパノラマ画面のプレビュー枠に反映 
されます。 

3 [設定を保存]をクリックする 



正しく適用されたことを確認して、[設定を保存]をク 
リックすると、カメラに設定値が保存されます。 

■ 映像表示部の映像から位置情報を取り込 
んで設定する 

1[可視範囲制限を適用する]をチェックする 

2 [カメラ制御権取得/解放]ポタンをクリックして、カメ 
ラの制御権を取得する 

3カメラを操作し、上端 • 下端 • 左端•右端•望遠•広 
角を設定したい位置にあわせて、各[取り込み]をク 
リックする 


取り込まれた可視範囲は可視範囲設定値入カボック 
ス、または可視範囲制限プレビュー枠で確認できます。 



■ パノラマ画像上のプレビュー枠を利用し 
て、可視範囲を設定する 

1[可視範囲制限を適用する]をチェックする 


4 [設定を保存]をクリックする 

カメラに設定値が保存されます。 
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可視範囲設定ツール 


左右最大撮影可能範囲- 

• パンおよびチルトの範囲はズーム倍率（視野角）によって変わ 
ります。 


[Ml メモ 

• 可視範囲設定をしていても、可視範囲の境界付近にカメラを制 
御した場合、一瞬可視範囲外が映り込むことがあります。 

• 可視範囲設定を解除したい場合は、[可視範囲制限を適用する] 
のチェックを外して、[設定を保存]をクリックします。 

• [可視範囲制限を適用する]をチェックした状態で設定値を空欄 
にすると、最大可視範囲が設定されます。 

• 制御可能範囲と撮影可能範囲は次のようになっています。 


胃重要 

• カメラの設置方法の設定を変更した場合は、パノラマ画像を 
撮影し直して再登録してください。 

• パノラマ画面は実際の映像と若干異なる場合があります。可 
視範囲設定を行ったのち、必ず VB ビューワーで可視範囲設定 
が正しく反映されているかどうかの確認を行ってください。 

• 設定の確認は VB ビューワーで行ってください（本ツールの映 
像表示部や、管理者ビューワーでは可視範囲制限が適用され 
ません）。 

• ブレ補正、デジタルズームの設定を変更した場合は、可視範 
囲設定を再度確認してください。 


撮影される映像 


I 


制限した可視範囲 


いったん、取大広角 
の中心までパン•チ 
J レトします。 

... I 


パン • チルトしたあ 
と、可視範囲内で広 
角が制御でぎます。 



可視範囲を狭くするとそれに伴ってズームの範囲も狭くなる 
ことがあります。 



広角にした場合、カメラの 
動作角度がそのままだと、 
可視範囲を越えて撮像して 
しまうので、自動的に動作 
角度は小さくなります。 



カメラ 



制限した可視範囲 
カメラの動作角度 


撮影される映像角度 


ズームを広角側に制御することで可視範囲を超えてしまう場 
合は、カメラはいったん、ワイド端が可視範囲内に収まる位置 
までパン•チルトします。その後、可視範囲内で広角側の制御 
が可能となります。 


最大広角_野角 

〇。 | " 


パン制御可能範囲 


-- 

上下最大撮影可能範囲 


祕瞄 V 3 丄1/ 


す力が 
定に度〇 
設的角す 
を動作ま 
0.自動 n - 
範 'のさ 
視とラ限 
可るメ制 


チルト制 JP 可能範囲 
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プリ セツト 設定 ツール 


M40 


プリセットやホームポジションを、より視覚的に容易に設定できるツールです。パノラマによるプレビューを参照しながら、 
マウス操作での設定が行えます。また、複数のプリセツトを巡回して監視を行うプリセツト巡回を設定できます。 



ビュ_ヮ_に反映 



重要 

カメラのインテリジェント機能を使用する場合、インテリジェント機能の監視対象となる力 
メラ位置を、プリセツト設定ツールでプリセツトとして登録しておくことを強く推奨します。 
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プリ セツト 設定 ツール 


プリセツト設定ツールの表示画面について 


プリセツト設定ツールの表示画面には、[プリセツト]タブと[プリセツト巡回]タブの2つがあります。 

[プリセツト]タブでは、パノラマ画面を参照しながら最大20個のプリセツトとホームポジションを設定します。 
[プリセツト巡回]タブでは、複数のプリセツトを巡回して監視を行うプリセツト巡回を設定します。 

ここでは、[プリセツト]タブの表示画面について説明します。 

[プリセツト巡回]タブについては、「プリセツト巡回について」 （ P _ 6-20) をご覧ください。 

■ [プリセツト]タブの表示画面について 



① 映像表示部 

現在のカメラ映像が表示されます。 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - M 40 
ビューワーと同じです。詳しくは、「ビューワーの操作 
方法」 （ P . 7-5) を参照してください。 

② [画面サイズ切換]ポタン 

ボタンをクリックするたびに、映像表示部のスクリーン 
サイズが「320 x 240」または「640 x 480」に切り換 
わります。 

③ [マウス操作切換]ポタン 

ボタンをクリックすると、 亞 に切り換わります。この 
状態で映像表示部にマウスのボインターを移動して左 
クリックすると、パン•チルト操作ができます。ボタン 
をもう一度クリックするとに戻ります。 


④ [カメラ制御権取得/解放]ポタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P _ 7-7) を参照してくだ 
さい。 

⑤ [フォーカス] 

制御権を取得している場合に操作できます。フォーカス 
の操作は、管理者ビューワーと同じです。詳しくは、 
「フォーカスを設定する」 （ P . 7-14) を参照してくださ 
い0 

⑥ [スマートシヱード補正] 

制御権を取得している場合に操作できます。スマート 
シェード補正の操作は、管理者ビューワーと同じです。 
詳しくは、「スマートシェード補正を設定する」 

( P . 7-14) を参照してください。 


⑫ -2 


-- 



■ 

卜 ! V 1 



プリセット名（日本路 



•y 處猫 V3IJU 


⑧ ⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮ 


©- 


①- 


⑤ ⑥ 
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⑦ [パノラマ画面] 

カメラに登録されているパノラマ画像が表示されます。 
プリセット設定値を再現したプリセットプレビュー枠 
(黄色）が表示され、ドラッグ操作で枠のサイズ変更•移 
動を行い、プリセット設定値に反映できます。また、可 
視範囲制限の設定がある場合は、その領域が青色枠で表 
示されます。 

⑧ [プリセット] タブ/ [プリ セット巡回]タブ 

プリセット設定とプリセット巡回設定のタブ表示を切 
り換えます。 

⑨ [プリセット/ホーム ポジション] 選択ボックス 

設定を行うプリセット1〜20または[ホームポジショ 
ン]の選択をします。 

⑩ [簡単登録] 

現在のカメラの位置を取り込んでプリセット設定値と 
して登録します。 

⑪[プリセット名（半角英数字） ]/ [プリセット名（日本語)] 

プリセット名を64文字以内で入力できます。半角英数 
字と日本語の名称が設定できます。半角英数字のプ U 
セット名は必ず入力してください。半角英数字と日本語 
を両方入力した場合、ビューワーのプリセットには日本 
語が優先で表示されます。 

⑨で[ホーム ポジション] を選択した場合は、グレー表 
示になります。 

[プリセット名（半角英数字）]には、 ASCII 文字（スペー 
スまたは印字可能文字）が使用できます。 

[プリセット名（日本語）]には 、 JIS X 0208 -1990 に含 
まれる文字が使用できます。 

⑫[詳細設定] 

詳細設定の項目を表示します。 

⑫ -1 [ビュー ワーで使用する]チェックボックス 

ビューワーでプリセットを使用する場合はチェッ 
クボックスをチェックします。⑨で[ホームポジ 
シヨン]を選択した場合は、グレー表示になります。 


• [フオーカスモード] 

カメラの フオーカスモー ドを [オー ト]、 [マ 
ニュアル]、[無限遠固定]から選択します。 （ P . 7- 

14) 

• [スマートシェード補正] 

カメラのスマートシェード補正を[切]または 
[1]( 弱）〜 P ] (強）の7段階から選択します。 

• [ホワイトバランス] 

ホワイトバランスを[オート]または使用状況の 
光源にあわせて選択します。光源の詳細は P .5- 
10 を参照して ください。 

• [ R ゲイン] [ B ゲイン] 

[ホワイトバランス]が[マニュアル]の場合、ゲ 
イン値をそれぞれ〇〜1023の間で設定します。 

⑬ [カメラ情報の取り込み] 

現在の映像表示部でのカメラアングルや、⑤[フオーカ 
ス]、⑥[スマートシェード補正]の設定を取り込み、パ 
ノラマ画面やカメラパラメーターの各値に反映します。 

⑭ [設定のプレビュー] 

編集中のカメラパラメーターの各値で、カメラアングル 
や⑤[フオーカス]、⑥[スマートシェード補正]を合わ 
せ、映像表示部にプレビューします。 

⑮ [設定のクリア] 

選択しているプリセツトの設定を、破棄します。 

⑯ [設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保存さ 
れている設定内容に戻します。 

⑰ [設定を保存] 

編集したプリセツト設定値をカメラに保存します。 

プリセツト設定を行った際は、必ず[設定を保存]で力 
メラに保存してください。 


⑫ -2 カメラ パラメーター 

[パン]、[チルト]でセットしたいアングルの中心 
の角度を入力してください。[ズーム]は視野角を 
入力してください。 

• カメラアングル 

[パン] • • •カメラのパン位置を設定します。 
[チルト] • • カメラのチルト位置を設定します。 
[ズーム] • • カメラの画角を設定します。 


• [逆光補正] 

カメラの逆光補正を[切]、[入]から選択します。 
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プリ セツト 設定 ツール 


プリセツトを設定する 


プリセツトは、次の2種類の方法で設定できます。お使い 
の環境または目的に応じて選択してください。 

■ 映像表示部のカメラアングルか5設定す 
る 

1設定するプリセツトを[プリセツト/ホーム ポジション] 
選択ボックスから選択し、[プリセツト名]を入力する 



2 [カメラ制御権取得/解放]ポタンをクリックして、カメ 
ラの制御権を取得する 



3映像表示部でカメラを操作し、設定したい位置にあわ 
せて、[簡単登録]をクリックする 

■パノラマ画面のプレビュー枠を利用し 
て、プ II セットを設定する 

パノラマ画面のプレビュー枠を利用して、プリセツトを設 
定します。 



設定するプリセットを[プリセット/ホーム ポジション] 
選択ボックスから選択し、[プリセット名]を入力する 

プリセツト名（半角英数字）は必ず入力してください。 


2パノラマ画像の上に表示されたプリセットプレビュー 
枠をドラッグして移動 • 変形してプリセットを設定す 
る 

パノラマ画像上をクリックすると、その地点を中心と 
するようにプレビュー枠が移動します。 

3 [設定 プレビュー] をクリックする 

設定がパノラマ画面のプレビュー枠および映像表示部 
に反映されます。 



設定値を誤ってプレビューした場合など、カメラに登 
録された設定値に戻したい場合は、[設定を戻す]をク 
リックします。 

4 [設定を保存]をクリックする 


■ 詳細設定を行う 

カメラアングルの微調整や、映像の調整を行う場合は、プ 
リセットの設定をカメラに保存する前に[詳細設定]をク 
リックして設定します。 

1[ビュー ワ ーで 使用する]チェックボックスをチェック 
する 



2 [カメラ情報の取り込み]をクリックする 

映像表示部でのカメラパラメーターが[詳細設定]に 
取り込まれます。 

3日央像を見ながら、カメラアングルを微調整し、フォー 
カスやスマートシェード補正などの画質を調整する 
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4 [設定のプレビュー]をクリックする 

設定がパノラマ画面のプレビュー枠および映像表示部 
に反映されます。 

設定値を誤ってプレビューした場合など、カメラに登 
録された設定値に戻したい場合は、[設定を戻す]をク 
リックします。 

g [簡単登録]をクリックする 


國重要 

• ビュ_ワ_でプリセットを使用するには、 [ビュ _ワ_で使用 
する]チェックボックスをチェックしてください。 

• フォーカスモードをマニュアルにする場合は、映像表示部で 
実際の映像を見ながらマニュアルでフォーカスの調整を行い 
ます。フォーカスの調整後、[カメラ情報の取り込み]で設定 
してください。[設定を保存]でフォーカス値が保存されます。 

• プリセット設定を行った後、ブレ補正の設定を変更すると、 
設定時の画角と操作時の画角が一致しなくなります （ P . 5- 
11)。ブレ補正の設定を変更した場合は、プリセット設定を 
再度確認してください。 

• ドーム八ウジングを使用する場合は、必ずドームを装着した 
状態でプリセット設定を行ってください。 

• カメラの設置条件を変更した場合は、プリセツト設定をし直 
してください。 


圍メモ 

• プリセットは最大20個まで設定できます。 

• プリセットの設定変更は、接続中のビューワーには反映されま 
せん。 

• [詳細設定]の [ビュー ワーで使用する]のチェックを外すと、 
ビューワーでプリセットを使用しないようにできます。 

• デジタルズーム領域でのプリセツト位置設定はできません。 


プリセツト巡回について 


すでに設定した複数のプ U セツトを巡回して監視を行う、 
プリセツト巡回を設定します。 


■ [プリセツト巡回]タブの表示画面につい 
て 



①[プリセット巡回]選択ボックス 

プリセット巡回を行うタイミングを次から選択します。 

[使用しない] 

プリセツト巡回は作動しません。 

[ビューワー接続中] 

VB ビューワーなどでカメラに接続しているときに 
作動します。 


[常時] 

プリセツト巡回は常に作動します。 

②巡回スケジュールー覧 

プリセツト巡回設定をしたプリセツトの一覧が表示さ 
れます。 


③[上へ].[下へ] 

巡回スケジュールー覧のプリセットを選択し、 [上へ] 
または [下へ] をクリックすると、プリセット巡回の順 
序を変更します。プリセツト巡回は上から順に行われま 
す0 


④[削除] 

巡回スケジュールー覧から選択したプリセツトを削除 
します。 


⑤[プリセット]選択ボックス 

巡回スケジュールー覧に追加するプリセツトを選択し 
ます。 
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プリ セツト 設定 ツール 


⑥ [プレビュー] 

カメラのアングルが選択したプリセットに切り換わり、 
映像表示部で確認できます。 

⑦ [移動速度 （PT)] 

パン • チルトを行う際のカメラの移動速度を[遅い]、 
[普通]、[速い]から選択します。 

⑧ [移動速度 （ Z ) ] 

ズームを行う際のカメラの速度を[遅い]、[速い]から 
選択します。 

⑨ [静止時間（秒）] 

プリセット位置にカメラが停止する時間を〇〜120秒 
の範囲で5秒单位で設定します。 

⑩ [追加] 

設定したプリセットを巡回スケジュールー覧に追加し 

よ4 〇 

⑪ [変更] 

巡回スケジュールー覧から選択したプリセット間の移 
動速度や、静止時間の設定を変更できます。 

^メモ 

• ビューワーや管理ツールなどでカメラ制御が行われていると 
きは、プリセット巡回は行われません。 

• RM-Lite で制御権が取得されているときは、プリセット巡回は 
行われません。 

■ プリセツト巡回を設定する 

1[プリセット巡回]選択ボックスから巡回方法を選択す 
る 

[ビューワー接続中]または[常時]を選択してくださ 
い 0 


力 t ゥト ブルット巡回 



2 [プリセット]選択ボックスから、巡回スケジュールに 
加えたいプリセット番号を選択し、[追加]をクリック 
する 

巡回スケジュールー覧にプリセツトが登録されます。 
最大20個まで登録できます。 



3巡回スケジュールー覧でプリセツトを選択し、[移動 
速度 （PT)] 、[移動速度 （Z)] 、[静止時間（秒）]でプ 
リセツトのパン•チルト•ズームの速度と、プリセツ 
卜位置で静止する秒数を設定して、[変更]をクリック 
する 



[プレビュー]をクリックすると、カメラアングルがこ 
のプリセットに切り換わり、映像表示部で確認できま 
す。 

巡回スケジュールー覧の内容を破棄し、カメラに登録 
された設定に戻したい場合は、[設定を戻す]をクリッ 
クします。 

4 [設定を保存]をクリックする 

巡回スケジュールー覧の設定が完了したら、[設定を保 
存]をクリックしてください。カメラに設定値が保存 
されます。 

國重要 

プリセット巡回を使用する場合は、インテリジェント機能を使 
用しないでください。また、[デイナイト]の設定を[オート]に 
した場合、パン•チルト • ズ_ム • フォーカスの焦点が合って 
から静止時間をカウントするため、静止時間が延びる場合があ 
ります。 

圍メモ 

ホームポジションを巡回スケジュールー覧に追加することはでき 
ません。 
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インテリジェント機能設定ツール 


被写体が動くことで映像に変化があった場合、その時点でアップ□ード、ビューワーへの通知、音声の再生などを行うイン 
テリジェント機能を設定するためのツールです。 



録画サーノ（一で録画 アップ□—ド 


インテリジェント機能には、次の5つの検知種別があります。目的に応じた検知種別を利用してください。 


動体検知 

動いている物体を検知します。来訪者や不審者の検知に利用できます。 
検知領域内に動く物体が入っている間、動体検知になります。 



背景初期化 動体検知 
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インテリジェント機能設定ツール 


置き去り検知 

持ち込まれた物体が一定時間以上、置かれたままであることを検知します。置き去りに 
された不審物の検知に利用できます。 

検知領域内に物体が置かれ、そのまま判定時間を経過すると、置き去りと判定します。 




背景初期化 


発生 


判定時間後 


置き去り検知 



持ち去り検知 

物体が持ち去られたことを検知します。貴童品などの持ち去り行為の検知に利用できます。 
検知領域内の物体が持ち去られ、そのまま判定時間を経過すると、持ち去りと判定します。 



いたずら検知 

撮影が妨げられたことを検知します。カメラの向きを変えたり、スプレーなどで映像表 
示を妨害する行為の検知に利用できます。 

設定した面積より広い領域が物体などで変化し続けると、いたずらと判定します。 



音量検知 

音量レベルの設定に従って検知します。設定の詳細は「5章設定ページ」の[イベント] 
> [音量検知] ( P . 5-20) を参照してください。 

































































































⑨ ⑤④⑲ ⑲ 


① 映像表示部 

現在のカメラ映像が表示されます。検知領域が半透明の 
塗りつぶし（四角または多角形）で表示され、ドラッグ 
操作で枠の変更ができます。また、動きが検知された被 
写体は輪郭線で表示されます。 

iwglll 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - M 40 
ビューワーと同じです。詳しくは、「ビューワーの操作 
方法」 （ P _ 7-5) を参照してください。 

ただし、⑩[カメラ位置を固定する]にチェックが付い 
ているときは、カメラがプリセット位置に固定されパ 
ン•チルト • ズーム操作はできません。 

② [画面サイズ切換]ポタン 

ボタンをクリックするたびに、映像表示部のスクリーン 
サイズが「320 x 240」または「640 x 480」に切り換わ 
ります。 


③ [マウス操作切換]ポタン EE3 

ボタンをクリックするたびに IB と M の間で切り換わ 
り、映像表示部でのマウス操作が変わります。 

ボタンが D の状態のとき、検知領域の作成 • サイズ変 
更 • 移動ができます。 

このとき、カメラの向きは変わりません。 

ボタンが 益の 状態で、⑩[カメラ位置を固定する]に 
チェックが付いていないときに、カメラのパン•チルト 
操作ができます。 

④ [逆光補正]ポタン 

逆光補正の入/切をします。映像が逆光で暗いときに使 
用すると効果があります。 

⑤ [カメラ制御権取得/解放]ポタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P . 7-7) を参照してくだ 
さい。管理者ビューワーなど他でカメラ制御権が取得さ 
れていなければ、インテリジェント機能設定ツールを起 
動した時点で、制御権は取得されます。 


⑧- 


⑦ 



②③ EEEJ 


■⑩ EESJ 
-⑪ EE 2 J 

-⑫ 




挨知棰別 状態 


効体検知 有効 


直 


インテリジ丄ント檯能の再起動 


H I 削除 —g 

hi I 

:！ 


注思 

カメラご利用上の注意事項 

インテリジェント機能は高い信頼性が求められる用途には適していません。監視などで常に高い信頼性が要求され 
る用途では、使用しないことをお勧めします。インテリジェント機能の動作の結果生じた事故、損害などについ 
て、弊社では一切の責任を負いかねます。 


インテリジェント機能設定ツールの表示画面について 


M き 


，，.卿： 


検知投定名(半角英数字〉: 


こ峨知鼓有効にする 


⑬⑭⑮⑯⑰ 


⑥ 
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インテリジェント機能設定ツール 


⑥ [フオーカス] 

制御権を取得している場合に操作できます。フォーカス 
の操作は、管理者ビューワーと同じです。詳しくは、 
「フォーカスを設定する」 （ P . 7-14) を参照してくださ 
い 0 

EE 3 

⑩[カメラ位置を固定する]チェックボックスがチェッ 
クされているときは操作できません。 

⑦ [スマートシェード補正] 

制御権を取得している場合に操作できます。スマート 
シェード補正の操作は、管理者ビューワーと同じです。 
詳しくは、「スマートシェード補正を設定する」 （ P . 7- 
14) を参照してください。 

EE 3 

⑩[カメラ位置を固定する ] チェックボックスがチェッ 
クされているときは操作できません。 

⑧ [表示オプション] 

映像表示部に表示する[検知領域]または[検知結果]を 
次から選択します。 

• [選択中の検知設定のみ] 

検知設定一覧で選択している検知設定の検知領域ま 
たは検知結果のみ表示します。 

• [すべての検知設定] 

検知設定一覧のすべての検知設定の検知領域または 
検知結果を表示します。 

• [同じ検知種別の検知設定] 

検知設定一覧で選択している検知設定と同じ種別の 
検知設定の検知領域、または検知結果を表示します。 

• [表示しない] 

すべての検知領域または検知結果を表示しません。 

⑨ [インテリジェント機能の再起動] 

設定中に背景の映像が変化してしまったときや、設定ど 
おりの検知結果にならないときは、ボタンをクリックし 
てインテリジェント機能を再起動してください。 

11重要 

インテリジェント機能の再起動には数十秒かかります。再起動 
中は、検知が実行されません。 

⑩ [カメラ位置を固定する]チェックボックス IMTtl 

プリセット選択ボックスで選択したプリセットにカメ 
ラ位置を移動して固定する場合は、チェックボックスを 
チェックします。正しい検知結果を得るために、カメラ 
位置を固定して検知設定を行ってください。 

カメラ制御権を取得していない場合は、グレー表示にな 
ります。 


⑪ カメラ位置選択ボックス msi 

カメラを固定する位置を、可視範囲内のプリセットおよ 
びホームポジションから選択します。プリセットおよび 
ホームポジションは、プリセット設定ツールで設定して 
ください （ P . 6-2) 〇 

⑫ [検知設定一覧] 

設定した検知設定の一覧が表示されます。 

⑬[追加] 

新規検知設定ダイアログが表示され、検知設定を追加で 
きます。 

⑭[削除] 

検知設定一覧から選択した検知設定を削除します。 

⑮ [検知設定番号]、[検知種別] 

[検知設定一覧]で選択している検知設定の番号および 
検知種別を表示します。 

⑯ [この検知設定を有効にする]チェックボックス 

検知設定一覧で選択している検知設定を有効にする場 
合は、チェックボックスをチェックします。 

⑰ [検知条件]タブ/ [イベント]タブ 

検知条件タブとイベントタブの表示を切り換えます。 

• [検知条件] 

検知設定名、検知領域、検知条件を指定します ( P . 6- 

27)〇 

• [イベント] 

イベント発生時の動作を指定します ( P . 6-28)。 

⑲[設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保存さ 
れている設定内容に戻します。 

⑲[設定を保存] 

編集した検知設定をカメラに保存します。 

検知設定を行った際は、必ず[設定を保存]でカメラに 
保存してください。 
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インテリジェント機能設定の流れ 

インテリジェント機能は次の手順で設定します。設定方法 
の詳細については、各参照ページをご覧ください。 

■ カメラ位置の設定 K1 

1プリセット設定ツールで、カメラのアングルをプリ 
セット登録しておく 

プリセット設定方法の詳細については、「プリセット設 
定ツール」 （P. 6-16) をご覧ください。 

團重要 

あらかじめカメラのアングルをプリセット設定しておき、イン 
テリジェント機能設定ツールでカメラをプリセット位置に固定 
することを強く推奨します。また、対象となる物体が大きく撮 
影される画角をお勧めします。 


2インテリジェント機能設定ツールを起動する 


3カメラ位置を設定する 

カメラ制御権を取得し、[カメラ位置を固定する]を 
チェックしてプリセットを選択します。 

あらかじめプリセット設定ツールで、プリセットの設 
定を行ってください （P. 6-2)。 



■インテリジェント櫬能の設定 

1検知設定を追加する 

[検知設定一覧]の[追加]をク U ックすると、[新規検 
知設定]ダイアログが表示されますので、追加する検 
知設定の[検知設定番号]と[検知種別]を設定して 
[〇 K] をクリックします。 

最大15種類の検知設定を登録できます。 


②[検知種別] 

[動体検知]、[置き去り検知]、[持ち去り検知]、[いたず 
ら検知]から、目的に合った検知種別を選択します。種 
別の詳細は P. 6-22 を参照してください。 

2検知設定を有効にする 

検知設定を有効にする場合、[この検知設定を有効にす 
る]をチェックします。 

無効にしたいときはチェックを外してください。 



3検知条件を設定する（[検知条件]タブ P. 6-27) 

映像表示部で操作、確認しながら、検知条件を設定し 
よ9 〇 

4被写体の変化を検知したときの動作を設定する（[イ 
ベント]タブ P. 6-28) 

検知時のメール通報、アップ□ー ド、音声再生を設定 
します。 

g 検知設定をカメラに保存する 

[設定を保存]をクリックして、設定した内容をカメラ 
に保存します。 

0検知結果を確認する 

設定した検知設定の検知状況は、管理者ビューワーの 
イベント表示パネルのアイコンで確認できます （P. 7- 

17) 〇 



① 

② 


①[検知設定番号] 

設定する検知領域の検知設定番号を1〜15から指定 
しよ 9 〇 
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インテリジェント機能設定ツール 


胃重要 

インテリジェント機能設定 • 運用上の注意 

• インテリジェント機能を設定するにあたっては、実際に検知 
テストを行い、正しく検知できるか確認してください。 

• 画面全体に急激な明暗の変化が発生した場合、最長5分間、意 
図通りに検知されないことがあります。 

• [デイナイト]の設定が[オート]の場合は、[デイモード]/ [ナ 
イトモード]の自動切り換えが行われたときに[インテリジェ 
ント機能の再起動中です。しばらくお待ちください。 ] と表示さ 
れ、インテリジェント機能が再起動します。再起動中は検知 
が実行されません。 

• オンスクリーンを表示する領域には、検知領域を設定しない 
でください。 

• プライバシーマスク設定エリアは、被写体の動きを検知でき 
ません。 

■刪 " 

• インテリジェント機能の設定中や動作中にカメラ操作をした 
場合は、[インテリジェント機能の再起動中です。しばらくお 
待ちください。 ] と表示され、インテリジェント機能が再起動 
します。再起動中は検知が実行されません。 

• カメラ操作で画角を変更した場合や、カメラ位置に固定して 
いるプリセツトやホームポジションをプリセツト設定ツール 
で変更した場合は、インテリジェント機能設定を見直してく 
ださい。 

苦手被写体 

• 背景との、明るさや色の違いが少ない物体および部分は、検 
知されない場合があります。 

• 画面上の小さな物体や変化は、検知されない場合があります。 

• 画面全体や一部の明るさの変化が、検知される場合がありま 
す。 

• 複数の物体が重なると、検知状態が変化する場合があります。 


インテリジェント機能の検知設定をする 
■ 検知条件を設定する （ [検知条件]タブ） 

検知条件を映像表示部で操作、確認しながら設定します。 

[検知条件]タブ 



① 


② 

③ 

④ 


映像表示部 



検知領域 


① t 検知設定名（半角英数字)]/丨検知設定名（日本語)1 

検知設定名を64文字以内で入力します。半角英数字の 
検知設定名は必ず入力してください。 

[検知設定名（半角英数字）]には ASCII 文字（スペース 
または印字可能文字）が使用できます。 

[検知設定名（日本語）]には JISX 0208-1990 に含まれ 
る文字が使用できます。 

② [領域の形状] 

映像表示部で設定する検知領域の形状を、[四角形]か 
[多角形]から選択します。 

検知領域の設定操作については、「検知種別ごとの検知 
条件を設定する」 （ P . 6-29) を参照してください。 

[クリア] 

[領域の形状]が[多角形]の場合、映像表示部に設定し 
た検知領域を削除します。 

③ [表示色] 

検知設定の色を選択します。ここで選択した色は、映像 
表示部の検知領域の表示色になります。 
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④ [物体の大きさ（％) ] [変化割合（％) ] [判定時間（秒）] 

設定した検知領域に対する、検知した大きさや変化の割 
合、判定時間の下限値を設定します。ここで設定した値 
を超えたとき、検知あり状態となります。 

テキストボックスをクリックして数値を直接入力する 
か、スライダーで設定します。 

設定方法の詳細は「検知種別ごとの検知条件を設定する」 
(P. 6-29) を参照してください。 

國重要 

• 検知条件の設定は、できる限り実際の運用に近い状態で設定 
することをお勧めします。 


■ イベント時の動作を設定する 
( [イベント]タブ） 

被写体の変化を検知したときの動作を設定します。 

[イベント]タブ 



② イベント時の動作の指定（複数指定可能） 

[メール通報]チェックボックス 

チェックすると、①で指定したタイミングでメール通報 
を行います。あらかじめ、設定ページの[アップ□ー ド] 
で、[メール通報]の設定をする必要があります （P. 5- 

17)〇 

[アップロード] チェックボックス 

チェックすると、①で指定したタイミングでアップ□一 
ドを行います。あらかじめ、設定ページの[アップ□一 
ド]で、アップ□ー ド全般の設定をする必要があります 

(P. 5-15) 〇 

③ 音声再生のタイミングの指定 

[0N イベント時の音声再生]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態になったとき、④[再 
生音名]で設定した音声を再生します。 

[〇 FF イベント時の音声再生]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態が終了したとき、 

④[再生音名]で設定した音声を再生します。 

④ 再生音の設定 
[再生音名] 

再生する音声を選択します。設定ページの[イベント] 
で、[再生音ファイル登録]を設定した再生音名がプルダ 
ウンリストに表示されます （P. 5-22) 。 

[音量] 

再生音の音量を1〜100の範囲で設定します。 


① 動作のタイミングの指定（複数指定可能) 


■ 検知領域を設定する 


[ON イベント時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態になったとき、 

②[メール通報]、[アップ□ー ド]の設定にしたがった 
処理を行います。 


検知領域は、映像表示部で設定します。 



[OFF イベント時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態が終了したとき、 

②[メール通報]、[アップ□ー ド]の設定にしたがった 
処理を行います。 


[検知あり状態時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態の続く間、②[メール 
通報]、[アップ□ー ド]の設定にしたがった処理を行い 
よ 9 〇 


[四角形]で検知領域を設定する場合 

映像表示部にデフオルトで四角形が表示されるので、その 
四角形を移動、リサイズして、検知する領域を設定します。 
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インテリジェント機能設定ツール 


[多角形]で検知領域を設定する場合 

最大32頂点の多角形の領域を指定できます。 

映像表示部で多角形の頂点を順番にクリックします。最初 
の頂点をもう一度クリックすると多角形が作成され、検知 
領域として設定されます。設定した領域をドラッグして移 
動ちできます。 



圍メモ 

• 各頂点の"をドラッグすると多角形の形状を変更できます。 

• [クリア]をクリックすると、多角形の検知領域はクリアされます。 
• いたずら検知の検知領域は変更できません。 

[四角形]から[多角形]への変更、および[多角形]から[四 
角形]への変更 

すでに検知領域を設定していた場合、形状を変更すると領 
域が削除され、新しい描画設定に切り換わります。 

■ 検知種別ごとの検知条件を設定する 

検知種別によって、検知条件の設定内容が異なります。 


動きが検出されたすベての物体には輪郭が表示されます。 
[物体の大きさ（％) ] より動体が小さい場合、輪郭は白の線 
で表示されます。[物体の大きさ（％) ] より大きい動体の場 
合は、輪郭が検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」状 
態であることを表します。 



[置き去り検知]の検知条件 

物体が置かれたことを検知したい領域を、検知領域に設定 
しよ9 〇 



[物体の大きさ（％) ] 

検知領域に対する、検知領域内に置かれた物体の大きさの 
割合を、入力またはスライダーで設定します。 

[物体の大きさ（％) ] を変更すると、物体の大きさを表すイ 
ンジケーター枠が、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大きさの割合を確認しながら設定できます。 

[判定時間（秒 : M 

物体が置かれてからの経過時間を設定します。 


[動体検知]の検知条件 

動いている物体を検知したい領域を、検知領域に設定しま 
す0 



[物体の大きさ（％)]には、検知領域に対する、検知領域内 
で動く物体の大きさの割合を、入力またはスライダーで設 
定します。 

カメラが動体を検知した領域の割合が、[物体の大きさ(％)] 
の設定値を超えたとき、検知あり状態になります。 

[物体の大きさ（％) ] を変更すると、物体の大きさを表すイ 
ンジケーター枠が、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大きさの割合を確認しながら設定できます。 



検知領域 

物体の大きさの 
インジケーター 


[物体の大きさ（％) ] と[判定時間（秒)]の設定値を両方超 
えたとき、検知あり状態になります。 



物体の大きさの 
インジケーター 


検知領域 


動きが検出されたすベての物体には輪郭が表示されます。 
[物体の大きさ（％) ] と[判定時間（秒）]を満たさない場合、 
輪郭は白の線で表示されます。すべての検知条件を満たし 
た場合、輪郭は検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」 
状態であることを表します。 



置き去り検知された 
物体の輪郭 











































































[持ち去り検知]の検知条件 

持ち去りを検知したい物体を検知領域に設定します。 



[判定時間（秒）]には、持ち去られてからの経過時間を設 
定します。検知領域内の物体が持ち去られ、[判定時間 
(秒）]以上経過したとき、検知あり状態になります。 


■持ち去りを検知する物体 



動きが検出されたすベての物体には輪郭が表示されます。 
[判定時間（秒）]未満の間、輪郭は白の線で表示されます。 
[判定時間（秒）]以上経過すると、輪郭が検知領域と同じ 
色で表示され、「検知あり」状態であることを表します。 



持ち去り検知された 
物体の輪郭 


國重要 

持ち去り検知の検知領域は、対象物の外形に沿って正確に設定 
してください。対象物の影や隣接する物体の影響で、対象物が 
実際より大きな物体として認識され、持ち去りを検知できない 
場合があります。その場合は、対象物と認識された輪郭に沿っ 
て、検知領域を再設定してください。 

[いたずら検知]の検知条件 

[いたずら検知]の場合は映像表示部全体が検知領域にな 
ります。[変化割合（％) ] で設定した割合を超える面積の 
映像が妨げられたときに「検知あり」と判定します。 



[変化割合（％) ] を変更すると、妨げられる面積を表すイン 
ジケーター枠が、映像表示部中央に1秒間表示されるので、 
映像表示部全体に占める割合を確認しながら設定できま 
す0 



妨げられる面積の 
インジケーター 


動きが検出されたすベての物体には輪郭が表示されます。 
[変化割合(％) ] 未満の大きさの場合、輪郭は白の線で表示 
されます。[変化割合（％) ] 以上の大きさで映像が変化す 
ると、輪郭が検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」状 
態であることを表します。 



いたずら検知された 
物体の輪郭 


国メモ 

インテリジェント機能設定ツールの画面上で右クリックするとメ 
ニューが表示され、次の機能が使用できます。 

[検知領域をコピー] 

設定中の検知設定の検知領域をコピーします。 

[検知領域を貼り付け] 

コピーされている検知領域を、設定中の検知設定に貼り付けま 
す。し V ■こずら検知には貼り付けられません。 

[検知領域をクリア] 

設定中の検知設定の検知領域をクリアします。いたずら検知で 
はクリアできません。 

[検知条件の設定値をコピー] 

設定中の検知設定の検知条件をコピーします。 

[検知条件の設定値を貼り付け] 

コピーされている検知条件を、設定中の検知設定に貼り付けま 
す0 


[イベントの設定値をコピー] 

設定中の検知設定のイベント内容をコピーします。 

[イベントの設定値を貼り付け] 

コピーされているイベント内容を、設定中の検知設定に貼り付 
けます。 
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① [ダウン□ー ド] 

カメラ本体または SD メモリーカードから□グファイル 
をダウン□ー ドします。 

② [再読み込み] 

表示中の□グファイルを再度読み込み、最新のログを表 
爪しよ f 〇 

③ [前のファイル] 

本体メモリーまたは SD メモリーカードの□グファイル 
が複数に分かれている場合、表示中の□グー覧の前の 
ファイルを読み込み、表示します。 

④ [次のファイル] 

カメラ本体または SD メモリーカードの□グファイルが 
複数ある場合、表示中の□グー覧の次のファイルを読み 
込み、表示します。 

⑤ [□一カルファイルを開く] 

PC に保存されているログファイルを□グ表示領域に読 
み込みます。 

⑥ [□一カルファイルに保存] 

表示中の□グデータを PC にテキストファイルで保存し 
ます。 

⑦ 読み込み元 

□グファイルの読み込み元の名称が表示されます。 



⑰ ⑬ 


カメラ内蔵メモリーの場合：カメラ（本体メモリー） 
SD メモリーカードの場合：カメラ （ SD カード） 

PC に保存されているファイルの場合：ファイル名 

⑧ [コピー] 

□グ表示領域上で選択したログを、クリップ ボー ドに コ 
ピーします。 

⑨ [すべて選択] 

□グ表示領域に表示されているすべてのログを選択し 

On 9 〇 

⑩ [すべての□グを表示する]チェックボックス 

チェックすると、□グ コー ドがないものも含めたすべて 
のログが表示されます。 

⑪ログ表示領域 

カメラ、 SD メモリーカード、または PC から読み込ん 
だログファイルの内容が表示されます。 

⑫[ログ種別] 

フイ）レター機能で表示するログの種別を選択します。 
[指定しない]: 

ログの種類を指定しません。 


ログビューワー 


カメラの動作状況のログを閲覧できるツー)レです。 

ログビュ ワ の表示画面について 


/〇2 
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[種別を指定する]: 

ログのレベル （ [エラー]、[警告]、[情報])、および、 
ログを出力したモジュール （[アプリケーション]、 
[HTTP サーバー]、[システム])をチェックしてログの 
種別を指定します。複数チェックできます。 

[コードを指定する]: 

入力した□グコードに該当するログが表示されます。 

⑬ 旧時] 

フィ）レター機能で表示するログの日時を設定します。 
[開始日時を指定する]/ [終了日時を指定する]チェック 
ボックスをチェックし、日時を設定してください。 

⑭ [フイルターの適用] 

フィルターを適用した結果を□グ表示領域に表示しま 


す0 


⑮ [検索する文字列] 

検索する文字列を入力します。 

⑯ [大文字と小文字を区別する]チェックボックス 

検索時に大文字と小文字を区別するかどうかを指定し 
ます。チェックすると、[検索する文字列]と完全に一致 
する文字列を検索します。 

⑰ [前へ]/ [次へ] 

⑲[検索]の検索結果から、[次へ]で下へ選択表示し、 
[前へ]で上へ選択表示します。 

⑬ [検索] 

表示中の□グー覧から、検索文字列を含むログを上から 
検索し、表示します。 

国メモ 

□グビューワーではログの削除はできません。 


ログファイルをダウンロードする 

□グビューワーを起動すると、自動的に最新の□グファイ 
ルを取得し、表示します。 

新たに□グファイルの一覧を取得するには、[ダウン□一 
ド]をクリックします。[ダウン□ード]ダイアログが表示 
されますので、ダウンロード元を[本体メモリー]または 
[SD カード]から選択します。 

一覧の取得が完了すると、ログファイルの一覧をダイアロ 
グに表示します。閲覧したいログファイルを選択し、[ダウ 
ン□ー ド]をクリックすると、選択した□グファイルをダ 
ウン□ー ドします。 



ログを閲覧する 


ログには次の内容が表示されます。 

• コード 

□グコードが表示されます。□グコードは「□グメッ 
セージー覧」 （P_ 8-8) を参照してください。 

□グコードとともに、そのレベルに応じた3種類のアイ 
コンが表示されます。 

また、□グコードなしのログは、アイコンなしで表示さ 
れます。 


□] エラー レベル t 警告レベル 

| 情報レベル 


•日時 

ログの発生日時が表示されます。 

• メッセージ 

ログのメッセージが表示されます。 
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□グビューワー 


■ ログをファイルに保存/保存したファイ 
ルを開< 

保存のしかた 

[□一カルファイルに保存]をクリックし、[名前を付けて 
保存]ダイアログで保存します。 

閲覧のしかた 

[□一カルファイルを開く]をクリックし、[ファイルを開 
く]ダイアログで□グファイルを選択します。 

■ ログのコピーや検索 

コピーのしかた 

コピーしたいログをクリックで選択し、[コピー]をクリッ 
クします。 

検索のしかた 

[検索する文字列]に検索したい文字列を入力し、[検索]を 
クリックします。 

検索対象のログが見つかると、そのログが選択された状態 
で表示されます。 

[前へ]/[次へ]をクリックすると、上または下のログを検 
索し、見つかったログの行が選択された状態で表示されま 
す0 



■ すべてのログを表示する 

[すべてのログを表示する]チェックボックスをチェック 
します。 

このとき、[フィルター]の□グ種別で[指定しない]が選択 
されていると、□グコードなしの□グも表示されます。 

■ 条件でログを選別して表示する 

ログの種別、コード、日時でフィルタリングし、必要な情 
報だけを表示できます。 

次の条件を設定して[フィルターの適用]をクリックする 
と、設定した条件に合致する□グのみ表示されます。 


フィ JW- 

〇擔定しない 
•種別を推定する 

■园Iラ- ■ アブ y ケ-シ3ン 

■醒 轚告 ■ MTTP サ-バー 

■ Q 情轅 ■ システム 

•コ-挪定する 

■ 

E 時： 

■ 開始 S 時を ft 定する 



[ログ種別] 

ログの種別でフィルタリングする場合は[種別を指定する] 
または[コードを指定する]をチェックします。また、フィ 
ルタリングしない場合は[指定しない]を選択します。 

• 種別を指定する 

□グのレベルを指定 

[エラー]、[警告]、[情報]のレベルで、表示させるレべ 
ルをチェックします。 


□グを出力したモジュールを指定 

[アプリケーション]、 [HTTP サーバー]、[システム]の 
モジュールで、表示させる出力元モジュールをチェック 
0 cK 9 〇 

• コードを指定する 

ログのコードを指定します。入力された文字を含むコー 
ドの□グのみを表示します。たとえば、 「 A 0」 と入力し 
た場合、コードの先頭が 「 A 0」 のログを表示します。 
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旧時] 


• [開始日時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時以降に 
発生したログが表示されます。 

• [終了日時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時以前に 
発生したログが表示されます。 

國重要 

本体メモリーに保存されているログは、設定ページの[メンテナ 
ンス]>[初期設定に戻す]および[再起動]、カメラのリセット 
スイッチを実行すると、消去されます。 


園メモ 

[アプリケーション]、 [ HTTP サーバー]、[システム]は□グメッ 
セージー覧 （ P . 8-8) に対応しています。 
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7 章 

管理者ビュ ーヮー 
VB ビユーワー 


□ 管理者ビューワーと VB ビューワーの違い 
□ ユーザー権限とカメラ制御権 
□ ビューワーの起動方法と操作 
□ カメラ制御権の取得とカメラの制御 
□ 管理者ビューワーの操作と設定 

















ビューワーの概要 


Web ブラウザーを使ってカメラのビューワーにアクセスすることで、映像表示などのカメラの操作ができます。 
ビューワーには、管理者ビューワ ー、 VB ビューワーの2種類のビューワーがあります。 



圍重要 

カメラの H .264 の映像を表示する場合は、 RM - Lite ビューワー 
をご使用ください。 

VB - M 700/600/40 ビューワーで表示できるのは JPEG の映像 
のみです。 


管理者ビューワーと VB ビューワーの 
主な違い 


• 操作できる範囲が異なります 

管理者ビューワー： 

撮影条件やイベント検知表示など、管理者コント 
□ールの機能が使用できます。 

VB ビューヮー： 

カメラ映像表示を中心とした、基本的な映像操作に 
限られます。 

• アクセス制御が異なります 

管理者ビューワー： 

特権カメラ制御権を持つユーザーが使用できます。 
パスワード認証が必要です。 

登録 ユーザーで 使用する場合は、事前に管理者が特 
権カメラ制御権を付与する必要があります （P. 5- 

23)〇 


VB ビューヮー： 

一般カメラ制御権を持つユーザーが使用できます。 
設定によっては、認証のあり/なしを切り換えるなど 
ができます。 


ユーザー権限とカメラ制御権 


ユーザー権限とカメラ制御権の関係は次の通りです。 


ユ_ ザー 
権限 

カメラ制御権 



特権 

カメラ制御 

般 

カメラ制御 

映像配信 

音声配信 

管理者 

〇 

〇 

〇 

〇 

登録 

〇 

〇 

〇 

〇 

ユーザー 

(変更可能） 

(変更可能） 

(変更可能） 

(変更可能） 

一般 

ユーザー 

X 

〇 

(変更可能） 

〇 

(変更可能） 

〇 

(変更可能） 


* 変更可能：管理者によって、登録ユーザーまたは一般 
ユーザーの権限を変更できます （P. 5-23) 。 

ユーザーには、特権カメラ制御、一般カメラ制御、映像 
配信、音声配信の4つの権限が設定できます。 

管理者ビューワーを使用するには特権カメラ制御権限が 
必要です。 

VB ビューワーで映像を表示するには映像配信権限が必要 
です。 VB ビューワーでカメラ操作も行う場合は、さらに 
一般カメラ制御権限が必要になります。 

音声配信権限は、管理者ビューワーおよび VB ビューワー 
で音声を受信する場合に必要となります。 
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ビューワーの 概要 


[管理者] 

すべての権限が与えられたユーザーです。ユーザー名は 
" root " に固定されています。 

トップページの[管理者ビューワー]リンクから管理者 
ビューワーを起動できます。 

[登録ューザー] 

登録ユーザーは、特権カメラ制御権限が与えられている 
場合、トップページの[管理者ビューワー]リンクから管 
理者ビューワーを起動できます。特権カメラ制御権限を 
削除された場合、管理者ビューワーを起動することがで 
きなくなりますが、 VB ビューワーを起動することは可能 
です。また、登録ユーザーのすべての権限を無効にする 
ことで、 VB ビューワーの起動も禁止できます （ P . 5-23) 。 

[一般ユーザー] 

使用できる機能が下記に限定されたユーザーです。 

逆光補正、スナップシヨット、映像表示、音声配信 
カメラのパン•チルト • ズーム制御 
トップページの [VB ビューワ ー] リンクから VB ビュー 
ワーを起動できます。管理者は一般ユーザーのすべての 
権限を無効にすることで、一般ユーザーのカメラへのア 
クセスを完全に禁止できます。 

登録 ユーザーのユーザー 権限 一覧 


國重要 

• [管理者]が起動した管理者ビューワーは[登録ユーザー]が起 
動した管理者ビューワーから、いつでもカメラ制御権を奪う 
ことができます。そのままカメラ制御権を保持できますが、 
その間登録ユーザーはカメラ制御権を取得できません。閲覧 
が終わつた後は必ず終了するか、[カメラ制御権取得/解放] 
ボタンをクリックして制御権を解放してください。 

• [管理者]が起動した管理者ビューワーは同時に1つしかカメ 
ラに接続できません。ある PC から管理者権限で接続してい 
る場合、他の PC からは管理者権限で接続できなくなります。 
これに対し、[登録ユーザー]が起動した管理者ビューワ_は 
同時に複数の PC からカメラに接続できます。ただし、カメ 
ラを制御する場合、制御権は後優先になります。 


置メモ 

• 工場出荷設定では、[登録ユーザー]にも特権カメラ制御権が与 
えられています。 

• 一般ユーザーのすベての権限を無効にした場合、 VB ビューワー 
の起動時にユーザー認証ダイアログが表示されます。ここで登 
録ユーザーか管理者のユーザー名とパスワードを入力するこ 
とで、登録ユーザーあるいは管理者の権限で VB ビューワーを使 
用でぎます。 

• 登録ユーザーには次の制御権が与えられています。 


与えられた制御権 

ビューヮー 

操作 

特権カメラ制御権 
一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

管理者 
ビューヮー 

管理者ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

逆光補正の on/off 切り換え、スナップシヨット、映像表示サイズの切り換え、映像受 
信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続ボタン操作、全画面表爪、スマート 
シエード補正、フォーカス、露出、ホワイトバランス、暗視機能、外部デバイス出 
力制御、イベント表示 

mm mm ビューワー ptz 操作（画面切り出しと、拡大または縮小表示機能)、 

SD カード挿入状態表示 

EEEI カメラの ptz (パン.チルト.ズーム）速度/操作、パノラマ表示、プリセット選択 

VB ビューヮー 

VB ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

逆光補正の on/off 切り換え、スナップシヨット、映像表示サイズの切り換え、映像 
受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続ボタン操作 

IEEE1 カメラの PTZ (パン•チルト•ズーム）操作、パノラマ表示、プリセット選択 

一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

VB ビューヮー 

VB ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

逆光補正の on/off 切り換え、スナップシヨット、映像表示サイズの切り換え、映像 
受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続ボタン操作 

カメラの PTZ (パン•チルト•ズーム）操作、パノラマ表示、プリセット選択 

映像配信 
音声配信 

VB ビューヮー 

映像表示サイズの切り換え、映像受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続 

ボタン操作 

■刪 •! パノラマ表示 

映像配信^ 

VB ビューヮー 

映像表示サイズの切り換え、映像受信サイズの切り換え、再接続ボタン操作 
_【•! パノラマ表示 


*1 映像配信権限をオフにした場合、 VB ビューワーは使用できなくなります。 












ビューワーを起動する 


ビューワーを起動する 


國重要 

• 管理者ビューワーを利用する PC には 、 Canon Inc . 発行の証 
明書を登録しておく必要があります。 （ P .4-3) 

• この『操作ガイド』では、 IP アドレス"192.168.100 .1"( エ 
場出荷設定）を用いて設定の説明をします。実際にはお客様が 
カメラに設定した IP アドレスを入力してください。 

1 Web ブラウザーから http:// 192.168.100 .1/ にアク 
セスする 

2ユーザーに応じて[管理者ビューワ ー] または [VB 
ビューワー]をクリックする 



3 [管理者ビューワ ー] の場合、ユーザー名とパスワード 
を入力する 


ユーザー認 H が必要で _t 
ュ十名： 

パスワ-ド： 

ok r キゃンセル| 


ユーザー名とパスワードについては、「4章カメラの 
トップページについて」の「ユーザー認証」 （P.4-2) 
を参照してください。 


ピューワーが起動します。 



ビュ ワ を終了する 

ビューワーの Web ブラウザーを閉じて終了します。 

管理ツールか5接続する 

管理者として接続するビューワーになります。 

1管理 ツールを 起動する 

(管理ツールの起動方法については、6章「管理ツール 
を起動する」 （P. 6-4) を参照してください。） 

2 [管理者ビューワーへ]をクリックする 
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ビューワーの操作方法 


管理者ビューワーの表示画面について 


管理者ビューワーを起動して表示されたボタンやボックスなどの機能の概要を説明します。 

なお、次の画面は説明のためにすベてのパネルを開いた状態にしています。実際の Web ブラウザー画面では、必要なパネ 
ルだけを開いたり、上下左右にスクロールしてご覧ください。 



① 映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 

② SD メモリーカード挿入状態アイコン EES (H 

SD メモ U —力ードがマウントされているかいないかを 
表します。 

圖 SD メモリーカードがマウントされています。 

圓 SD メモリーカードがマウントされていません。 

③ 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

④ 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

⑤ [全画面表示]ポタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 


⑥ [再接続]ポタン 

カメラに接続しなおします。 

⑦ [音声受信]ポタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 

⑧ チルト用スライダー H 

カメラのチルト（上下）制御をするスライダーです。 

⑨ パン用スライダー iEEa 

カメラのパン（左右）制御をするスライダーです。 

⑩ ズーム 用 スライダー IHEE1 

ズーム倍率の制御をするスライダーです。 

つまみを上方向に移動するとズームイン（望遠）、下方 
向に移動するとズームアウト（広角）します。 







































⑪ 制御権表示領域 

映像表示中のクライアントが、カメラに対し制御権を保 
持しているかいないかが表示される領域です。 


⑫ [逆光補正]ポタン 

逆光補正の入/切をします。映像が逆光で暗いときに使 
用すると効果があります。 

⑬ [カメラ制御権取得/解放]ポタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。 

⑭[スナップ シヨ ッ ト]ポタン 

クリックした瞬間の静止画を、別ウィンドウに表示しま 
す0 


⑮ [パノラマ表示]ポタン H 

パノラマ表示パネルが表示されます。 


⑯ [ビュー ワー PTZ ] ポタン IMiig TOM 

ビューワー PTZ パネルが表示されます。 


⑰ [イベント表示]ポタン 

イベント表示パネルが表示されます。 

⑲ インフォメーション領域 

ビューワー使用者に対して、情報メッセージ、警告メッ 
セージ、エラーメッセージを表示します。 

⑲ [設定ページへ] 

設定メニューぺージに移動します。 

⑳ [トップページへ] 

カメラのトップページに移動します。 

㉑ [パン/チルト/ズーム] K 1 

カメラのパン、チルト、ズームを操作します。また、そ 
の速度を変更できます。 

㉒[スマートシェード補正] 

スマートシエード補正を操作します。 

㉓ [フォーカス] 

フォーカスを操作します。 


㉔ [露出] 

露出を操作します。 


㉕[ホワイトバランス] 

ホワイトバランスを操作します。 

㉖ [暗視機能] 

デイモード/ナイトモードの切り換えを行います。 

㉗[外部デバイス出力] 

外部デバイスの出力を操作します。 


㉙パノラマ表示パネル mm 

[パノラマ表示]ボタンをクリックすると表示されます。 


㉙パノラマ表示領域 IMS 

カメラに登録されているパノラマ画像を表示します。パ 
ノラマ表示領域内の枠線を操作することにより、カメラ 
を操作できます。 

㉚プリセット選択ボックス H 

カメラにあらかじめ登録されているプリセットにより、 
カメラを制御できます。 

㉛ビューワー ptz パネル iMim imrn 

[ビューワー PTZ ] ボタンをクリックすると表示されま 
す0 


㉜ビューワー ptz 領域指定部 h mm 

映像表示部に切り出す領域を設定します。 

㉝イベント表示パネル 

[イベント表示]ボタンをクリックすると表示されます。 
外部デバイスの入力状態、およびインテリジェント機能 
の映像検知と音量検知の状態が表示されます。 


VB ビューワーの表示画面について 


©IEEEI (DEEEl 


④⑤⑥⑧ 



EEE ) ⑭' 
EE2J ⑩ 


EEE1 ⑯ 
EE3 ⑰ 


(000 ⑲ 


① 映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 

② 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

③ 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

④ [全画面表示]ポタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 


⑤ [再接続]ポタン 

カメラに接続しなおします。 

⑥ [音声受信]ポタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 
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ビューワーの操作方法 


⑦制御権表示領域 

映像表示中のクライアントが、カメラに対し制御権を保 
持しているかいないかが表示される領域です。 


操作のしかた 

[カメラ制御権取得/解放]ボタンをクリックして、制御 
権を取得します。 


⑧[カメラ制御権取得]ポタン 

カメラ制御権を取得するためのボタンです。 


⑨ チルト用スライダー msi 

カメラのチルト（上下）制御をするスライダーです。 

⑩ パン用スライダー K1 

カメラのパン（左右）制御をするスライダーです。 

⑪ ズーム用 スライ ダー ■謝•】 

ズーム倍率の制御をするスライダーです。 

つまみを上方向に移動するとズームイン（望遠）、下方 
向に移動するとズームアウト（広角）します。 


⑫[逆光補正]ポタン 

逆光補正の入/切をします。映像が逆光で暗いときに使 
用すると効果があります。 

⑬[スナップ シヨ ッ ト]ポタン 

クリックした瞬間の静止画を、別ウインドウに表示しま 
す0 


⑭[パノラマ表示]ポタン 

パノラマ表示パネルを表示します。 


⑮インフォメーション領域 

ビューワー使用者に対して、情報メッセージ、警告メッ 
セージ、エラーメッセージを表示します。 


⑯パノラマ表示パネル ■晒 

[パノラマ表示]ボタンをクリックすると表示されます。 

⑰パノラマ表示領域 EEE1 

カメラに登録されているパノラマ画像を表示します。パ 
ノラマ表示領域内の枠線を操作することにより、カメラ 
を操作できます。 

⑲プリセット選択ボックス msi 

カメラにあらかじめ登録されているプリセツトにより、 
カメラを制御できます。 


カメラ制御権の取得 


カメラの制御は同時に複数のユーザーからは行えません。 
制御権を取得したユーザーだけがカメラを制御できます。 
カメラ制御を行うには、まず制御権を取得する必要があり 
よ d 〇 


管理者ビューワー 


VB ビューワー 



制御権表示領域 - 

カメラ制御権の状態 
を表 TJX します0 


m 


[カメラ制御権取得/解放]ポタン 

カメラ制御権を取得/解成します。 

* VB ビューワーではカメラ制御権の 
取得のみが可能です。 


■ カメラ制御権表示領域について 

カメラ制御ボタンとカメラ制御権表示領域は、制御権の状 
態により、表示が次のように変わります。 

制御権解放中 

制御権表示領域はグレーです。 

-•- 
I 


制御権取得待ち 

1~121 VB ビューワーで制御権取得待ち状態に入って 
| いる場合は、制御権表示領域に残り待機時間の 

| カウントが表示されます。 


制御権取得中（制限時間カウント中) 



VB ビューワーで制御権取得中に、別のユー 
ザーが VB ビューワーで制御権取得待ち状態に 
入った場合、制御権表示領域に残り取得時間の 
カウントが表示されます。 


制御権取得中 

制御権表示領域は青です。 

VB ビューワーでは[カメラ制御権取得]ボタ 
ンは、中心部が青です。 



管理者ビューワーでは[カメラ制御権取得/解 
放]ボタンは、中心部が黄緑です。 


0央像の一時停止中 



全画面表示中はビューワー内の映像は一時 
停止しますので、制御権表示領域に一時停止 
を示すアイコンが表示されます。 
























カメラを制御する 


まずカメラ制御権を取得してから、次の操作をします。管 
理者ビューワーと VB ビューワーで共通です。 

■ カメラのアングルを変更する K 1 

下記のいずれかの方法で操作が行えます。 

パン用スライダーまたはチルト用スライダーで操作する。 

スライダーのつまみの位置にあわせてカメラのアングル 
が変わります。スライダーのつまみのない部分をクリック 
しても、つまみが移動します。 

画像上をクリックする 


ドラッグで移動 

パノラマウィンドウ上の黄色の枠の内側をドラッグして 
移動すると、その枠内を撮影するようにパン • チルトを移 
動します。 

置メモ 

• ビューワーの画面クリックによるカメラ制御は、厳密な精度で 
制御されるものではありません。 

• 管理者権限で管理者ビューワーを使用すると、可視範囲制限を 
無視してカメラを操作できます。 

登録ユーザー権限で管理者ビューワーを使用した場合は、可視 
範囲制限内のみのカメラ操作になります。 

• VB ビューワーでは、可視範囲制限内のみのカメラ操作になり 
ます。 



画像上をクリックすると、その 
位置にカメラの中心を移動でき 
ます。 

カメラのチルト（上下）を変更 
するスライター 


カメラのパン（左右）を変更す 
ぬスフイター 


圍メモ 

管理者ビューワーの場合は、カメラ操作ボタンでもパン • チルト 
操作が行えます （P. 7-14) 〇 


■ パノラマ表示領域でカメラのアングルを 
変更する mm 


1[パノラマ表示]ポタンをクリックする 


2表示されたパノラマ表示領域で、カメラのアングルを 
変更する 


■ カメラのズーム倍率を変更する H 


ズーム用スライダーのつまみを上下に移動する 

スライダーのつまみの位置にあわせてカメラのズーム倍 
率が変わります。スライダーのつまみのない部分をクリッ 
クしても、つまみが移動します。 



X f . I iUJ 

ームアレ晒 

光学テレ端 

(デジタルズーム ON の場合のみ) 


ズーム用 スライ ダー 

上方向に移動するとズーム 
イン（望遠） 

下方向に移動するとズーム 


アウト（広角) 


ワイド端 


国メモ 

• 設定ページの[カメラ]で[デジタルズーム]を[使用する]に設 
定すると、光学テレ端を表すアイコンが表示されます （P. 5- 

11)0 



領域内に表示される枠は、現在カメラが撮影してい 
る範囲を示しています。 

青色 枠表示の場合:制御権を取得していません 
黄色 枠表示の場合:制御権を取得しています 


• 管理者ビューワーの場合は、カメラ操作ボタンでもズーム操作 
が行えます （P. 7-14) 

■ パノラマ表示領域でズーム倍率を変更する 

1[パノラマ表示]ポタンをクリックする 
2表示されたパノラマ表示領域でズーム倍率を変更する 


クリックで移動 

パノラマウインドウ上をクリックすると、クリックした場 
所が中心となるように、パン • チルトを移動します。 
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ビューワーの操作方法 



パノラマウインドウ上の黄色の枠線をドラッグして、枠 
のサイズを変更すると、変更した枠内を撮影するように 
ズーム 倍率が変わります。 

圍メモ 

黄色の枠の外でマウスのボタンを押し、そのままドラッグすると 
青色の枠が描画されます。マウスを放すと、青色の枠が黄色く変 
化し、枠内を撮影するようにパン•チルト • ズームが移動 • 変更 
します。 


■ プリセットを使用する H 

カメラにあらかじめ登録されているプリセットにより、力 
メラを制御できます （ P . 6-16) 〇 

1[パノラマ表示]ポタンをクリックする 



映像や音声を設定する 



■ 映像サイズを変更する 


2プリセット選択ボックスをクリックし、表示されたリ 
ストからプリセツトを選択する 


カメラから受信する映像サイズを設定できます。 

[160 x 120] 、 [320 x 240] 、 [640 x 480] 、 [1280 x 960] から 

選択します。 



640x400 

1200x960 



プ ij セツト 
選択ボックス 


3選択したプリセツトのカメラアングルに移動する 


■ 表示画面サイズを変更する 


H メモ 

プリセツトは、あらかじめプリセツト設定ツールで登録してくだ 
さい （P. 6-19) 。登録したプリセツトが、プリセツト選択ボック 
スに表示されます。 


映像を表示する画面サイズを変更できます。[等倍表示]、 

[160 x 120] 、 [320 x 240] 、 [640 x 480] 、 [1280 x 960] 、 

[自動調整]から選択します。 

[等倍表示]は、映像サイズの大きさのままで表示します。 
[自動調整]は、 Web ブラウザーのウインドウサイズにあわ 
せて、最大のサイズで表示します。 


■ 逆光を補正する 

映像が逆光で暗いときに使用すると効果があります。 

[逆光補正]ポタンをクリックすると、逆光で暗かった映像 
が明るくなります。 

もう一度ボタンをクリックすると解除されます。 


〇|等倍表示 zM 

20 " 


160x120 
320x240 
640x400 
1200x960 
自劻 同堅 


這メモ 

• VB ビューワーでは、起動時の映像サイズはカメラの設定が適用 
されます。 

管理者ビューワーは初めて起動した場合はカメラの設定が適用 
されますが、2回目以降は前回起動時の設定が使用されます。 





























• ビューワー起動時の表示画面サイズは、[等倍表示]です。 

■ 全画面表 7 F にする 

ディスプレイ全体に映像を表示できます。クリックすると 
全画面表示用に別ウィンドウが立ち上がります。 


別のウィンドウが開き、クリックした瞬間の静止画が表示 
されます。 

静止画を保存するときは、静止画上でマウスを右クリック 
し、表示されたメニューで[名前を付けて画像を保存]を選 
択します。 

任意のフアイル名を付けて保存してください。 



全画面表示ウィンドウを閉じるときは、全画面表示ウィン 
ドウのクローズボタンをクリックしてください。 

全画面中に、カメラの制御に必要なパネルを表示できま 
す。画面上でマウスを右クリックし、表示されたメニュー 
で必要なパネ)レを選択してください。 


管理者ビューヮー 


http：// 192.168 .100.1/ - VB-M40 VB 




S http:// 192.168 .100.1/ -スナップショット- Windows Internet Explorer% 



U ンクを関く (〇) 

•J ンクを新しいウインドウで関く （N) 
対象をフアイノ WC 保存 (A)„. 

対象を印刷 (P) 

[ 名前を汗:丁て画像牙保存 (S)...] 

画像を竜子メールで送信する (E)._. 
画像を EP 刷する⑴… 

マイピクチヤへ移動 (G) 

背星に雖 (G) 

切り取 OfT) 

コピー (C) 

シヨー ト カツ トの コビー (T) 

貼り付け (P) 

お気に入りに追加问… 

プ□パティ⑻ 


静止画を保存する以外にも、表示メニューから選択できる 
便利な機能があります。 


[パノラマ]パノラマ表示パネルが表示され 
ます。 

[ビューヮ ー PTZ ] IMtltl Min 

ビューワー PTZ パネルが表示され 
ます。（管理者ビューワーのみ） 
[コント□ール] カメラコント□ールパネルが表 

示されます。 

[イベント表示] イベント表示パネルが表示され 

ます(管理者ビューワーのみ）。 

各パネルは、タイトル部分をドラッグすることで任意の位 
置に移動できます。 


■ 再接続する 


カメラとの再接続をする場合は、このボタンをクリックし 
よ!^ 〇 


H メモ 

再接続を実行した場合、音声受信が停止し、制御権は破棄されま 
す。 

また、 VB ビューワーでは、映像サイズ、表示画面サイズが初期値 
に戻されます。 


■ スナップシヨットを取得する 

ライブ映像をキャプチャーし、静止画を別のウィンドウに 
表爪します 0 

静止画は保存することもできます。 

静止画を撮りたいタイミングで[スナップシヨット]ボタ 
ンをクリックします。 



■ 音声を受信する 

カメラ側に取り付けたマイクを通じて、音声を受信できま 
す0 



音声を受信する場合は、このボタンをクリックします。 
音量調整パネ j レが表示されますので、適切な音量に調整し 
てください。 
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ビューワーの操作方法 


國重要 

• IPv 6 接続時は、音声受信機能がご利用になれません。 

• プロキシサーバーを経由する場合、音声はご利用になれませ 
ん〇 

• SSL による暗号通信での接続時は、音声受信機能がご利用に 
なれません。 


圍メモ 

• 音声を受信するには、あらかじめ設定ページで[サーバー]の 
[オーディオサーバー]で[カメラからの音声送信]を[送信する] 
に設定します （ P . 5-18)。 

• 音量調整パネルを閉じると音声の受信も終了します。 

• 音量調整パネルを初めて表示するとき 、 'Canon Network Camera 
Audio Receiver 1 アドオンをインストールするメッセージが Web 
ブラウザーの情報バーに表示されます。アドオンをインストールし 
てください。 


國重要 

■刪 

設定ページでカメラのブレ補正機能を〇 n にした場合 ( P . 5-11) 
は、実際の映像表示画角はインフォメーション領域に表示され 
る画角の値より小さくなります ( Onl 設定時：約83°/。、〇 n 2 設 
定時：約50%)。 

また、パノラマ表示領域に表示される画角（枠）よりも実際の映 
像表示画角は小さくなります。 


圍メモ 

メツセージの 詳細ついては「 ビューワーメツセージ ー覧」 
( P . 8-16) をご覧ください。 


情報を確認する 



インフォメーション領域には、表示されるメッセージの内 
容に応じて次のアイコンが表示されます。 


アイコン（色） 

意味 

説明 

□(青） 

情報 

カメラが正常に操作されているときの 
表示です。次の情報が表示されます。 

• 各ボタンやプルダウンなどのヘルプ 

•フレームレートの情報 

• ims % カメラのパン•チルト • 

ズーム情報、ブレ補正の設定 

□(黄） 

苗女 / H- 

言 口 

カメラの制御権が取得できない場合 
や、音声受信が停止した場合など 
ユーザーに注意を促す必要がある状 
況になったときの表示です。 

□(ォレンジ) 

エラー 

システムエラーが発生したときの表 
示です。 













管理者としての操作と設定を行う 


管理者ビューワーのみが行える操作と設定について説明します。 


映像の一部を拡大表示する 
(ビューワー PTZ ) ■瞧⑽曜〇】 


ビューワー PTZ パネルを使用して、カメラ映像の一部を 
映像表示部に拡大表示できます。 

ビューワ ー PTZ パネルは、[ビューワ ー PTZ ] ボタンをク 
リックして表示します。 


■ プレビュー枠のサイズを調節する 

プレビュー枠線をドラッグして枠を小さくすると、枠内の 
映像が映像表示部に拡大表示されます。 




プレビュー枠 
(拡大表示する領域) 

プレビュー枠の中心 


ビューワー PTZ ノ V ° ネルの初期状態は、プレビュー枠（黄色) 
が映像全体を囲むサイズになっています。 


ドラッグ中はプレビュー枠が青で表示されます。 

圄メモ 

• プレビュー枠の縦横比は常に3:4です。 

• ビューワー PTZ はデジタルズーム機能を使用しているため、拡 
大倍率が高くなるに従い画質が低下します。 
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管理者としての操作と設定を行う 


■ プレビュー枠を移動する 

プレビュー枠は任意の位置へ移動できます。 


ドラッグで移動する 

プレビュー枠内をクリックしてドラッグし、拡大表示した 
い対象物に重ねます。 



ドラッグ中は枠が青で表示されます。 


クリックで移動する 

プレビュー枠の外側をクリックすると、その位置ヘプレ 
ビュー枠が移動します。拡大表示したい対象物の上でク 
リックしてください。 



置メモ 

• プレビュー枠変更後、ビューワ ー PTZ パネルを閉じても、映像 
表示部は継続してプレビュー枠に対応する切り出し画像を表 
示します。ただし、管理者ビューワーに再接続した場合は、初 
期状態に戻ります。 

• ビューワー PTZ パネルの映像表示は、設定ページの[映像サー 
バー]で設定されている[最大クライアント数]と[最大接続時 
間（秒）]が適用されます。そのため、設定値によっては映像が 
表示されないときや、一定時間しか表示されないときがありま 
す。その場合は「8章付録」の「トラブルシューティング」の 
「ビューワ ー PTZ パネルに映像が表示されない」/「ビュ_ワ_ 
PTZ パネルの映像が消える」 （ P . 8_7)を参照して、設定値を確 
認してください。 

• 拡大表示から元の表示に戻すには、プレビュー枠をドラッグ操 
作で元の大きさ（画面全体）に戻してください。 

• 映像表示部での切り出し位置は、全画面表示でも反映されます。 


使用するコントロール項目を開く/閉 
じる 


コント□ール項目のタイトル部分をクリックするたびに、 
閉じたり開いたりします。 



なお、カメラ制御権を取得しない状態でも各コント□一 
ル項目を開くことができますが、項目内容はグレー表示 
されます。 


カメラの操作 • 設定をする K 1 

カメラ操作ボタンをクリックして、パン•チルト•ズーム 
の操作、およびその速度の設定をします。 


IS 

< • > | | II 

^ K/ J 


-③ 






































① [パン•チルト]ポタン 

各矢印の方向にパン • チルトを行います。押し続けると 
動作し、放すと停止します。中心のボタンをクリックす 
ると、カメラは正面を向きます。 

② [ズーム]ポタン 

ズームイン • ズームアウトを行います。押し続けると動 
作し、放すと停止します。 

③ [パン/チルト]スピード 

操作速度を[速い]、[普通]、[遅い]から選択します。 

④ [ズーム]スピード 

操作速度を[速い]、[遅い]から選択します。 

H メモ 

[パン/チルト]スピード、[ズーム]スピードの設定を変更しても、 
スライダーおよびパノラマ上でのパン•チルト • ズーム操作の速 
度は変更されません。 


スマートシエー ド補正を設定する 


フオー カスを設定する 



[オート] IMTil :自動的にフォーカスを合わせます。 
[マニュアル] :(遠 ） [p (近）のボタンを押し 
続けることで、フォーカスを調整で 
きます。 

[ワンシヨット AF ] をクリックする 
と、オートフォーカスが作動し、 
フォーカスが合った後に、マニュア 
ルフォーカスで停止します。 

[無限遠固定]:無限遠近傍にフォーカスを固定した 
ままにできます。 


スマートシエード補正機能は逆光補正機能と異なり、明る 
い部分はそのままに暗い部分を明るくする機能です。 



① [スマートシェード補正] 

[切]、[入]を設定します。 

② スマートシェード補正強弱 

スマートシェード補正が[入]のとき、補正の強弱を [1] 
(弱）〜 [7]( 強）の7段階にて設定します。 

例）背景が明るくて被写体が見にくい場合に、暗い部分 
を明るくして見やすくできます。 

逆光補正と比べ、明るい部分の白飛びを緩和できます。 



OFF スマートシエード補正 逆光補正 


国重要 

• 管理者ビューワーで設定すると、他のユーザーも同様の 
フォーカスモードになります。 

• マニュアル露出時 （ P . 7-15) にシャッタースピードで1/1〜 
1/4を選択した場合、カメラコント□—ルのフォーカスの 
[オート] ( VB - M 40 のみ）、[ワンシヨット AF ] を選択しても 
フオーカスは合いません。フォーカスを[マニュアル]に切り 
換えて合わせてください。 


• ナイトモード （ P . 5-11、 P . 7-16) を設定した場合のフオーカ 
スの合う範囲は、下記を参照してください。 

IMtin TOM P . 3-7 のメモ 

P .5-10 のメモ 



• 管理者ビューワーでフォーカスモードを変更しても、設定 
ページの設定には反映されません。 


• マニュアルフォーカスの設定をするとフォーカスが固定され 
たままになるのでご注意ください。 

• 管理者ビューワーでのフォーカス操作は、一時的な確認に 
お使いください。長時間固定する場合は、カメラアングル 
設定ツールをご使用ください。 


圍メモ 

• スマートシエード補正を[入]に設定すると、映像のファイルサ 
イズが大きくなります。 

• スマートシエード補正を[入]に設定すると、画面ノイズが増え 
る場合があります。ノイズが気になる場合には、補正強度を弱 
めに設定してください。 
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管理者としての操作と設定を行う 


露出を設定する 



① 露出モード 

[オート]、[マニュアル]、[オー ト （フリッカーレス）]、 
[オー ト （シャッター優先）] から選択します。 

設定ページの[カメラ]で[デイナイト]を [オート] にし 
てご使用の場合 （ P . 5-11) は、 [オー ト]、 [オー ト （フ 
リッカーレス）]、 [オー ト （シャッター 優先）]を選択し 
てください。 

露出モードの各設定項目に関する説明は、設定ページ 
( P . 5-9) をご参照ください。 

② [露出補正] 

露出モードが [オート]、[オー ト （フリッカーレス）]、 
[オー ト （シャッター優先）] のとき、 7 段階 （-3 〜 +3) 
の露出補正値をボタンで選択できます。 

映像を暗くしたい場合はマイナスの値を、明るくしたい 
場合はプラスの値を選択してください。 

③ [測光方式] 

露出モードが [オート]、[オート（フリッカーレス）]、 
[オー ト （シャッター優先）] のとき、測光方式を [中央 
部重点]、[平均]、 [スポット] から選択します。 

[中央部童点] 

画面中央部に重点をおきながら、画面全体を測光す 
る方式です。 

画面周辺に多少明暗があっても、中央付近の被写体 
は適正な露出が得られます。 

被写体が画面中央付近の場合にご使用ください。 


[スポット] 

画面中央部を測光する方式です。 

画面周辺の明暗に左右されることなく、画面中央部 
の被写体は適正な露出が得られます。 

被写体にスポット光が当たっている場合や、逆光の 
場合などで画面中央部に露出を合わせたいときにご 
使用ください。 

④ [シャッタースピード] 

露出モードが [マニュアル]、[才 一卜 （シャッ ター優先）] 
のときに、シャッタースピードを選択します。 [マニ ュア 
ル]の場合は [1/1 sec ] 〜 [1/8000 sec ] の間でプルダウ 
ンメニューから設定します。 [才 ート （シャッ ター 優先）] 
の場合は [1/8 sec ] 〜 [1/8000 sec ] の間でプルダウンメ 
ニュ ーから設定します。 



⑤ [絞り] 

露出モードが[マニュアル]のときに、絞りの値を設定 

CJn 〇 

スライダーを左に動かすほど絞りが絞られ、映像は暗く 
なります。一方、右に動かすほど絞りが開かれ、映像は 
明るくなります。 

⑥ [ゲイン] 

露出モードが[マニュアル]のときに、ゲインの値を設 
定します。 

スライダーを左に動かすほどゲイン（明るさに対する 
感度）が低くなり映像は暗くなります。一方、右に動か 
すほどゲインが高くなり、映像は明るくなります。 

國重要 

信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像が点滅 
して表示されることがあります。 

露出モードを[オート（シャッター優先）]に変更して、1/100よ 
り低速のシャッタースピードを選択すると、現象が緩和される 
場合があります。 


[平均] 

画面全体を平均して測光する方式です。 

画面内の明暗差が大きい撮影環境でも安定した露出 
が得られます。 

車の通過、人の出入りがあるシーンなどで露出を安 
定させたい場合にご使用ください。 

































ホワイトバランスを設定する 



①[オート] 

自動的にホワイトバランスを調整します。 


②[光源選択] 

光源を使用状況に合わせて、下のプルダウンメニューか 
ら選択します。 


[蛍光灯昼光色]:昼光色蛍光灯のもとで撮影する場 
合に選択してください。 

[蛍光灯白色]:昼白色蛍光灯、白色蛍光灯のもとで 
撮影する場合に選択してください。 
[蛍光灯暖色]:暖色蛍光灯のもとで撮影する場合 
に選択してください。 

[水銀灯] :水銀灯のもとで撮影する場合に選 

択してください。 

[ナトリウム灯]:オレンジ色のナトリウム灯のもと 
で撮影する場合に選択してくださ 


し)。 

[八□ゲン灯] :八□ゲン電球、白熱電球のもとで撮 

影する場合に選択してください。 



③[ロック] 

現在受信している映像でホワイトバランスを固定しま 
す。 

またホワイトバランスを光源に強制的に合わせて固定 
する場合、[ワンシヨット WB ] を使用してください。 
設定方法例： 

白い被写体（白い紙など）を光源で照らし、被写体を画 
面いっぱいに撮影した状態で[ワンシヨット WB ] を実 
行します。 


圍重要 

• 光源選択は代表的な特性に合わせていますので、お使いの光 
源によっては、適切な色合いにならない場合があります。そ 
の場合には[ワンシヨット WB ] 機能をお使いください。 

• [オート]モードに設定され水銀灯光源下で画面が緑色を帯び 
る場合は、光源選択[水銀灯]モードをご使用ください。また、 
光源選択[水銀灯]モードに設定されても水銀灯光源下で画面 
が適切な色にならない場合には、[オート]モードをご使用く 
ださい。 

• 単一色の被写体およびナトリウム灯、水銀灯や一部の蛍光灯 
などの照明を使用する環境下では、自動でカメラの色合いを 
調整できないことがあります。 

• [暗視機能]が[ナイトモード]になっている場合 （ [才一卜]に 
設定されていて、ナイトモードと判定されている場合を含む) 
は、ホワイトバランス機能は使用できません。 

• 昼夜連続で撮影する場合の注意 

屋外での昼夜連続撮影など、光源が徐々に変化する場所で、 
変化が少ない被写体を撮影したとき、映像が適切な色になら 
ない場合があります。 


IMTtl 


上記の場合はパン•チルト • ズーム操作などで撮影される映 
像に変化を与えると適切な色になります。 


暗視機能を設定する 



国メモ 

暗視機能は設定ページの[カメラ]でデイナイトが[オート]に設 
定されていると操作できません （ P . 5-11) 。 

[デイモード] 

通常のモードでカラー映像を見ることができます。 

[ナイトモード] 

赤外線カツトフィルターが外れ、映像が白黒になりま 


す。 

置メモ 

ナイトモード （ P . 5-11、 P . 7-16) を設定した場合のフォーカスの 
合う範囲は、下記を参照してください。 

fMsi mn p . 3 - 7 のメモ 
IWgfSl P . 5-10 のメモ 
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管理者としての操作と設定を行う 


外部デバイス出力の操作 


外部デバイスの出力を操作し、現在の状態をアイコンで表 
示します。アイコンをクリックすると、[入]/[切]の状態 
を切り換えることができます。 


▼ 外部デパイス出力 

出力1 出力 2 


例： 

出力1:出力 OFF 状態 
出力2:出力 ON 状態 


イベントの状態を表示する 


[イベント表示]ボタンをクリックすると、イベント表示パ 
ネルが表示され、外部デバイスの入力状態、およびインテ 
リジェント機能の映像検知と音量検知の状態が表示され 
よ9 〇 



① 


② 


③ 


①[外部デバイス入力] 

外部デバイスによる接点入力信号を受けると、入力が 
〇 N となりアイコンで表示されます。 



例： 

入力1:入力 OFF 状態 
入力2 :入力 ON 状態 


②[インテリジェント機能（映像検知）] 

インテリジェント機能による映像検知の状態が表示さ 
れます。インテリジェント機能（動体検知、置き去り検 
知、持ち去り検知、いたずら検知）の検知設定で、検知 
あり状態になると、そのアイコンが緑色になります 

( P . 6-27) 〇 

インテリジェント機能設定ツールの[検知設定名]に名 
前が入力されている場合 （ P . 6-27) は、[設定 1] 〜[設定 
15] に、その名称が表示されます。 





5 Q 設定 6 0 


例： 

設定1:映像検知状態 ON 
他の設定：映像検知状態 OFF 


国メモ 

検知あり状態を示すアイコン表示は、最大で約5分間です（動体検 
知を除く）。 

③[インテリジェント機能（音量検知）] 

音量検知の状態が表示されます。設定メニューの[イべ 
ント] > [音量検知]で設定された条件を検知すると、ア 
イコンが緑色になります。 



例： 

音量検知状態 〇 N 


wswtfa-9-/VB tfa— V 
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8 章 

付録 


□ SD メモリーカードのアクセス 
□修飾子について 
□ トラブルシューテイング 
□ □グメッセージー覧 
□ ビューワーメッセージー覧 
□ 工場出荷設定に戻す 
□ 工場出荷設定一覧 
□索引 

















SD メモ LI — カードのアクセスについて 


カメラにセットした SD メモリーカードには、次のデータを自動的に保存できます （ 「5章設定ページ」の「[メモリーカー 
ド] SD メモリーカードの各種操作や設定」 （ P _ 5-30)) 。 

• ネットワーク異常のために配信できなかった録画ストリームの JPEG 画像 
• ネットワーク異常のために HTTP / FTP アップ□—ドに失敗した JPEG 画像 
• ログ 


■ SD メモリーカードへのアクセス 


Web ブラウザーではアクセスできません。 SD カードユーティリティ （ P .1-3) を使用するか、 FTP ソフトウェア（同梱して 
いません）を使用してカメラの IP アドレスにアクセスしてください。 

FTP ソフトウェアの設定 

アドレス： カメラの IP アドレス（工場出荷設定192.168.100.1) 

ユーザー ID :管理者のユーザー ID (工場出荷設定 root ) 

パスワード：管理者のパスワード（工場出荷設定 camera ) 


■ SD メモリーカードのデイレクトリー構成 


カメラの IP アドレス/ mnt / card/CANON 

- /REC 

— /00/000 .JPG 

— /99/999 .JPG 

_ /UPLOAD 

—/00/000 .JPG 

L /99/999. JPG 

_ /LOG 

— /MSG 
—/ MSG .1 

： □グ 

L / MSG .5 


SD メモ U —カード 


■ 録画ストリーム配信失敗時の JPEG 画像 

SD メモリーカードに保存されている JPEG 映像は、同梱の SD カードユーティリティを使用して表示 • 削除できます。ま 
た、 SD メモリーカードに保存された映像を MOV 形式のファイルに変換して PC に保存することもできます。 

國重要 

SD カードユーティリティで表示、削除、変換できる映像は、ネットワーク異常のために配信できなかった録画ストリームの JPEG 画像のみです。 


アップ□ード失敗時の 

JPEG 画像 


録画ストリーム配信失敗時の 

JPEG 画像 
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SD メモリーカードのアクセスについて 


録画ストリームの JPEG 画像は、 "< カメラの IP アドレス >/mnt/card/CANON/REC" に "00" 〜 "99 11 のサブディレクトリが 
作成され、それぞれにファイル名 "000.JPG" 〜 "999 」 PG M で保存されています。 

FTP ソフトウェアを使用して JPEG 画像ファイルを PC にダウンロードすることはできますが、映像として再生するには SD 
カードユーティリティ （ P.1-3) を使用する必要があります。 

なお、 SD メモリーカードの残り容量がなくなるか、画像が全サブディレクトリで保存可能なファイル数に達すると、 SD メ 
モリーカードへの保存はできません。この場合は、不要になった JPEG 画像を削除してください。 


■ アップロー ド失敗時の JPEG 画像 


アップ □— ドに失敗した JPEG 画像は、 11 くカメラの IP アドレス >/mnt/card/CAN 〇 N/UPLOAD 11 に " 〇〇 11 〜 n 99 M のサブデイ 
レクトリが作成され、それぞれにファイル名 n OOO.JPG__ 〜 "999.JPG 11 で保存されています。 


FTP ソフトウェアを使用して JPEG 画像ファイルを PC にダウン□ー ドできますが、常に静止画となります。映像として再 
生できるファイルとしてダウンロードすることはできません。 

なお、 SD メモリーカードの残り容量がなくなるか、画像が全サブディレクトリで保存可能なファイル数に達すると、 SD メ 
モリーカードへの保存はできません。この場合は、不要になった JPEG 画像を削除してください。 



■ ログファイル 

ログファイルは、 11 カメラの IP アドレス/ mnt/card/CAN 〇 N/LOG" にファイル名 "MSG" "MSG.1 11 〜 "MSG.5" で保存され 
ており、 "MSG" が最新のログとなります。 

FTP ソフトウェアを使用して PC にダウンロードすることも可能ですが、管理ツールの□グビューワーを使用することで、 
□グファイルを容易に表示およびダウン□ー ドできます。 


G 3 重要 

FTP ソフトウェアを使用した結果生じた事故や損害について、キヤノンは一切の責任を負いかねます。 
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修飾子について 


設定項目によっては、修飾子‘°/。文字’によるパラメーター記述が可能です。 


修飾子 

意味 

記入される文字列の内容 

%n 

撮影理由（番号） 

0(テスト） I 1 ( 外部デバイス入力 1) | 2 ( 外部デバイス入力 2) | 

33 (タイマーイベント） I 145 (音量検知 ） | 

161(インテリジェント機能検知設定 1) |162 (インテリジェント機能検知設定 2) | 

163 (インテリジェント機能検知設定 3) |164 (インテリジェント機能検知設定 4) | 

165 (インテリジェント機能検知設定 5) |166 (インテリジェント機能検知設定 6) | 

167 (インテリジェント機能検知設定 7) |168 (インテリジェント機能検知設定 8) | 

169 (インテリジェント機能検知設定 9) |170 (インテリジェント機能検知設定 10) | 

171(インテリジェント機能検知設定 11) |172 (インテリジェント機能検知設定 12) | 

173 (インテリジェント機能検知設定 13) |174(インテリジェント機能検知設定 14) | 

175 (インテリジェント機能検知設定 15) 

%N 

撮影理由（文字列） 

く外部入カデバイス名（半角英数字）> 1 くインテリジェント機能検知設定名 （1 〜 15) > I 

NULL (外部入カデバイス名（半角英数字）未設定/音量検知/タイマーイベント • テストの場 
合） 

%X 

画像の幅 

横方向の画素数 

%Y 

画像の高さ 

縦方向の画素数 

%C 

カメラ番号 

1 

%D 

カメラ名 

[カメラ名（半角英数字）]の設定値 

%P 

パン位置 

IMiin №1( 0 IWgTil -179.99 〜180.00 

%T 

チルト位置 

IMiin TOM 0 IWgTil -179.99 〜180.00 

%Z 

ズーム 位置 

IMilH TOM 0 IWgTil 0.01〜300.00 

%v 

カメラサーバー 

VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE / VB - M 40 

%y 

撮影時刻の 年 

2001〜2031 

%m 

撮影時刻の月 

01〜12 

%d 

撮影時刻の日 

01〜31 

%w 

撮影時刻の週日 

〇〜6(日曜〜土曜に対応） 

%H 

撮影時刻の時 

00〜23 

%M 

撮影時刻の分 

00〜59 

%S 

撮影時刻の秒 

00〜59 

%s 

撮影時刻のミリ秒 

00〇〜999 

%z 

撮影時刻のタイムゾーン 

-1200 〜+1300 

%a 

撮影時刻の週日名 

Sun I Mon I Tue I Wed 1 Thu 1 Fri I Sat 

%b 

撮影時刻の月名 

Jan I Feb 1 Mar I Apr I May 1 Jun I Jul 1 Aug 1 Sep 1 Oct I Nov I Dec 

%h 

ホスト名 



圍メモ 

• 不整合があれば実行時エラーとなります。 

• 未定義の文字については、’％ 1 が削除されます。 
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修飾子について 


■ 利用可能な修飾子について 


各設定項目で利用可能な修飾子は、次の通りです。 

【 HTTP アップ□ー ド】 （ P . 5-15) 

[パラメーター （query string )] 

すべての修飾子が利用可能です。 

【 FTP アップ□ー ド】 （ P . 5-16) 

[作成サブディレクトリ名] 

利用可能な修飾子は、 ％ y 、％ m 、 %6 s %Ws %Hs % h 、％ n のみです。 

[作成ファイル名] 

利用可能な修飾子は、 ％ y 、％ m 、％ d 、％ w 、％ H 、％ M 、％ S 、％ s 、％ n のみです 0 

【メール通報】 （ P . 5-17) 

[本文] 

すべての修飾子が利用可能です。 



I 
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トラブルシューテイング 


販売店やお客様相談センターに連絡する前に、次のことを確認してください。□グメッセージが表示されている場合は、口 
グメッセージー覧の内容と対策を参考にしてください。 


問題 

対処方法 

カメラが起動しない 

• PoE 対応 HUB をご使用の場合、 LAN ケーブルが正しく接続されているか確認してく 

ださい。 

• AC アダプター（オプション）をご使用の場合、 AC アダプターが正しく接続されてい 
るか確認してください。 

• 電源を入れ直してください （ 『設置ガイド』の「カメラを接続する」）。 

VB 初期設定ツールが動作しない 

• LAN ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• カメラの電源を入れ直してみてください （ 『設置ガイド』の「カメラを接続する」）。 

電源を入れてから20分以上経過すると、 VB 初期設定ツールに反応しなくなります。 

• カメラと VB 初期設定ツールが動作している PC が、同じセグメント上の LAN に接続 
されているか確認してください。 

• [ Windows ファイアウォール]機能を有効に設定してある場合は、 VB 初期設定ツール 
が動作しない場合があります。そのときは 「[ Windows ファイアウォール]機能を有 
効に設定してある場合の注意事項」 （ P .1-8) をご覧ください。 

• 従来機種の VB 初期設定ツールを使っていないか確認してください。 

iMiig Min 

カメラアングノレ設定ツールが動作しない 

• LAN ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• カメラとカメラアングル設定ツールが動作している PC が、同じセグメント上の LAN 
に接続されているか確認してください。 

• 「アプリケーションが起動できませんでした 。 .NET Framework 3.5 ( SP 1 以降）をイ 
ンス1ルしてください。」と表示される場合は、 . NETFramework 3.5( SP 1 以降） 

をインス1ルするか、設定を有効にしてください （ P .1-7 参照）。 

カメラのトップページが表示されない 

• LAN ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• カメラのネットワークが正しく設定されているか確認してください。特に IP アドレ 

ス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイアドレスについては利用している 

ネットワークで使用可能な設定か確認してください。 

• IP アドレスの変更を行った場合には、カメラが再起動するまで有効になりません。 

• Web ブラウザーに入力している URI (カメラの IP アドレス）が正しいか確認してくだ 

さい （ P . 4-2、 P . 5-32、 P . 7-4) 。 

管理ツールが起動できない 

管理者ビューワーが起動できない 

• 「ご使用の Web ブラウザーには対応していません。」と表示される場合は 、 Internet 
Explorer 7.0 以降をお使いください。 

• 「アプリケーションが起動できませんでした 。 .NET Framework 3.5 ( SP 1 以降）をイ 
ンス1ルしてください。」と表示される場合は、 . NETFramework 3.5( SP 1 以降） 

をインス1ルするか、設定を有効にしてください （ P .1-7 参照）。 

•「 JavaScript が使用できないか無効化されています。」と表示される場合は 、 Internet 
Explorer のセキュリティで[アクティブスクリプト]を[有効にする]に設定してくだ 
さい（設定方法は、次の (2) を参照してください）。 

• 「アプリケーションが起動できませんでした。管理者ビューワーおよび管理ツールを使用 
するには、以下の設定が必要です。」と表示される場合は、次の設定を行ってください。 

(1) 証明書を登録してください （ P . 4-3) 。 

(2) Internet Explorer 9以降を使用されている場合は、「カメラのトップぺージを信 
頼済みサイトとして登録する」 （ P .1-8) の手順に従い 、 Internet Explorer の[セ 
キュリティ]設定で、この Web サイトを[信頼済みサイト]に追加してください。 

(3) Internet Explorer で[ツール] > [インターネットオプション] > [セキュリティ] 

> [レベルのカスタマイズ]をクリックし、セキュリティ設定のリストで、 

[ XAML ブラウザアプリケーション]、[ファイルのダウン□—ド]、 [ FRAME の 
プログラムとファイルの起動]の各項目を[有効にする]に設定します。 
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トラブルシューテイング 


問題 

対処方法 

映像が表示されない 

• 映像品質を改善したい場合、「5章設定ページ」の「[映像]映像のサイズや品質、フ 
レームレートの設定」 （ P . 5-13) を参照いただき、設定を変更して調整してください。 

• カメラに同時にアクセスできるビューワーの数は最大30です。制限を超えた場合に 

は映像が表示されずにメッセージが表示されます。 

IMiin TOM 

ビューワー PTZ パネルに映像が表示されな 

い 

• 設定ページの[映像サーバー]で設定されている[最大クライアント数]が0の場合、 
ビューワー PTZ パネルに映像が表示されません。[最大クライアント数]の数を増やし 
てください。 

IMiin MItl 

ビューワー PTZ パネルの映像が消える 

• ビューワー PTZ パネルに映像が表示されている時間は、設定ページの[映像サーバー] 

の[最大接続時間(秒）]が適用されます。 

設定を0にすると接続時間が無制限になります。ただし、この設定はビューワー 

PTZ パネルだけでなく、個々のクライアントがカメラに接続できる時間でもあるた 

め、ご注意ください。 

音声が利用できない 

• 音声が利用できない場合は、カメラのオーディオサーバーの設定を確認していただく 

とともに、 PC のサウンドとオーディオデバイスの設定もご確認ください。 

• 管理者ビューワーを管理者ユーザー権限で使用する場合、 RM ビューワーなどの管理 
者権限で音声を使用するビューワーがカメラに接続していないか確認してください。 

• プロキシサーバーを経由する場合、音声はご利用になれません。 

• SSL による暗号通信での接続時、音声はご利用になれません。 

• IPv6 接続時は、音声受信機能がご利用になれません。 

• アドインがインス!-ールされていない場合、音声はご利用になれません。 

カメラ制御ができない 

• 管理者ビューワーに管理者として接続するとカメラ制御権を占有します。管理者 
ビューワーに登録ユーザーとして接続すると、管理者がカメラ制御権を解放しない限 
り、カメラ制御ができません。管理者に相談してください （ P . 7-2)。 

ビューワーの接続が切れる 

• ネットワークや PC に異常がないか確認してください。 

• PC を再起動し、接続してください。 

パスワードを忘れてしまった 

• リセットスイッチを用いて、カメラの日付と時刻以外のすべての設定を初期化できま 
す （ P . 8-18)。初期化後の管理用パスワードは 「 camera 」 です。ただし、 IP アドレ 
スやサブネットマスクなどのネットワーク設定も初期化されますので、再設定が必要 

になります。 

アップ□ードできない 

• [アップ□—ド]メニューでのアップロード先の設定と、[イベント]メニューでのイべ 
ントに対するアップ□ー ド動作の両方の設定が、正しくされているか確認してくださ 

い0 

• 適用済みのアップ□—ド先の設定は、[アップ□—ド]メニューのテスト （ P . 5-16) を 
実行することで、動作確認できます。 

• [メンテナンス]メニューの[ログを見る]やサ_バー側のログを見て、詳細な動作環境 
を確認してください。[ログを見る]については、「アプリケーション（アップ□—ダー） 

のメッセージ」 （ P . 8-9) をご参照ください。また、 P . 5-15 の「重要」もご参照くださ 
し)。 

• サーバー側の設定については、システム管理者にお問い合わせください。 

録画ストリームが利用できない 

• [アップロード]メニューの[アップ□—ドの動作]が HTTP または FTP でアップ□— 
ドする設定になっている場合、録画ストリームは利用できません。[アップ□ー ドの 
動作]を[アップ□—ド無効]に設定してください （ P . 5-15)。 

設定ページや管理ツー)レでファイ)レが保存で 

きない 

• Windows 7 、 Windows Vista および Windows Server 2008では、一部のフォルダ 
への保存を禁止しているため、ファイルの保存に失敗する場合があります。[ドキュメ 
ント]や[ピクチャ]など、ほかのフォルダを指定してください。 

IMR1 パノラマ画像上に黒帯が表示される 

• [カメラ]メニューの[設置条件]の [ ドーム]が[使用する]に設定されている場合に、 
パノラマ画像を作成 • 保存するとパノラマ画像に黒帯が表示されます。 [ ドーム]の設 
定をいったん[使用しない]に変更してからパノラマ画像を作成 • 保存し、必要に応 
じて [ ドーム]の設定を[使用する]に戻してください。 
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ログメッセージー覧 


カメラのログメッセージ 


□グメッセージは、次のように分類されています。 


分類 

レベル 

コード 

障害の程度 

crit 

エラー 

4 xx 

ソフトレベルの異常（タスク 
動作停止） 

err 

エラー 

3 xx 

動作に支障のある異常（動作 
継続） 

warning 

警告 

2 xx 

動作に支障のない異常 

notice 

警告 

Ixx 

システム外部の異常 

info 

情報 

Oxx 

正常動作に関する情報 


mmi 


分類 

レベル 

コード 

障害の程度 

alert 

エラー 

5 xx 

八ードレべルの異常（システ 
厶動作停止） 


H メモ 

約2時間ログに記録される内容が無い場合は、メッセージエリア 
に 11 -- MARK と記録されます。 


■アプリケーション（カメラ）のメッセー 


ジ 

W001 システムの起動と停止 [info] 


内容 

%1 webview ( W 001) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 ( stopping ) 

意味 

wvhttp サーバー ( webview ) の起動と停止。 


W030 WebView Livescope クライアントの開始と終了 
[info] 


内容 

%1%2 host =< ホス ト〉， user =< ューザー〉， prio =< 優 
先度 > ( W 030) 

%1 

W : WebView セッション、 V :セッションレスビデオ 

クライアント、 N :セッションレスイベントクライアン 

卜 

%2 

+ :接続、-:切断 

意味 

カメラサーバークライアントの接続と切断。 


W031 映像データ送信量 [info] 


内容 

%1= host =< ホスト >， user =< ユーザー >， video=<jpg 
| h 264>:< フレーム数> ( W 031) 

%1 

W : WebView セッション、 V :セッションレスビデオ 

クライアント 

意味 

クライアント切断時に、クライアントに送信した総 

データ量をフレーム 数で 表示。 


W040 外部メモリーへの退避 [info] 


内容 

%1 the image storing - %2 ( W 040) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 ( stopping ) 

%2 

開始 • 終了原因 

意味 

録画ストリームの外部メモリーへの退避が開始または 

終了した。 


W101 不正ユーザー名 [notice] 


内容 

user <ユーザー名> not found ( W 101) 

意味 

登録されていないュ _ ザーによるアクセス。 


W102 不正バスワード [notice] 


内容 

user くユーザー名> password mismatch ( W 102) 

意味 

パスワードが不正。 


Will 不正ホスト [notice] 


内容 

host < IP アドレス> access denied ( Will ) 

意味 

禁止されているホストからのアクセス。 


W130 バッファの回復 [notice] 


内容 

stream buffer recovered ( W 130) 

意味 

録画ストリームの映像バッファが回復した。 


W210 カメラ操作の取り消し [warning] 


内容 

camera operation discarded ( W 210) 

意味 

要求されたカメラ操作を取り消した。 


W230 バッファオーバーフロー [warning] 


内容 

stream buffer overflowed ( W 230) 

意味 

録画ストリ_ムの映像ノ（ッファが才ーバ _ フローし、 

映像が破棄された。 
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□グメッセージー覧 


■アプリケーション（アップローダー）の 


メッセージ 

A 004 アップローダーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 uploader ( A 004) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 ( stopping ) 

意味 

アップ□—ダー ( uploader ) の起動と停止。 


A 040 アップロード回数 ( MAIL ) [ notice ] 


内容 

uploader mail : normal =%1 test =%2 ( A 040) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意味 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 041 アツプロード回数 （ FTP ) [ notice ] 


内容 

uploader ftp : normal =%1 test =%2 ( A 041) 

%1 

通常のアップロードの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意味 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 042 アップロード回数 ( HTTP ) [ notice ] 


内容 

uploader http : normal :% 1 test =%2 ( A 042) 

%1 

通常のアップロードの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意味 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 120 アップロード送信先の名前解決失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot resolve the server name ( A 120) 

意味 

アップ□ー ド送信先の名前解決に失敗。 


A 121 アップロード送信先の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server ( A 121) 

意味 

アップ□ー ド送信先への接続に失敗。 


A 122 アツプロード送信先の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server ( A 122) 

意味 

A 120、 A 121 以外の原因で、アップ□—ド送信先への 

接続に失敗。 


A 134 アップロードの設定値不正 ( FTP / HTTP モード) 
[ notice ] 


内容 

ftp/http mode invalid , uploader set < none > forcibly 
( A 134) 

意味 

アツプ□ー ド方式の設定値不正。アツプ□ー ドしない、 

に強制的にセツトした。 


A 135 アップロードの設定値不正 （ FTP の PORT/PASV 


モード） [ notice ] 


内容 

ftp port/pasv mode invalid , uploader set < pasv > 
forcibly ( A 135) 

意味 

FTP アップ □— ドにおける PORT / PASV モードの設 

定値不正。 PASV モード、に強制的にセットした。 


A 136 アップロードの設定値不正 ( HTTP の通知のみ/画 
像付きモード） [ notice ] 


内容 

http notice/image mode invalid , uploader set 
< image > forcibly ( A 136) 

意味 

HTTP アップ□ー ドにおける通知のみ/画像付きモード 

の設定値不正。画像付きモード、に強制的にセットし 

た。 


A 137 アツプロードの設定値不正（メール通知） [ notice ] 


内容 

mode invalid , uploader set < none > forcioly ( A 137) 

意味 

メール通知の設定値不正。メール通知しない、に強制 

的にセツトした。 


A 138 アツプロードの設定値不正（メール通知の認証方式) 
[ notice ] 


内容 

authentication mode invalid , uploader set <smtp 
auth > forcibly ( A 138) 

意味 

メール通知の認証方式の設定値不正。 SMTP _ AUTH 、 

に強制的にセツトした。 


A 271 メール通報の通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

mail queue is full ( A 271) 

意味 

メール通報が通信ノ（ッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズを調整する。 




















































A 272 アツプロードの通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

ftp/http queue is full ( A 272) 

意味 

アップ□ー ドが通信バッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレート 

を調整する。 


A 273 バッファ使用量制限 [ warning ] 


内容 

used buffer size is over maximum size . ( A 273) 

意味 

バッファの使用サイズが最大に達した。 

対策 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレート 

を調整する。 


A 274 アップロード用イベントバッファあふれ [ warning ] 


内容 

event queue is full ( A 274) 

意味 

アップ□ー ド用イベントバッファがあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。 


A 275 アップロード用映像バッファあふれ [ warning ] 


内容 

buffer queue is full ( A 275) 

意味 

アップ□ー ド用映像バッファがあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、 

アップロード用の画質、映像サイズ、フレームレート 

を調整する。 


A 470 アップローダー初期化失敗 [ crit ] 


内容 

uploader initialization failure - %1( A 470) 

%1 

エラー 番号 

意味 

アツプ□ーダーの初期化が失敗した。 

対策 

再起動しても解消しない場合は故障の可能性があるた 

め、販売店へ連絡が必要。 


■ アプリケーション（オーデイオサーバー) 
のメッセージ 

B 001 オーデイオサーバーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 audio . ( B 001) 

%1 

starting I stopping 

意味 

才ーデイオサー八'一が起動/停止した。 


B 011 オーデイオクライアントの開始 [ info ] 


内容 

[%1]%2 connected n =%3 ( B 011) 

%1 

クライアント種別 （send 1 recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意味 

オーディオクライアントが接続した。 


B 012 オーデイオクライアントの終了 [ info ] 


内容 

[%1]%2 closed n = %3 ( B 012) 

%1 

クライアント種別 （send 1 recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意味 

オーディオクライアントとの接続が切れた。 


B 101 異常リクエストの受信 [ notice ] 


内容 

%1 unusual request [%2] ( B 101) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

異常種別 （400 | 404 | ...) 

意味 

コマンドエラー （400) 、パラメー ター エラー （404) に 
より、リクエストを拒否した。 


B 102 クライアントの接続拒否 [ notice ] 


内容 

%1 request denied [%2] ( B 102) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 | 43 1 ...：) 

意味 

認証エラー（41)、時間指定エラー（42)、リソース不足 
(43)、非対応コーデック指定 （45) 、非許容ユーザーレ 
ベル指定 (47) 、クライアント数制限 （49) 、動作モード 
(4 a ) により、クライアントの接続を拒否した。 

対策 

41:接続時のユーザー名、パスワード、もしくはユー 
ザーリストを確認する。42:接続時の playtime 、 もしく 
は最大接続時間設定を確認する。43:再接続または再起 

動する。45:対応しているクライアントソフトを用い 

る。47:接続時の userlevel を確認する。49:クライアン 

卜数設定を確認する。 4 a : オーディオサーバーを使用す 

る設定になっているか確認する。 


B 103 クライアントの強制切断 [ notice ] 


内容 

%1 access denied [%2] ( B 103) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 42 | 4 a ) 

意味 

開始時は接続が許可されていたが、設定変更によって 


アクセス禁止となったため、強制的に切断された（拒否 


種別は B102 と同じ）。 
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□グメッセージー覧 


B201 イベント通知失敗 [info] 


内容 

cannot notify %1 event [%2] ( B 201) 

%1 

ィベント種別 ( aid ) 

%2 

エラー番号 

意味 

ィベントの通知に失敗した。 


B202 イベント受信失敗 [info] 


内容 

cannot recv event [%1] ( B 202) 

%1 

エラー番号 

意味 

イベントの受信に失敗した。 


B203 オーデイオメッセージ送信失敗 [info] 


内容 

audio message send error %1[%2] ( B 203) 

%1 

メッセージ種別 

%2 

エラー番号 

意味 

オーディオメッセージの送信に失敗した。 


B204 オーデイオメッセージ受信失敗 [info] 


内容 

audio message recv error [% 1 :%2] ( B 204) 

%1 

エラー通番 

%2 

エラー要因 

意味 

オーディオメッセージの受信に失敗した。 


B301 オーデイオデバイス異常 [err] 


内容 

cannot use audio device for %1[%2:%3] ( B 301) 

%1 

送受信種別 （rx I tx ) 

%2 

エラー処理 (open I write 1 flush ) 

%3 

エラー番号 

意味 

オーディオデノ（イスの異常を検出した。 

対策 

自動的に復旧しないときは、販売店へ連絡が必要。 


B401 才ーデイオデバイス初期化失敗 [err] 


内容 

audio device initialization error [%1] ( B 401) 

%1 

エラー番号 

意味 

オーディオデノ（イスの初期化に失敗した。オーディオ 
サーバーは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


B402 ォ _ ディオサ _ バ_初期化失敗 [err] 


内容 

audio initialization error [%1] ( B 402) 

%1 

エラー番号 

意味 

才ーディオサーバーの初期化に失敗した。才ーディオ 
サーバーは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


B403 設定変更失敗 [err] 


内容 

cannot set config [%1:%2] ( B 403) 

%1 

エラー通番 

%2 

エラー番号 

意味 

設定値の更新に失敗した。オーディオサーノ（一は停止 

する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


■アプリケーション（ビデオ関連）のメッ 

セージ 

V001 ビデオサーバーの起動と停止 [info] 


内容 

%1 video ( V 001) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 ( stopping ) 

意味 

ビデオサーノ（一の起動と停止。 


V020 インテリジェント サービスの 起動 [info] 


内容 

starting intelligent . ( V 020) 

意味 

インテリジェントサービスの起動。 


V020 インテリジェント サービスの停止 [info] 


内容 

shutdown intelligent . ( V 020) 

意味 

インテリジェントサービスの停止。 


V200 ビデオ入力の警告 [warning] 


内容 

video %1 warning - %2 ( V 200) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

エラー番号 

意味 

ビデオ入力が復旧可能な異常を検出した。 

対策 

画像サイズ、 Q 値を変更し、 JPEG 画像1枚あたりの 
データを小さくする。 





























































V320 インテリジェントサービスの内部エラー [err] 


内容 

cannot work intelligent [%1][%2] [%3] . ( V 320) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意味 

インテリジェントサービスの内部エラーが発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V321 インテリジェントサービス仮設定モードエラー 
[err] 


内容 

pseudo mode setting fail . ( V 321) 

意味 

インテリジェントサービスの仮設定 モー ドの設定変更 
に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V400 ビデオ入力の初期化エラー [crit] 


内容 

video %1 initialization failure - %2 (%3) ( V 400) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

処理内容 

%3 

エラ _ 詳糸田 

意味 

ビデオ入力の初期化に失敗したため、ビデオ入力機能 

を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V401 ビデオ入力のコマンドエラー [crit] 


内容 

video %1 command error - %2 (%3) ( V 40 1) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

処理内容 

%3 

エラー詳細 

意味 

ビデオ入力のコマンド処理に失敗したため、ビデオ入 

力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V402 ビデオ入力停止 [crit] 


内容 

video % 1 stalled ( V 402) 

%1 

ビデオ番号 

意味 

ビデオ入力からの映像が停止したため、ビデオ入力機 

能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V403 ビデオ入力のエラー [crit] 


内容 

video %1 fatal error - %2 ( V 403) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

エラー番号 

意味 

ビデオ入力が復旧不可能なエラーを検出したため、ビ 

デオ入力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V420 インテリジェントサービスの起動失敗 [crit] 


内容 

intelligent initialization error [%1][%2] . ( V 420) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意味 

インテリジェントサービスの初期化に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


V421 インテリジェントサービスのエラー [crit] 


内容 

intelligent working error [%1][%2] . ( V 421) 

%1 

エラー番号 

意味 

インテリジェントサービスの動作中に復旧不可能なエ 

ラーが発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


■アプリケーション （ SD カード）のメッ 
セージ 

M001SD 制御モジュールの起動と停止 [info] 


内容 

%1 sdctrl ( M 001) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 ( stopping ) 

意味 

SD 制御モジュール ( sdctrl ) の起動と停止。 


■ HTTP サーバーのメッセージ 

H143 ユーザー名の指定異常 [notice] 


内容 

( http _ auth . c . XXX ) get_password failed ( HI 43) 

意味 

ユーザー認証で未知のユーザーが指定された。 
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□グメッセージー覧 


H144 バスワードの指定異常 [notice] 


内容 

( http _ auth . c . XXX ) password doesn't match for %1 
%2, IP :%3 ( HI 44) 

%1 

URL XSS 脆弱性対策実施 ( ftpd 同等の処理） 

%2 

ユーザー名 

%3 

IP アドレス 

意味 

ユーザー認証で誤ったパスワードが指定された。 


HI 45 ホストアクセス制限による接続拒否 [notice] 


内容 

( mod — haccess . c . XXX ) host %1 access denied 
( HI 45) 

%1 

IP アドレス 

意味 

ホストアクセス制限で接続拒否が行われた。 


H201 タイムアウトによる切断 [warning] 


内容 

a request for %1 timed out after writing %d 
seconds ( H 201) 

%1 

リクエスト URI 

%d 

360(タイムアウト時間） 

意味 

HTTP サーバーのタイムアウト （360 秒）により切断さ 
れた。 


■システムのメッセージ 

S001 システムの起動 [info] 


内容 

starting paramd ( S001 ) 

意味 

パラメーター管理モジュールの起動。 


S002 システムの設定変更 [info] 


内容 

Updated system settings . ( S002 ) 

意味 

再起動なしの設定変更があった。 


S010 イベントサービスの起動 [info] 


内容 

starting event ( S010 ) 

意味 

イベントサービスの起動。 


S011 イベントサービスの停止 [info] 


内容 

shutdown event ( SO 1 1 ) 

意味 

イベントサービスの停止。 


SOI 2 外部デバイスサービスの起動 [info] 


内容 

starting extio ( SOI 2) 

意味 

外部デバイス入出カサービスの起動。 


SOI 3 外部デバイスサービスの停止 [info] 


内容 

shutdown extio ( SOI 3) 

意味 

外部デバイス入出カサービスの停止。 


SOI 4 タイマーサービスの起動 [info] 


内容 

starting timer ( SOI 4) 

意味 

タイマ _ サ _ ビスの起動。 


SOI 5 タイマーサービスの停止 [info] 


内容 

shutdown timer ( SOI 5) 

意味 

タイマーサービスの停止。 


S070 SSL 証明書の変更 [info] 


内容 

ssl : succeeded to %1 certificate ( S 070) 

%1 

作成 ( generate ) | インストール ( load ) | 削除 ( delete ) | 
リストア ( restore ) 

意味 

証明書の作成/インス | - ー ル/削除/リストアを行った。 

対策 

なし 


S220 PAN/TILT 動作警告 [warning] (VB-M40) 


内容 

%1 warning detected . [%2] ( S220 ) 

1 % 

PAN | TILT 

2 % 

警告詳細情報 

意味 

PAN / TII _ T 動作中または停止時に異常を検出した。 

対策 

カメラがドームなどに接触していないか確認する。 


S240 カメラの異常 [warning] 


内容 

serviceman call ( S 240) 

意味 

カメラに異常を検出した。 

対策 

販売店へ連絡が必要。 


S250 PAN/TILT の異常 [warning] (VB-M40) 


内容 

serviceman call ( S 250) 

意味 

PAN / TII _ T 部に異常を検出した。 

対策 

販売店へ連絡が必要。 





























































S 306 設定値の保存エラー [ err ] 


内容 

Can't update system settings ( S 306) 

意味 

システムで設定値を保存する際にエラーがあった。設 

定値が保存できていない。 

対策 

ユーザー領域の不要なファイルを削除するなどして領 

域の確保が必要。 


S 307 設定値の保存エラー [ err ] 


内容 

( vbadmin.c XXX ) Can't update system settings 
( S 30 7) 

意味 

設定プロトコルで設定値を保存する際にエラーがあつ 

た。設定値が保存できていない。 

対策 

ユーザー領域の不要なファイルを削除するなどして領 

域の確保が必要。 


S 310 イベントサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work event [%1][%2] [%3] ( S 310) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意味 

イベントサービス動作中のエラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


S 311 外部入出カサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work extio [%1][%2] [%3] ( S 311) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意味 

外部入出カデバイスサービス動作中のエラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


S 312 タイマーサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work timer [%1][%2] [%3] ( S 312) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意味 

タイマーサービスの内部エラーが発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


S 320 PAN / TII _ T 動作エラー [ err ] ( VB - M 40) 


内容 

%1 error occurred . [%2] ( S 320) 

1 % 

PAN | TILT 

2 % 

警告詳細情報 

意味 

PAN/TILT 動作中または停止時にエラーを検出した。 

対策 

カメラがドームなどに接触していないか確認する。 

接触などの問題がない場合は故障の可能性があるため、 

販売店へ連絡が必要。 


S 410 イベントサービスの初期化エラー [critl 


内容 

event initialization error [%1][%2] ( S 410) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意味 

イベントサービスの初期化エラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


S 411 外部入出カサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

extio initialization error [%1][%2] ( S 411) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意味 

外部入出カデバイスサービスの初期化エラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


S 412 タイマーサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

timer initialization error [%1][%2] ( S 412) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意味 

タイマーサービスの初期化エラーが発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 


S 413 タイマーサービスのランタイムエラー [ crit ] 


内容 

timer working error [%1] ( S 413) 

%1 

エラー番号 

意味 

タイマーサービス動作中にエラーが発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性があるため、販 

売店へ連絡が必要。 
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□グメッセージー覧 


S 501 フアン停止検出 [ alert ] ( VB - M 600 VE ) 


内容 

FAN rotation speed is less than 150 rpm . ( S 501) 

意味 

カメラ内のファンが停止もしくは回転数が著しく低下 

してし)る。 

対策 

販売店へ連絡が必要。 


S 502 温度ヒューズ切断検出 [ alert ] ( VB - M 600 VE ) 


内容 

Heater unit error . Fuse is cut off . ( S 502) 

意味 

ヒーター基板上の温度ヒューズが切断した。 

対策 

販売店へ連絡が必要。 
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ビュ ヮ メッセージ 覧 


インフォメーション領域に表示されるメッセージ 

ビューワーのインフォメーション領域に表示されるメッセージには、次の3つの分類があります。 


アイコン 

分類 

説明 


ED 


情報メッセージ 

各種ボタン、プルダウンなどのヘルプ用メッセージ、フレームレート情報などを表示し 

ます。 

□ 

警告メッセージ 

カメラの制御権が取得できない場合や音声セッションが切断された場合など、ユーザー 
への注意を促すメッセージを表示します。 


□ 


エラーメッセージ 

ビューワー上でシステムエラーが発生した場合に表示されます。 


■情報メッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラとの接続が切れました。 

カメラとの接続が切れた 

音声接続が切れました。 

音声セッションが切断されても、映像セッションが継続している場合（送信 
系、受信系共用） 

制御権を取得しました。 

制御権取得時に表示。カメラの操作が可能 

制御権を失いました。 

制御権解放時に表示。次に制御権を取得するまでカメラの操作不可 


EE3 


メッセージ 

説明 

{ n } fps パン： { p } チルト： { t } ズーム： { z } 

カメラと正常に通信中の表示 

{ n } fps パン： { p } チルト： { t } ズーム： { z } IS : {ブレ捕正値} 

カメラと正常に通信中の表示 


■警告メッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラに接続できませんでした。 

IP アドレスが正しくないなどで接続に失敗した 

ただいま混雑しています。 

接続制限数を超えている 

カメラ制御権を取得できません。 

管理者ビューワーが占有しているなどの理由で制御権要求が拒否された 

音声接続できませんでした。 

音声受信のための接続に失敗した 

カメラに接続していません。 

カメラに接続していないのにカメラ操作しようとした 

カメラ制御権を取得してください。 

カメラ制御権がないのにカメラ操作しようとした 

既に他のユーザーが管理者接続しています。 

管理者ビューワーが既に接続している 

別ウィンドウのビューワーが既に接続しています。 

別ウィンドウのビューワーが既に接続している 

Cookie が使用できないかブロックされています。 

Cookie が使用できないかブロックされている 

JavaScript が使用できないか無効化されています。 

JavaScript が使用できないか無効化されている 

オーディオデノ（イスがありません。 

PC のオーディオデバイスがない場合や無効化されていた場合に 
[音声]ボタンがクリックされた 
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ビューワーメッセージー覧 


メッセージ 

説明 

Canon Network Camera Audio Receiver の初期化に 

失敗しました。 

[音声]ボタンをクリックしたときに、 ActiveX プラグインがインス!ルさ 
れるのを10秒間待ってもプラグインがインス1-ールされない 


IMfl IMtig 


メッセージ 

説明 

ビューワー PTZ 用の映像表示が制限されています。 

カメラ側の設定でビューワー PTZ 用の映像表示が制限されている 
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工場出荷設定に戻す 


カメラの各機能の設定値はメモしておくことをお勧めします。設定値を忘れてしまったなどで、カメラを一から設定し直し 
たい場合には、いったん工場出荷設定に戻してください。 

*ェ場出荷の設定値については P . 8-20 を参照してください。 


Web ブラウザーか5初期設定に戻す 

1 Web ブラウザーを起動し、設定メニューを表示する 

設定メニューを表示させるには、カメラの IP アドレス、 
ユーザー名、管理用パスワードが必要です （ P . 4-2) 




禁止 


注意 

[初期設定に戻す]の実行中は、カメラ 
の電源を絶対に切らないでください。電 
源を切ると、正常に起動しなくなる場合 
があります。 

一度 [ OK ] をクリックすると、初期設定 
に戻す処理は中断できません。 


本体リセットスイッチか5工場出荷設 
定に戻す 


2各種設定のメニューページ上で[メンテナンス]をク 
リックする 

メンテナンスのページが表示されます。 


d ログを見る 


a 現在の設定を見る 


d 再起動 


〇初期設定に戻す 

_ 


3 [初期設定に戻す]の[実行]をクリックする 

初期設定に戻してもよいかどうかの確認を求めるメッ 
セージが表示されます。初期設定に戻してもよい場合 
は[〇 K ] をクリックします。 

Web ぺージからのメッセージ 


初期 IS 定に戻しますか？ 


OK キャンセル 


次の項目以外が工場出荷設定に戻ります。 
カメラの管理者パスワード 
最大バケツトサイズ 
ネツトワーク設定 
日付、時刻 
タイムゾーン 
SSL 証明書 
暗号化通信 


カメラの IP アドレスや管理用パスワードが不明であった 
り忘れてしまった場合は、ネットワーク経由での操作がで 
きません。この場合は、カメラのリセットスイッチを押し 
よ9 〇 

1 VB-M600D/VB-M600VE の場合はドームケースを外す 

ドームケースの外しかたについては、 『 VB - M 600 D / 
VB - M 600 VE 設置ガイド』を参照してください。 

2カメラの電源を切る 

カメラには電源スイッチがありません。 LAN ケーブル 
(PoE 給電）、 AC アダプターや外部電源の電源プラグ 
を抜き差しすることで、電源の入/切をします。 

3リセットスイッチを押したまま電源を入れ、5秒、以上 
押し続ける 

リセットスイッチは穴の奥にあります。クリップの先 
端など、細いもので押してください。 

カメラの日付と時刻以外の全設定が工場出荷設定に戻 
ります。 
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工場出荷設定に戻す 


國重要 

リセットスイッチを押して初期化すると、カメラの IP アドレス、 
サブネットマスク、デフオルトゲートウェイアドレスなどネッ 
トワークに関連した設定値も工場出荷設定に戻るため、接続し 
ていた PC から操作ができなくなります。カメラの初期設定時、 
PC にインス!-ールされた 「 VB 初期設定ツール」で、ご使用の 
環境に適合した IP アドレスを設定してください （ P . 2-5 「カメ 
ラの初期設定をする」参照)。 


VB-M40 
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リセツトスイツチ 


VB-M700F 



VB-M600D 



VB-M600VE 



^ VB-M600D/VB-M600VE の場合はドームケースを取 
り付ける 


ドームケースの取り付けかたについては、 

『 VB - M 600 D / VB - M 600 VE 設置ガイド』を参照してく 
ださい。 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

• ユーザ名（管理者 ID ) 

root 

• 管理用パスワード 

camera 

• 設定ページのパス 

admin 

• LAN 


LAN インターフェイス 

オー ト 

最大パケットサイズ 

1500 

• IPv 4 


IPv 4 アドレス設定方式 

マニュアル設定 

IPv 4 アドレス 

192.168 .100.1 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 

IPv 4 デフオルトゲートウェイア 


ドレス 


• IPv6 

使用する 

IPv6 の使用 

有効 

自動設定 


IPv6 アドレス（手動設定） 

64 

プレフィックス長 


IPv6 デフオルトゲートウェイア 


ドレス 


IPv6 アドレス（自動設定） 


• DNS 


ネームサーバーアドレス1 


ネームサーバーアドレス2 

登録しない 

ホスト名 


ホスト名の DDNS 登録 

使用しない 

• SNMP 

public 

SNMP の使用 


コミュニティ名 


管理者連絡先 

VB - M 700 

管理用の機器名称 

Min 


VB - M 600 


_rtl 


VB - M 40 

設置場所 


• 現在の日付と時刻 


• 設定 


設定方法 

手動で設定する 

NTP サーバ_ 


タイムゾーン 

( GMT +09:00) 大阪、 


札幌、東京 


項目 

設定値 

• カメラ名 


カメラ名（半角英数字） 

Camera 

カメラ名（日本語） 


• 起動時設定 


AE モード 

オー ト 

ス□ーシャッター 

使用しない 

シャッタースピード 

1/100 

露出補正 

0 

測光方式 

中央部重点 

スマートシェード補正 

使用しない 

ホワイトバランス 

オー ト 

R ゲイン 

255 

B ゲイン 

255 

• カメラ制御 IMR1 


デジタルズーム 

使用しない 

ブレ補正 

使用しない 

• デイナイト 


モード 

マニュアル 

切り換える明るさ 

標準 

応答性（秒） 

20 

• 設置条件 


ドー厶_【•! 

使用しない 

LED の点灯 rnfim ■咖【》■ 

点灯する 

映像反転■戀 

反転しない 

• カメラ位置制御■刪 " 


プリセットに限定 

限定しない 

制御権を持たないときの動作 

ホームポジションへ移動 


しない 

• 外部入カデバイス1 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• 外部入カデバイス2 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• 外部出カデバイス1 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• 外部出カデバイス2 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

• 起動時設定 


インテリジェント機能情報 

付加しない 

• JPEG 


映像品質: 160x1 20 

3 

映像品質: 320x240 

3 

映像品質: 640x480 

3 

映像品質: 1280x960 

3 

映像サイズ:映像送信 

320x240 

最大フレームレート:映像送信 

30.0 

映像サイズ:アップロード 

320x240 

• H.264 


ビットレート制御 

ビットレート制御する 

映像品質 

3 

目標ビットレート (kbps) 

1024 

映像サイズ 

320x240 

フレームレート (fps) 

30 

• オンスクリーン表示 


日付表示 

表示しない 

日付表示位置 

左上 

日付表示フオーマツト 

YYYY/MM/DD 

時刻表示 

表 TJX しない 

時刻表示位置 

左上 

テキスト表示 

表示しない 

テキスト表示位置 

左上 

テキスト文字列 


文字の色 

黒 

輪郭の色 

白 

文字と輪郭の濃さ 

文字と輪郭を塗りつぶす 


項目 

設定値 

• アップ□ード全般 


アップ□ードの動作 

アップ□ー ド無効 

• HTTP ァップロード 


通報内容 

HTTP で通知のみ行う 

URI 


ユーザー 名 


パスワード 


プロキシサーバー 


プロキシポート番号 

80 

プロキシ ユーザー 名 


プロキシパスワード 


八ラメーター (query string) 


• FTP アップ□—ド 


通報内容 

映像を FTP する 

FTP サーバー 


ユーザー 名 


パスワード 


PASV モード 

使用する 

ファイルアップ□—ドパス 


ファイル名記録方式 

年月日時分秒 ms 

作成サブディレクトリ名 


作成ファイル名 

image.jpg 

最大ループ数 

0 

• メール通報 


通報内容 

テキストのみ 

メールサーバー 


メールポート番号 

25 

差出人メールアドレス (From) 


宛先メールアドレス (To) 


メール認証方式 

なし 

ユーザー 名 


パスワード 


POP サーバー 


表題 


本文 
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項目 

設定値 

• 外部デバイス入力2 


入力の入/切の反転 

反転しない 

〇 N イベント時の動作 

無効 

〇 FF イベント時の動作 

無効 

プリセツト_【《 

プリセットを指定しない 

ァップロード 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

〇 N イベント時の音声再生 

再生しない 

〇 FF イベント時の音声再生 

再生しない 

再生音 


立 

日里 

50 

• タイマー 


タイマーイベント設定1 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

繰り返し設定 

使用しない 

繰り返し間隔 

1 秒 

繰り返し回数 

1 

タイマーイベント設定2 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

繰り返し設定 

使用しない 

繰り返し間隔 

1 秒 

繰り返し回数 

1 

タイマーイベント設定3 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

繰り返し設定 

使用しない 

繰り返し間隔 

1 秒 

繰り返し回数 

1 

タイマーイベント設定4 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

繰り返し設定 

使用しない 

繰り返し間隔 

1 秒 

繰り返し回数 

1 

ァップロード 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

• 再生音ファイル登録1 


参照ファイル 


再生音名 


• 再生音ファイル登録2 


参照ファイル 


再生音名 


• 再生音ファイル登録3 


参照ファイル 


再生音名 



項目 

設定値 

• 映像サーバー 


最大クライアント数 

30 

最大制御権待ち数 

30 

最大接続時間（秒） 

0 

カメラ制御時間（秒） 

20 

• オーディオサーバー 


カメラからの音声送信 

送信しない 

入力音量 

50 

無音検出 

検出しない 

ビューワーからの音声受信 

受信しない 

出力音量 

50 

エコーキャンセラー 

使用しない 

音声入カモ _ ド 

ラ 〆 ン • イン 

• HTTP サーパー 


認証方式 

Basics (証 

HTTP ポート番号 

80 

HTTPS ポート番号 

443 

Web ページのグローバルアドレ 

IPv 4 アドレス 

ス 


IPv 4 アドレス 


( Web ページのグローバルアド 


レス） 


ポート番号 


( Web ページのグローバルアド 


レス） 


• 映像バッファ 


フレームレート 

1 

イベント前バッファ（枚数） 

0 

イベント後バッファ（枚数） 

0 

• 音量検知 


音量検知イベント 

使用しない 

検知条件 

基準音量レベル以上 

基準音量レベル 

50 

検知条件の継続時間（秒） 

0 

〇 N イベント時の動作 

無効 

〇 FF イベント時の動作 

無効 

プリセット■晒 •! 

プリセットを指定しない 

アップロード 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

• 外部デバイス入力 


外部デバイス入カイベント 

使用する 

• 外部デバイス入力1 


入力の入/切の反転 

反転しない 

〇 N イベント時の動作 

無効 

〇 FF イベント時の動作 

無効 

プリセット imm 

プリセットを指定しない 

ァップ□-ド 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

〇 N イベント時の音声再生 

再生しない 

〇 FF イベント時の音声再生 

再生しない 

再生音 


音量 

50 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

• IPv 6 ホストアクセス制限 



ホストアクセス制限の適用 

適用しない 

デフオルトポリシー 

アクセスを許可する 

プレフイツクス/プレフイツ 

01 

/128許可 

クス長 

02 

/128許可 


03 

/128許可 


04 

/128許可 


05 

/128許可 


06 

/128許可 


07 

/128許可 


08 

/128許可 


09 

/128許可 


10 

/128許可 


11 

/128許可 


12 

/128許可 


13 

/128許可 


14 

/128許可 


15 

/128許可 


16 

/128許可 


17 

/128許可 


18 

/128許可 


19 

/128許可 


20 

/128許可 

• IPsec 設定方法 



IPsec 設定方法 

自動鍵交換 

• 自動鍵交換の設定 



IPsec SA 暗号化アルゴリズム 

AES ->3 DES 

IPsec SA 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 

IPsec SA 有効期間（分） 

480 

ISAKMP SA 暗号化アルゴリズム 

AES ->3 DES 

ISAKMP SA 認証アルゴリズム 

SHA 1 

DH グループ 

グループ2 

ISAKMP SA 有効期間（分） 

480 


項目 

設定値 

• 登録ユ_ザーアカウント 



ユーザー名 

パスワード 

ユーザーリスト 



• ユーザー権限 



登録ユーザー 



特権カメラ制御 

チェックあり 

一般カメラ制御 

チェックあり 

映像配信 

チェックあり 

音声配信 

チェックあり 

一般ユーザー 



一般カメラ制御 

チェックあり 

映像配信 

チェックあり 

音声配信 

チェックあり 

• IPv 4 ホストアクセス制限 



ホストアクセス制限の適用 

適用しない 

デフオルトポリシー 

アクセスを許可する 

ネットワークアドレス/ 

01 

/ 32許可 

サブネット 

02 

/ 32許可 


03 

/ 32許可 


04 

/ 32許可 


05 

/ 32許可 


06 

/ 32許可 


07 

/ 32許可 


08 

/ 32許可 


09 

/ 32許可 


10 

/ 32許可 


11 

/ 32許可 


12 

/ 32許可 


13 

/ 32許可 


14 

/ 32許可 


15 

/ 32許可 


16 

/ 32許可 


17 

/ 32許可 


18 

/ 32許可 


19 

/ 32許可 


20 

/ 32許可 



I 
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項目 

設定値 

• IPsec セット1 

使用しない 

IPsec セットの使用 

トンネルモード 

IPsec 動作モード 


接続先 IPv4 アドレス 


接続先 IPv6 アドレス 


送信元 IPv4 アドレス 


送信元 IPv6 アドレス 

ESP 

IPsec プロトコル 


セキュリティゲートウェイの 


IPv4 アドレス 

16 

セキュリティゲートウェイの 

16 

IPv6 アドレス 


接続先のサブネットマスク長 

AES 

接続先のプレフィックス長 

HMAC_SHA1— 96 

IKE 事前共有鍵 


SA ESP 暗号化アルゴリズム 


SA ESP 認証アルゴリズム 


SA ESP 暗号鍵（送信） 


SA ESP 認証鍵（送信） 


SA ESP SPI (送信） 


SA ESP 暗号鍵（受信） 

HMAC—SHA1— 96 

SA ESP 認証鍵（受信） 


SA ESPSPI (受信） 


SA AH 認証アルゴリズム 


SA AH 認証鍵（送信） 


SA AH SPI (送信） 


SA AH 認証鍵（受信） 


SAAH SPI (受信） 



項目 

設定値 

• IPsec セット 2 

IPsec セットの使用 

使用しない 

IPsec 動作モード 

トンネルモード 

接続先 IPv4 アドレス 
接続先 IPv6 アドレス 

送信元 IPv4 アドレス 

送信元 IPv6 アドレス 

IPsec プロトコル 

ESP 

セキュリティゲートウェイの 

IPv4 アドレス 

セキュリティゲートウェイの 

16 

IPv6 アドレス 

16 

接続先のサブネットマスク長 

接続先のプレフィックス長 

AES 

IKE 事前共有鍵 

HMAC_SHA1_96 

SA ESP 暗号化アルゴリズム 

SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

HMAC_SHA1_96 

SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

使用しない 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

• IPsec セット3 

トンネルモード 

IPsec セットの使用 


IPsec 動作モード 


接続先 IPv4 アドレス 


接続先 IPv6 アドレス 


送信元 IPv4 アドレス 

ESP 

送信元 IPv6 アドレス 


IPsec プロトコル 


セキュリティゲートウェイの 

16 

IPv4 アドレス 

16 

セキュリティゲートウェイの 


IPv6 アドレス 

AES 

接続先のサブネットマスク長 

HMAC_SHA1_96 

接続先のプレフィックス長 


IKE 事前共有鍵 


SA ESP 暗号化アルゴリズム 


SA ESP 認証アルゴリズム 


SA ESP 暗号鍵（送信） 


SA ESP 認証鍵（送信） 


SA ESP SPI (送信） 

HMAC_SHA1_96 

SA ESP 暗号鍵（受信） 


SA ESP 認証鍵（受信） 


SA ESP SPI (受信） 


SA AH 認証アルゴリズム 


SA AH 認証鍵（送信） 


SA AH SPI (送信） 


SA AH 認証鍵（受信） 


SA AH SPI (受信） 



項目 

設定値 

• IPsec セット 4 

IPsec セットの使用 

使用しない 

IPsec 動作モード 

トンネルモード 

接続先 IPv4 アドレス 
接続先 IPv6 アドレス 

送信元 IPv4 アドレス 

送信元 IPv6 アドレス 

IPsec プロトコル 

ESP 

セキュリティゲートウェイの 

IPv4 アドレス 

セキュリティゲートウェイの 

16 

IPv6 アドレス 

16 

接続先のサブネットマスク長 

接続先のプレフィックス長 

AES 

IKE 事前共有鍵 

HMAC_SHA1_96 

SA ESP 暗号化アルゴリズム 

SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

HMAC_SHA1_96 

SA ESPSPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

使用しない 



I 
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項目 


設定値 

トンネルモード 


IPsec セツト5 
IPsec セットの使用 
IPsec 動作モード 
接続先 IPv4 アドレス 
接続先 IPv6 アドレス 
送信元 IPv4 アドレス 
送信元 IPv6 アドレス 
IPsec プロトコル 
セキュリティゲートウェイの 
IPv4 アドレス 

セキュリティゲートウェイの 
IPv6 アドレス 

接続先のサブネットマスク長 
接続先のプレフィックス長 
IKE 事前共有鍵 
SA ESP 暗号化アルゴリズム 
SA ESP 認証アルゴリズム 
SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESPSPI (受信） 

SAAH 認証アルゴリズム 
SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SAAH SPI (受信） 


ESP 


16 

16 


AES 

HMAC SHA1 96 


HMAC SHA196 


証明書 

証明書の状態 
国名 （C) 
都道府県名 (ST) 
市区町村名 （L) 
組織名（〇） 

組織単位名 (0U) 
一般名 (CN) 
有効期限開始日 
有効期限終了日 
暗号化通信 
SSL 通信 


インストールされていません 


使用しない 


SD カードの操作 
動作設定 
SD カードの情報 
SD 力ードの認識 


ログを保存する 

SD カードが入っていま 
せん 
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索引 


A 

AE モード .5-9 

B 

Basic 認証 .5-19 


N 

NTP サーバー .5-8 

P 

PoE 給電 .8-18 


D 

DHCP .2-5, 5-5 

Digest 認証 .5-19 

DNS .5-6 

F 

FTP .8-2 

FTP ァップロード .5-16 

H 

H .264 .1-5, 5-13 

HTTPS ポート番号 .5-19 

HTTP アップ□—ド .5-15 

HTTP サーバー .5-19 

HTTP ポート番号 .5-19 

I 

IPsec .5-25 

IPv 4 .5-5, 5-32 

IPv 4 ホストアクセス制限 .5-23 

IPv 6 .5-6,5-32 

IPv 6 ホストアクセス制限 .5-24 

IP アドレス . 5-5, 5-19, 5-32 

J 

JPEG .5-13 

L 

LAN .5-5 

LED .5-11 

M 

MAC アドレス .2-5 


R 

RM-Lite .1-5 

s 

SD メモリーカード .5-30, 8-2 

SNMP .5-7 

SSL / TLS 証明書 .5-28 

V 

VB 初期設定ツール .2-4 

VB ビューワー .7-6 

ア 

アクセス制御 .5-23 

アップ□ー ド .5-15 

暗号化通信 .5-29 

暗視機能 .7-16 

アンマウント .5-30 


いたずら検知 .6-30 

一般カメラ制御 .5-23, 7-2 

一般ユーザー .7-3 

ィベント .5-20, 6-28 

イベント表示 .7-17 

イベント□グ .5-33 

インス!ル .2-4 

インテ U ジェント機能設定ツール .6-22 

インフォメーション領域 .7-6, 7-7 

X 

映像管理情報 .5-30 

映像サーバー .5-18 

映像サイズ .5-13, 7-5, 7-6 

映像配信 .5-23, 7-2 

映像バッファ .5-20 

映像反転 .5-12 
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映像品質 .5-13 

映像保存 .5-31 

エコーキャンセラー .5-18 

エラーメッセージ .8-16 

才 

オーディオサーバー .5-18 

置ぎ去り検矢口 .6-29 

オンスクリーン表示 .5-14 

音声 .5-18 

受信する .7-10 

送信する .5-18 

音声配信 .5-23, 7-2 

音量検知 .5-20, 7-17 

力 

外部デバイス出力 .7-17 

外部デバイス入力 

設定する .5-21 

表示する .7-17 

外部デバイス名 .5-12 

可視範囲設定ツール .6-12 

カメラアングル設定ツール .2-4 

カメラ位置制御 .5-12 

カメラ位置を固定する .6-25 

カメラ指定ファイル .3-8 

カメラ制御権 .7-2, 7-7 

カメラ制御権表示領域 .7-7 

カメラ名 .5-9 

管理者 .7-3 

管理者パスワード .5-5 

管理者ビューワー .7-5, 7-12 

管理ツール .6-2 


コ 

工場出荷設定 .8-18 

サ 

サーバー .5-18 

再起動項目 .5-32 

再生音ファイル登録 .5-22 

再接続 .7-10 

最大バケットサイズ .5-5 

最大フレームレート .5-13 

サブネットマスク .5-5 

シ 

日賴 .5-8 

目己証明書 .5-28 

自動鍵交換 .5-25 

絞り .7-15 

シャッタースピード .5-9,7-15 

修飾子 .8-4 

出力音量 .5-18 

情報メッセージ .8-16 

証明書の管理 .5-28 

証明書の登録 .4-3 

初期3又定 .2-5, 8-18 

初期設定に戻す .5-33 

ス 

ズーム .3-7, 7-5, 7-8 

スナップシヨット .7-10 

スマートシェード補正 .5-10, 7-14 

スローシャッター .5-9 


キ 

基準音量レベル .5-20 

起動時設定 .5-13 

逆光補正 .7-6, 7-7 

ク 

グローバルアドレス .5-19 


ヶ 

警告メッセージ 

ゲイン . 

検知種別 . 

検知条件 . 

検知領域 . 


.8-16 

.5-10, 7-15 

.6-22, 6-29 

5-20, 6-27, 6-29 
.6-28 


セ 

赤外線カットフィルター .7-16 

設置ガイド . iv 

言乂 ifc 术 n 1 .5-1 1 

設定メニュー .5-2 

セットアップ CD-ROM . iv 

全画面表示 .7-10 


ソ 

測光方式 . 5-10, 7-15 

夕 

タイマー .5-21 

タイムゾーン .5-8 
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索引 


チ 

チルト . 3-6, 6-15 


ビューヮ ー PTZ .7-12 

ビユーワーからの音声受信 .5-18 

表示画面サイズ .7-9 


デイナイト .5-11 

デイモード .5-11,7-16 

デジタルズーム .5-11,7-8 

デバイス名 .5-12 

デフオルトゲートウェイアドレス .5-6 


動体検知 .6-29 

丑金求ユーサー .5-23, 7-3 

卜ーム .5-11 

特権カメラ制御 .5-23, 7-2 

トップページ .4-2 

トラブルシューテイング .8-6 



ナイトモード 


5-11,7-16 


フ 

フィルタリング .6-33 

フ オー カス .3-7, 7-14 

フ オー カスモード .5-10 

フオーマツト .5-30 

プライバシーマスク設定ツール .6-5 

プ U セツト .5-20 

使用する .7-9 

プリセツト巡回 .6-20 

プリセツト設定ツール .6-16 

フレーム レー ト .5-13 

プレフィツクス .5-24 

ブレ補正 .5-11 



ホ 

ホームポジション .5-12, 6-16 

ホストアクセス制限 .5-23, 5-24 

ホワイトバランス . 5-10, 7-16 


I 


入力音量 .5-18 

認証方式 .5-19 

ネ 

ネームサーバーアドレス .5-6 

ネットワーク .5-5 

ネットワークアドレス/サブネット .5-24 

八 

パスワード .2-5, 4-2 

パノラマ画面 . 6-13, 6-18 

パノラマ作成ツール .6-9 

パノラマ表示 . 7-6, 7-7 

パノラマ表示領域 .7-8 

パラメーター .5-16, 8-4 

パン . 3-6, 6-15 

ヒ 

B 付 .5-8 

日付と時刻 .5-8 

ビットレート制御 .5-13 

ビューワー 

RM-Lite ビューワー .1-5 

VB ビューワー .7-6 

管理者ビューワー .7-5, 7-12 


マ 

マイク .5-18 

マウント .5-30 

ム 

無音検出 .5-18 

メ 

メール 通報 .5-17 

メッセージ 

エラーメッセージ .8-16 

警告メッセージ .8-16 

情報メッセージ .8-16 

□グメッセージ .8-8 

メモリーカード .5-30 

メンテナンス .5-33 

モ 

目標ビットレート .5-13 

持ち去り検知 .6-30 

a 

ユーザー アカウント .5-23 

ユーザー権限 .5-23, 7-2 
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ユーザー認証 .4-2, / -〇 

ユーザー名 .2-5, 4-2 

ユーザー リス ト .5-23 

■J 

U セットスイッチ .8-18 

□ 

□ーテーシヨン .3-6 

□グ . 5-33, 6-31 

ログコード .6-32 

□グファイル .8-3 

□グメッセージ .8-8 

露出 .7-15 

露出補正 . 3-7, 5-9 

ク 

ワンシヨット AF .7-14 

ワンシヨツト WB .7-16 


8-30 
















索引 
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お問い合せ先 


製品に関するお問い合せは、お客様相談センターをご利用ください。 

r - キヤノンお客様相談センタ- 

ネットワークカメラ/モニタリング機器 

曾 050-555-90074 

felSI— fc <平日 >9:00〜12:00/13:00〜17:00 (土 •日 • 祝日及び年末年始弊社休業日は休ませていただきます） 


•上記番号をご利用いただけないかたは窗 043-21 1 -9622 をご利用ください。 

• IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってはつながらない場合があります。 
•受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 


補修用性能部品について 

保守サービスのために必要な補修用性能部品の最低保有期間は、製品の製造打ち切り後7年間です。 
(補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 


キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
〒108-8011東京都港区港南 2-16-6 canon S tower 
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